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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第一話　晴明と光




　その童女はものごころついた時から、人には見えぬはずのものが見えた。

　自分の母──葛くずの葉はの頭の上に、狐きつね耳みみが生えている、と漏もらすことがあった。

　むろん、そのような狐耳など、誰だれにも見えない。

　葛葉の夫である安あ倍べの保やす名なにも見えない。

　童女の耳には、聞こえぬはずのものが聞こえた。

　嵐あらしの中、信しの太だの森にある巨きよ大だいなご神木、千枝の楠くすのきの根っこの上に小さなお尻しりをおろして、なにものかと親しげに話しているところを村の人に見つかって家に送り届けられる、そんなことがたびたびあった。

　童女がふとなにげなく口にした言葉は、よく現実のものとなった。

　明日の天気や、今年の稲いねの収しゆう穫かくについてなど、どうというふうでもなくさらりと口にして、その言葉のことごとくが当たった。

　村の人々は、童女を怖おそれた。

　ただひとつ、童女にできないことがあった。

　食べるものと、食べられぬものとの、区別が、できなかった。

　路ろ傍ぼうの花を食べたり、石ころをかじったりしてしまう。

　悪あく食じき、と言われた。

（どうやら人間は、食べられるものが限られているらしい）

　そう理り屈くつではわかっていても、どうしても区別ができない。

　口に入れたものの味という感覚が、童女にはわからなかった。

　なにを食べても、お腹なかの具合が悪くなるということもない。

　ただ、生きているものはなるべく口にしたくない、魂たましいを喰くらうような感覚を味わうから、そう思っている。

　あの童女は実は人間ではないという評判が、村に広がっている。

　このような童女であるから同年代の子供たちからは薄うす気き味み悪がられ、いつまでも友達ができなかった。

　童女の名は、信しの太だ丸まるという。

　父は、零れい落らくした元貴族で、今は村に屋や敷しきを構えつつ都へ出で稼かせぎに出て食い扶ぶ持ちを稼かせいでいる安倍保名という気のいい男である。

　母は、葛葉と呼ばれている異形の美女であった。

　銀ぎん髪ぱつ、赤い瞳ひとみ、雪よりも白い肌はだ。

　二人は、神々が暮らす神秘の森と呼ばれる信太の森で出会い、夫婦ふうふとなったという。

　だからやがて生まれてきた一ひと人り娘むすめに、「信太丸」という名をつけたらしい。




　ある日の夜。

　信太の森の千枝の楠の下を、信太丸は母の葛葉に手をひかれて歩いていた。

　森のいたるところで、梅が満開となっている。

　舞まい散る梅の花弁が月明かりに照らされて、まことに幽ゆう玄げんな美しさをかもしだしている。

　だが信太丸にとっては、その梅の花弁よりも、母・葛葉のほうがはるかに美しく見えるのだった。

　自分にしか見えない、葛葉の頭にぴょんと生えた狐耳が、暗くら闇やみの中でぼうっと淡あわい光を放っているように見えた。

「母上の狐耳は、綺き麗れい」

　葛葉は、五十六億七千万年後に人々を救うと言われている弥み勒ろく菩ぼ薩さつのような優やさしい笑えみを浮うかべながら、信太丸の頭をそっと撫なでた。

「信太丸。そのことを、他ほかの人の前で言ってはなりませんよ」

「父上の前でも？」

「もちろん。父上は私の狐耳のことを知っているわ。けれども、見えないの」

「どうして？」

「父上は、人間だからよ」

「母上は、人間ではないの？」

　葛葉が悲しげに微笑ほほえみ、言外に信太丸の言葉を肯こう定ていした。

　千枝の楠からほど近い古ふる井い戸どの前に、信太丸を連れて行く。

「少し難しい話なの。信太丸が大きくなれば、きちんと話してあげる」

「人間ではないものとは、いったいなに？　信太丸も、人間ではないの？　母上」

「信太丸。人間であるというふりを続けなければ、私たち母子は村で生きていけないの」

「人間である、ふり……嘘うそを吐つけということ？　母上」

「井戸を覗のぞいてみて」

　信太丸は、言われた通りに井戸の底を覗いた。

　水面に、自分の小さな顔が映っていた。

　その頭に、ちんまりと、まだ短い狐耳が生えているのが見えた。

　信太丸は、歓かん声せいをあげた。

「わあ。母上と同じ」

「信太丸」

「はい、母上」

「私は生まれながらの妖よう狐こだけれど、お前には父上の血が半分流れているの。だからお前は、人間として生きるの」

「嘘を吐いてでも？」

「しかたがないの」

「なぜ、嘘を吐かなければ人間として生きられないの？」

「そのことも、いずれ、説明するわ。信太丸が、大きくなれば」

「ほんとうのことを言えば、人間として生きていけなくなるの？」

「人間は、自分たちとは異なる者を、怖れるから」

「……怖れる……」

「父上は別だけれど。あの方は、人間とそうでない者のあいだに区別などないと根っから信じているの。とても、心の優しい人よ」

「うん。でも、村の人たちは信太丸を、人間ではないらしい、と噂うわさしている」

「あなたの狐耳を見ることができる人間はいないわ。この姿見の井戸にさえ近寄らなければだいじょうぶよ。信太丸」

　なぜ、母上は急に姿見の井戸のことを教えてくれたのだろう。

　自分の頭にも狐耳が生えていることを、見せてくれたのだろう。

　信太丸は、聡さとすぎるほどに聡い童女だった。

　不意に不安になった信太丸は、葛葉にすがりついていた。

「……信太丸は、母上と一いつ緒しよに生きたい。たとえ、人間の里を追われても」

　葛葉は、黙だまって信太丸の小さな身体からだを抱だきしめてくれた。

　……

　……

　……
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　水みず原はら光ひかるは、自分の生母の面おも影かげを知らない。

　ものごころついた時にはもう、母はこの世の人ではなくなっていた。

　どちらかといえば内向的な性格も、浮かれることが苦手な少し醒さめたところも、なんとなく、自分の生母に会ったことがないという引け目にも似た思い──晴せい明めい風に言えば、呪しゆが原因なのではないか、と思うこともある。

　幼なじみである紫むらさきの存在、紫の母である桐きり子この存在によって、その呪は普ふ段だんは隠かくされている。二人がいてくれたから、光は普段、そのような悩なやみに憑つかれることがない。だが、ふとしたことで傷口から呪が漏れ出してくることがあるらしいと、光は知っている。

　人格とか性格とか人間とか呼ばれているものは、目の前に見えない過去をひっくるめて形作られているものではないか。

　自分を省かえりみると、そう感じざるを得ない。

　だから、なのだろうか。

　だから、晴明とより深い呪を結んでしまう前に、一つだけどうしてもひっかかってしまう思いが浮かんでくるのだろうか。




「僕は……晴明の過去をまだなにも知らないからね」




　晴明屋敷の庭園を眺ながめながら、光は、拗すねたようにそうつぶやいていた。

　なぜ、そのようなことを気にするのか。

　知らないといけない気がするのだ。

　ずっと晴明の式しき神がみとして仕えるという生き方を選ぶならば、晴明の謎なぞにつつまれた過去を多少なりとも理解しなければならない、理解することで晴明の言いしれぬ孤こ独どくを癒いやしてあげたいと思ってしまうのだ。

　過去など、忘れてしまえばいい、気にする必要などない。

　おそらく痛ましいものがあるであろう晴明の過去を詮せん索さくするなど、もってのほかだ。

　狐神と人間のあいだに生まれたという晴明にとって、過去を詮索されることは、きっと、心地ここちよいことではないはずだ。

　そんな感情もある。

　あるが、光は同時に、晴明が隠している過去の秘密を知りたい、理解したい、共有したい、たとえすべてを忘れ去って水に流してしまうとしても、いちどは了りよう承しようしたい、かたくなに隠し続けてほしくない、少しでもいいから晴明の役に立ちたい、というもどかしいばかりの衝しよう動どうをぬぐい去ることができない。

（なぜなんだろう。いつもクールに決めている僕らしくもない。僕は。僕はもしかして、晴明のことを）

　そんな光の隣となりで、晴明は、微笑んでいる。

　そして晴明は、言った。




「もとの世界に帰らぬと誓ちかえば教える。誓うか、光」




　強きよう烈れつな、言葉だった。

　思わず光がくしゃみを連発して、さらには気が遠くなって倒たおれてしまいそうになるくらいに、強烈な、そして蠱こ惑わく的な言霊ことだまだった。

　光には、感情がたかぶると鼻がむずむずしてくしゃみをしてしまう癖くせがある。

「へくちゅん。へくちゅん」

「こら光。こっちを向いてくしゃみをするでない。梅の花のほうでも向いていろ」

「今すぐ決めなければならないの、晴明？」

「なぜいきなり挙動不ふ審しんになるのだ、キミは。そんなにも困ることを私は言ったのか。それほどもとの世界に帰りたいか」

　晴明が不ふ機き嫌げんになって、薄うすい唇くちびるをとがらせた。

　その仕草を見て、またくしゃみが出る。

「へくちゅへくちゅ言ってないで、私の問いかけに答えぬか」

　狐きつね耳みみが、ぱたぱた、と激しく揺ゆれはじめた。

　そんな狐耳のかわいい動きを見ていると、また、くしゃみしたくなる。

「へ、へ、へ……くちゅっ」

　晴明があきれ顔で言った。

「キミはあれだな。生しよう涯がい、女の子と深い呪を結ぶことができないな」

「ええっ？　生涯っ？」

「生涯だ。いちいちくしゃみの発作を起こすようでは、これ以上踏ふみこんだ会話はできまい」

「そんなあ！　誰だれにだって悪あく癖へきの一つくらいあるだろう？　くしゃみのことは気にせずに、ありのままの僕をすべて受け入れてくれよ晴明！」

「ハア？　バカなのかキミは？」

「自分でも、言っててバカだなあと気づきました！」

「だがまあ、ありのままの愚おろかなキミをすべて受け入れてやってもいいぞ」

「ええー、ほんとに？」

「その代わりキミも、私の過去など詮索するのはあきらめるのだな」

「くしゃみと過去は別だろ？　へっくちゅん！」

「こら。私の顔につばをかけるな！」

「そもそも、深い呪ってなんだよ？」

「そ、それはもちろん、私に一生涯式神としてお仕えすると誓うこととか、そういうことだ」

「なあんだ。晴明と夫婦になるとか、晴明に僕の赤ちゃんを産ませるとか、そういうことかと思ったよ」

　ぱたぱたぱた。

　晴明のお尻しりから飛びだしている狐尻尾しつぽが、激しく床ゆかを叩たたいている。

「ばばばバカなことを言うなっ！　わわわ私をだだだ誰だと思っているのだキミは!?」

「知ってるよ。平へい安あん京きようをあやかし・物ものの怪けから守護する、天才陰おん陽みよう師じの安あ倍べの晴明だろ？」

「そ、そうだ。キミは私に召しよう喚かんされて使し役えきされる定めの、しがない式神だ。陰陽師と式神が夫婦になるなど、き、聞いたこともないぞ」

「でも、僕はどうにも晴明の過去が気になるんだよ」

「何度かキミに教えてやったが、恋こい人びとなど過去に一人もいないぞ。私は清らかな乙女おとめだ、安心しろ」

「晴明。いかにも僕が晴明の過去の恋れん愛あい遍へん歴れきを妄もう想そうして勝手に嫉しつ妬としているモテない少年であるかのような言いぐさはやめてもらおうか」

「その通りではないのか？」

「違ちがうんだよ。そういうことを言っているんじゃないんだよ」

「もっとも、芦あし屋や道どう満まんとは愛あい欲よくまみれの肉体関係にあったがな。ふふふ」

「その嘘うそはすでに使用済みだろっ!?」

　そうか。また新たな嘘のネタを仕込まなければな、と晴明は悔くやしそうにつぶやいた。

「嘘のネタが涸かれたから真実を語ろう、という発想にはならないんだね」

「光。私の過去を教えるというのは、まことに危険なことなのだぞ。万が一にでも外部に漏もれたら私は実にまずい立場になるし、それに、その……」

「その？」

「……キミが私を見る目が変わったら……どうするのだ……」

「別に変わらないよ。過去になにがあったって、晴明は晴明だろう？」

「──いかにも包容力溢あふれる器うつわのでかい男のような言いぐさだが、だったら私の過去など不問にすればいいのではないか？」

「一緒に暮らしてはいるけれど、晴明と僕のあいだにはまだ越こえがたい壁かべがあると思うんだ。あるいは、晴明と他ほかの人たちとのあいだの壁とでも言うのかな」

「私は天才すぎるゆえ、誰もついてこれぬのさ」

「その壁とはつまり、晴明の過去という名の呪だよ」

「ほう？」

「僕は、どういうわけか、その壁を乗り越えて、その呪から晴明を解放したいんだよ」

「ふ、ふん」

　晴明は皿の上の稲荷いなり寿ず司しをひとつ握にぎると、ちんまりとした唇を開いてほおばった。

「美う味まいな。稲荷寿司は私が発明した究極の食文化だな」

「前から突つっ込みたかったんだけど、やっぱり平安時代に稲荷寿司って存在しないはずなんだよね」

「だからこれは私が発明したのだ」

「稲荷神社が大だい嫌きらいな晴明が、なぜ稲荷寿司という名前の食べ物を発明して、大好物にしているのか。嘘が嘘を呼ぶ嘘だらけの展開だよね、これって」

「そこは『謎が謎を呼ぶ謎だらけの展開』とでも言え、バカものが」

　でこぴんが飛んできた。

　光は逃にげそこねて「あいて」と悲鳴をあげた。

「よくわかった。キミはどうしても、横よこ浜はまとかいう世界に帰りたいのだな。だから私に無理難題を言って私を困らせるのだな」

「違うよ。僕は横浜に帰るつもりはないよ。紫を、紫のお母さん……桐子さんのもとへ帰してあげないといけないから、その方法を調べているだけさ」

「紫がキミ一人を置いて横浜におとなしく帰るとは思えぬがな」

「そうかな？」

「当たり前ではないか。キミはまったくバカだな。犬のように敏びん感かんでいやらしい鼻を持っているくせに、かんじんのところで鈍どん感かんだなあ」

「まあ、僕には家族がいないからね。無理して帰る必然性はないんだよ」

「……そ、そうか。はむはむ」

　ぱたぱたぱた。

　稲荷寿司をちまちまかじっている晴明の狐耳が、横方向にぴょんぴょんと揺れている。

　横ノリ？　なんだこれは。喜んでるのか怒おこってるのか悲しんでいるのか、さっぱりわからない、と光は困った。

「でもさ。紫には横浜で紫の帰りを待っているお母さんがいるんだよ」

「そうらしいな。はむはむ」
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「兄貴分として、この状じよう況きようは放置しておけないだろう」

「紫はあまり気にしていないようだがな」

「紫はほら、全身ポジティブ・シンキングのかたまりというか、いずれなんとかなると根こん拠きよもなく信じているから。僕はむしろ桐子さんが心配なんだ。紫と二人暮らしだったからね」

「一人きりの娘むすめがいきなり神かみ隠かくしに遭あえば、さぞかし心配するであろうな」

「そうなんだよ。実の母と子がわけもわからないままに離はなれ離ばなれになるなんて、あってはいけないことだよ」

　光が、桐子のことを思って少し涙なみだぐんでいると。

　晴明が稲荷寿司を皿の上に戻もどして、じっと自分の横顔を見つめていることに、気づいた。

　どんな顔で見ているのかは、確かく認にんできなかった。

　今の晴明と視線を合わせるのが、気き恥はずかしかったからだ。

「光。そういう事情があるのなら、私も紫を横浜に返す方法を調べてやってもいい」

「ほんとう？」

「キミと紫を間違って召喚したのは私だからな。稲荷寿司三十五年分のお駄だ賃ちんをくれるのならば、責任を取ろう」

「三十五年ローンかよっ!?」

「利率は、トイチだ。十日で一割の利子が発生する」

「いくら平安時代だからって、暴利をむさぼりすぎだろっ!?」

「ただし。キミは横浜には、帰らないのだな？」

「……まあね。なんとなく、僕が式神としてついていてあげないと、晴明はダメな気がするんだよね」

　でこぴん、もしくは呪じゆ符ふ攻こう撃げきが飛んでくるかと光は身構えたが、晴明は光の横顔をじっと見つめたまま動かなかった。

「ふん。ならば、お駄賃はなしでいい」

「ほんとに？　ありがとう晴明！」

「わ、私の過去を知りたいというのなら、空うつ蝉せみに尋たずねてみればいい。う、空蝉は私と違って嘘を吐つかない」

「空蝉？」

　光が平安京に来てから、はじめて耳にする名前だった。

「もしかして昆こん虫ちゆうの一種？　ああ、ツクツクボーシとかミンミンゼミの仲間？　木に登って死ぬまでメスを誘ゆう惑わくするために鳴き続けるけれど結局三日くらいで寿じゆ命みようが尽つきてしまうという、あのもの悲しい……」

　うっ、哀あわれな……光は、セミの一生にもののあはれを感じて、涙ぐんだ。

「ぜんぜん違う。腕うで利ききの、術師だ！」

「術師？　陰陽師とか良りよう源げんのような密教僧そうのようなもの？」

「ざっくり言えばそのようなものだ。空蝉とは、ちと縁えんがあってな」

「晴明の同業者かあ。それじゃいずれ、空蝉さんのお宅を訪問してみようかな」

「いや。あれは神しん出しゆつ鬼き没ぼつで、こちらから会いに行っても会うことはできない」

「ははあ。そんなことだと思ったよ」

「キミと空蝉とのあいだに縁があるのならば、いずれ向こうから姿を現すさ」

「そんな偶ぐう然ぜん性に期待しているようじゃ、問題を解決することは難しいと思うんだよね」

「キミの世界ではそう考えるのかもしれないが、この世界ではみな、縁という名の呪しゆをまことにたいせつに考えるのだよ光クン」

　晴明がしたり顔でうなずく。

　光は、自分と晴明のあいだにも強力な縁があるのだろうか、とふと思った。

　どうして僕は、晴明の式しき神がみと間違えられて召喚されたのだろうか、あの手違いにはなにか意味があるのだろうか、と。

　ひとつだけ言えることは、どうやら光にとって晴明は、ただの家族ではなく──。

「へ、へ、へくちゅん！」

「こらっ汚きたない！　私の顔につばを浴びせるなと言ったではないかこの変態め！」

「ごめん！」

　何度目かのくしゃみが、きっかけで。

　妙みような雰ふん囲い気きになった。

　いつもの調子でじゃれあっているうちに、不意に、お互たがいの目と目があって、そして、どちらからも視線をそらせなくなってしまった。

　晴明の狐きつね尻尾しつぽがぱたぱたと、すぐ横にある光の掌てのひらを叩いてくる。

「光。お、お仕置きされたくないのなら、横浜とやらには帰らぬと約束しろ」

　光は、自分でも気づかないうちに、答えていた。

「……か、考えておくよ」

　晴明の赤い瞳ひとみに吸い込まれるかのように、言葉を、紡つむいでいた。

「ほんとうか、光？」

「せ、晴明の過去を、ちらりとでも教えてくれるならね」

「だから、空蝉に聞け」

「会えるかどうかわからない他人よりも、目の前の本人だよ」

「まったく困った式神だな」

　と言いながらも、晴明はまんざらでもないらしく、静かに苦笑いしている。

「わ、私の過去をどうしても覗のぞき見したいというのならば、この『式しき王おう子じ魔ま還かん珠じゆ』を握りしめるといい」

「えっ？」

「わが母から授さずかった秘宝だ」

　晴明が胸むな元もとから取りだした、式王子魔還珠──。

　見覚えがある。

「これは僕が最初に召しよう喚かんされた時に出してきた……ただの石ころじゃなかったっけ」

「実は、ただの石ころというのは嘘だ光」

　晴明のこの程度の発言には、もう光も慣れている。

「晴明。きみは、これを握ればもとの世界に帰れるか、あるいは爆ばく発はつする、って僕を脅おどしたけど。結局なにも起きなかったじゃないか」

「あれは洒落しやれだ」

「洒落でいたいけな少年に爆死を覚かく悟ごさせるなよ」

「これは実はまことに貴重な珠たまなのだ。この世にこの二つしかない。ほんとうの用よう途とは、こういうふうに」

　晴明が自分の手に珠を一つ握りしめた。

　もうひとつを、光に握らせた。

「こうして」

　晴明の柔やわらかい指に触ふれられるだけで。

　光の胸が、どきり、と高鳴った。

「二人で一つずつ、握る」

「へ、へえ。それで？」

「呪文を互いに唱え、お互いの意識を融ゆう合ごうさせる。キミの意識が私の意識と混ざりあい、キミは私の過去をかいま見ることができる」

「…………」

「難度が高い術だが、もともと私とキミの気は波長があうし、今のキミの身体からだには私の血が流れている。おそらく、うまくいくだろう」

　光は、なんだかいやらしい術だなあ、と思ってくしゃみしそうになったが、我が慢まんした。

　もしかして自分は、晴明にとても恥はずかしいことをさせようとしているんじゃないだろうか、と気づいた。

　晴明の過去の記き憶おくを、直接この目で見ようだなんて。

　いいのだろうか。

　晴明の狐耳の中に指を突つっ込んでこちょこちょくすぐるよりも、ずっと恥ずかしいことをさせようとしているのではないか。

　しかし、光の自じ意い識しき過か剰じようなのかもしれないが、どうも晴明から、この珠を握にぎって術を行うことを期待されているような気もする。

　だって、光はこのような術の存在を知らなかったわけだし。

　それに、晴明の甘えたような声や表情が、どうにもおねだりしてくる子供のように感じられるのである。

（ああ。これらの妄もう想そうは全部、僕の自意識過剰なんだろうなあ。僕ってやつは、心静かにクールに決めるキャラに脱だつ皮ぴできたつもりだったのに、晴明が相手だとどうにも心が惑まどってしまうようだ。あああ、恥ずかしいなあ。へ、へ、へくちゅ……）

「なにをもじもじしているのだ光。私の口まねをして、呪文を唱えろ」

「い、いいの、晴明？　ほんとに？」

「う、うむ。覗けるのはごくわずかな時間だ。それに」

「それに？」

「いちど使えば、成功しようが失敗しようが、珠は砕くだけ散って二度と使えなくなる」

「嘘うそだよね」

「嘘ではない。機会は一度きりだぞ光、つまらぬ過去を覗いて無む駄だにするでないぞ」

「……一度きり……晴明がお母さんからもらった珠を砕いてしまっていいのだろうか」

「キミが私の過去を知りたいというのだから、しかたなかろう」

「言葉で伝えてくれてもいいんだよ晴明」

「ふん。私の言葉の半分以上は嘘でできているからな。事実をそのまま言葉にするのは難しいことなのだよ光くん」

「それは晴明の性格がひねくれているからであって……いてて」

　空いているほうの手で、頬ほおをつねられた。

「では、はじめるぞ光」

「よ、よろしくお願いします」

　晴明が、呪文を唱えはじめた。

「──オン・アボキャ……」

　光が、口まねをはじめようとした。

　晴明の心に、近づける。壁かべを、乗り越こえられる。

　僕が晴明の式神としてこの世界に残るためには、どうしても越えたかった壁を、ついに越えられる。

　照れている場合じゃない。僕は、今、晴明と深い呪を結ぼうとしている──。

　どきどきしながら、そう思った。

　思いながら、目を閉じた。

　晴明の心が、気が、珠を通じて光の頭の中に直接流れ込んできた。

　そして──。

　光の心の中に浮うかんできた映像と音声は。




『ふふふ。というのは嘘だ、光。まさか、同じ石ころで二度も騙だまされてくれるとはな』




　舌をぺろりと出している晴明の笑え顔がお、そしてゆかいそうな笑い声だった。

　なぜか、脳のう裏りに浮かびあがった幻まぼろしの晴明は、信楽しがらき焼やきのたぬきを腕うでに抱だいている。

　光は目をあけて、暴れた。

「うがーっ！　晴明いいいいいい！」

「はははは。やっとキミを騙すのに成功したな。まさか二度も同じ手を使って騙すまい、というキミの心の隙すきを巧たくみについたのさ」

　現実の晴明も、やはり、ぺろりと細長い舌を出して笑った。

「僕はすごく怒おこったよー！　その狐耳の中にこの珠を突っ込んで指でぐりぐりとほじくりかえしてかき混ぜて腰こしを抜ぬかすまでメロメロのへろへろにしてやるまでは許さなーい！」

「まあ待て。珠は返せ。いずれまた悪戯いたずらの小道具として使うからな」

「いくら僕でも三度は騙されないよ！」

「甘いな。二度あることは三度あるのだぞ、光クン」

「ひどいや晴明！　少年のナイーブなハートを弄もてあそぶだなんて！　うわああああん！」

「ふふ。これに懲こりて乙女おとめの恥ずかしい過去を覗き見しようだなどといういやらしい企たくらみは捨てることだな」

「いやらしい企みじゃないよ、僕はもっとおごそかな気持ちで……」

「ほう？」

「晴明が、僕が過去に作った呪から解放してくれたように。僕にも晴明が背負っているであろう過去の呪を、癒いやすことができれば。そう思ったのにさ……」

「……こ、心を覗かれるということは、とても恥ずかしいのだぞ。ましてキミは異性だ」

「わかってるよ。わかってるけどさ」

　晴明は、「ふん」と小鼻を鳴らすと、稲荷いなり寿ず司しを再び「あむっ」とほおばった。

「……なんだ。これしきの悪戯で、あきらめるのか……つまらぬな」

　光は、晴明のそのつぶやきが耳に入っていなかった。

　子供扱あつかいされたようで、納なつ得とくがいかなくて、感情が乱れているのだ。

（そりゃ、僕ごときが複雑な過去を背負っていそうな晴明の役に立てるとは思えないけど、それにしても。ああ、女の子の気持ちって複ふく雑ざつ怪かい奇きで僕にとってはまるで暗黒大陸だ。特に晴明は。晴明が僕に「私の過去を覗け」とおねだりしているように思えたのは、やっぱり僕の自意識過剰だったのか。ううう恥ずかしい）

　晴明の狐耳が極度の緊きん張ちようから解放されたかのようにぴくぴくと跳はねたり、自分自身の勇気のなさにがっかりしたかのように力なくしおれたりしていることに、ぐるぐると頭の中で自意識が回転している今の光は気づけなかった。

　そんな残念な朴ぼく念ねん仁じんの光が今、平安京を代表する風流貴公子・光ひかる源げん氏じとしてちまたで噂うわさになっているのだから、世の中は不思議なものである。








　第二話　朱雀帝即位




　菅かん公こう（菅すが原わらの道真みちざね）の祟たたりによって焼失した内だい裏りにかわり、仮の政庁が朱雀すざく院いんに設けられていた。

　朱雀院は、内裏の南西に位置する帝みかどの別べつ邸ていである。

　そしてこの日、朱雀院で重大な儀ぎ式しきが行われていた。




「これより朕ちんが、新たな帝である」




　朱雀帝ていの即そく位いである。

　先の帝が、菅公の祟りで内裏を焼失し霊れい剣けんを失った責を負って、春とう宮ぐうの朱雀に譲じよう位いし、自らは冷れい泉ぜい院いんに移ることを決意したのだ。

　こののち、退位した先の帝は冷泉院と呼ばれる。

　悪評高かった朱雀は、内裏の危機にひるむことなく菅公の怨おん霊りように立ち向かったことで、一転して貴族たちから支持されることとなった。

　その朱雀が、ついに若き新帝となった。

　朱雀帝の母である弘こ徽き殿でんと、祖父にあたる藤ふじ原わら右大臣は、「ついに右大臣家の天下が来た」「政敵・左大臣一派を追い落とす時が来た」と上じよう機き嫌げんだった。

　逆に、藤原左大臣家は、鷹おう揚ような藤原中ちゆう将じようを除いてみな青あお息いき吐と息いき。

　藤原右大臣家と藤原左大臣家の政治力のバランスは、予定よりも早まった朱雀帝即位によって崩くずれた。

「源げん氏じの君が出世し、押しも押されもせぬ大物になる前に譲位が行われてしまうとは」

　もともと気が弱い左大臣は、もう生きた心地ここちもしない。

　左大臣の息子むすこ・藤原中将が、

「なに。そうあわてることもありますまい父上」

　と軽口を叩たたいているが、藤原中将の悠ゆう長ちようさは特別である。

　左大臣は、いわゆる豆とう腐ふメンタル。

　まるでマフィアのボスのようなコワモテの右大臣をただでも怖おそれているのに、とうとう右大臣の孫にあたる朱雀が帝となってしまった。

　娘むすめの葵あおいと婚こん約やくさせた頼たのみの光ひかる源氏は、まだ官位が進んでいない。
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　右大臣と対たい抗こうできるほどの政治力を得ていない。

　譲位が早まったためだ。

　内裏の焼失が、いかにも痛かった。

　その光も、晴せい明めいとともに朱雀院に顔を出していた。

「……あの朱雀が帝かあ。まだ中学生くらいのお年とし頃ごろなのにね」

「こら光。公おおやけの席で帝を朱雀などと呼んではならぬぞ」

「晴明だって、院を『あの男』とか呼んでなかった？」

「それは公の席でないところの話だ」

　光は、自分が追いつめられていることにいまいち気づいていない。

　晴明は、「院は心が繊せん細さいすぎたのだ。内裏が焼けたからといって、なにも責任を取って譲位することはなかろうに」とため息をついている。

　即位した朱雀帝は、百官を前に語りはじめた。

　中学生くらいと光は言うが、もしかしたら小学生かもしれない少年である。

　顔立ちは院に似て繊細かつ美び麗れいであり、しかし性格は右大臣家の血をひいているせいか猛たけ々だけしく凜り々りしい。

　微び妙みようなお年頃だったためか、これまでは荒あれた行動や言動が多かったが、内裏焼失という事件をきっかけに覚かく醒せいした、と誰だれもが思っている。

　その朱雀帝が、語った。

「これよりは朕が帝としてこの国を統すべる」

　朱雀帝がなにを語るのか、貴族たちはみな、耳を凝こらしている。

「叡えい山ざんの荒こう廃はい、平たいらの将まさ門かどの乱、藤ふじ原わらの純すみ友ともの乱に続き、ついに内裏が炎えん上じよう焼失し、鎮ちん護ごの霊剣が失われた。これは、ゆゆしき事態である」

　朱雀帝は、歯に衣きぬを着せず、現実を語った。

「幸いにして三さん種しゆの神じん器ぎは失われなかったが、朝ちよう廷ていは今、重大な危機に直面している。なぜか。財政が逼ひつ迫ぱくしている朝廷は常備軍を廃はいし、武士に治安維い持じの任務を代行させている。これが国が乱れた原因の第一。武士が兵権を握にぎったため、将門の乱や純友の乱が起きた」

　おお……と貴族たちがざわめいた。

「さらに鬼き門もん封ふうじの霊れい山ざんである叡山もまた荒廃し、平へい安あん京きようの鬼門より物ものの怪けどもが流入を続けている。しかもやつらは霊的結界都市である平安京より外には出ることはできない。すなわち、物の怪どもは、都に入るばかりで出てゆけぬ。これが国が乱れた原因の第二である。北きた野のの社やしろに御ご霊りようとして封ふうじられていた菅公が再び祟りをなしたのも、平安京に物の怪どもが集まっているためだ」

　反論できる者はいない。

「朕はかかる事態を解決するために、叡山の良りよう源げんに僧そう兵へいを指揮することを命じる。右大臣家は叡山に荘しよう園えんを寄進せよ。良源は、その荘園から得られる収入をもとに僧兵を育成し、叡山の守りをかためよ。霊的防衛と、武力による防衛、その両方を盤ばん石じやくのものとせよ」

　総そう髪はつの美青年僧、良源が「ははっ」とうなずく。

　良源の野望である一大僧兵軍団の組織化。

　叡山を王城警護軍とも言うべき武力組織となすという計画。

　これがついに、朱雀帝によって認められたのだ。

「……これで、出世争いで晴明を抜いたぞ……次は晴明の尻尾しつぽをつかみ失しつ脚きやくさせる」

　右大臣と弘徽殿は、収入源である荘園を大おお幅はばに削けずられたことになるが、これはつまり絶大な権けん威いを誇ほこる叡山のスポンサーになったということだ。

　政敵の左大臣家に大きな差を付けたことになる。

「やはりわが息子。さっそく、右大臣家寄りのまつりごとを進めてくれまする」

「そうとも。帝は果断だ。われらがかけひきや調整など行わずとも、一刀両断、迷いなくまつりごとを行ってくれる。実に頼もしい」

　つい最近まで朱雀帝が自分の母方の実家である右大臣家を毛け嫌ぎらいしていたことなど、得意の絶頂にいる二人はもう忘れている。

　朱雀帝はさらに続けた。

「安あ倍べの晴明は本来であれば内裏焼失の責を負うべき立場ではあるが、六ろく条じようの御み息やす所どころと力を併あわせて菅公の封ふう印いんに尽じん力りよくした。晴明がおらずば、朕の命はなかったであろう。よって陰おん陽みよう道どうの力によって都を守るという晴明の任務はそのままとする」

　左大臣が「ほぅ」と安あん堵どの声を漏もらした。

「ただしもう一つ、安倍晴明に火急の任務を与あたえる。失われた破は魔ま鎮ちん護ごの霊剣を再び造るのだ。霊剣なくして大怨霊の調ちよう伏ぶくは難しい。急ぐがよい」

　晴明が「ていのいい左さ遷せんだな」と小鼻を鳴らした。

「霊剣を造るって、どれくらい時間がかかるの、晴明」

　光が晴明にこっそり尋たずねた。

「私は剣など造った経験がない。刃やいばに霊力を注入する術には長たけているが、剣の製法を一から学ぶとなれば、二か月はかかるかもな」

「えええええ？」

「しかもそのあいだ、私は鍛か冶じ場から外に出られぬ。神聖な霊剣だからな」

「そんなあ!?」

「なんと。晴明どのが。お、おおお……」

　衝しよう撃げきを受けた左大臣が「ふらり」とよろめいて、藤原中将に抱だきとめられた。

　光の力の半ば以上は、安倍晴明という後うしろ盾だてがいてくれてこそ。

　安倍晴明が二か月も鍛冶場にこもってしまったら、光の政治的立場は……。

　そうなれば光と一いち蓮れん托たく生しようの左大臣家も……。

　そんな左大臣とは別に、晴明も狐きつね耳みみをぱたつかせながら、あわてていた。

　こちらは、

（二か月屋や敷しきを留守にすれば、光を乳牛と生いき霊りよう娘むすめとお子さまに盗ぬすまれてしまうではないか！）

　家庭の問題を気にしているらしい。

　光は「霊剣を造っている期間、晴明は鍛冶場から出られなくなるの？　夜は屋敷に戻もどって来るんだよね？」と事態をいまいち理解していない。

「キミはほんとうに極ごく楽らくとんぼだな。夜も鍛冶場から出られぬのだっ」

「ええっ？」

　光と晴明がそんなやりとりをしているうちに朱雀帝は話を切りあげ、有う無むを言わせずに貴族百官の前から姿を消してしまった。

　これよりは朱雀帝ていが一人でまつりごとを行い、貴族たちはただその命令に従うのみ、ということなのだろうか？

　このような帝みかどは見たことがない……。

　頼もしいが、ちと強権を振ふるいすぎなのでは……。

　帝の縁えん戚せきである右大臣家はともかく、われらはどうなるのじゃ……。

　一同は、騒そう然ぜんとなった。

　そんな中、晴明はなにを思ったか「光。キミも鍛冶場に来い」と言いだし、左大臣が「それはなりませんぞ、源氏の君には内だい裏りでのおつとめが」と冷ひや汗あせをだらだら流して止めに入る。

　右大臣家の若い貴族などは、源氏の君もこれでおしまいだな、とばかりに調子に乗って、

「白はつ虹こう日を貫つらぬけり、太子懼おぢたり」

　などとつぶやいて笑っている。

　これは中国の歴史書にある古い言葉で、つまり「追いつめられた源氏の君が朱雀帝に謀む反ほんしたとしてもどうせ失敗するさ」と光を揶や揄ゆしているのだが、光はそんなことはわからないので、自分を笑っている貴族に向けて「やあやあ」とにこやかに手を振っている。

　光はもしかしてバカなのかそれとも大物なのか、と晴明はまた大きなため息をついた。

　そこへ──。




「困っているようね晴明。あたしが、手を貸してあげようか？」




　一人の、背が高く顔立ちの整った気品のある美女が割って入ってきた。

　賀か茂もの保やす憲のり。

　陰おん陽みよう師じである。

　宮きゆう廷てい陰陽師の名門、賀茂家を継ついだ姫ひめだ。

　朱雀帝即そく位いとともに、陰陽師としての最高位のひとつ、天文博士に就任した。

　いずれ天文博士には安倍晴明が──と噂うわさされていたが、朱雀帝は異形の者である晴明ではなく、宮廷陰陽師本流の賀茂家の者に天文博士の位を与あたえたのだ。

　そして。

「保憲。余計なお世話だ」

「あらあら晴明。後こう輩はいのくせにつれないことを言うのね。昔のように、姉上、と呼んでおくれよぅ」

「う、うるさい！」

　賀茂保憲は、晴明の先輩らしい。

　大きな黒い目が、うるうると潤うるんでいる。

　しなやかで熟うれたオトナの女性の身体からだ、悩なやましげなその瞳ひとみ。

　ちらりと見るだけで、光はくしゃみしそうになってしまった。

「せ、晴明。この人は……？」

「わが師、賀茂忠ただ行ゆきの跡あとを継いだ宮廷陰陽師、賀茂保憲だ。光、この女には近寄るな」

「どうして？」

「こいつはいろいろと面めん倒どうな女なのだ」

「ふふっ。あたしは晴明の過去を半分くらい知っているからね」

「光に余計なことを漏らしたら呪じゆ殺さつするぞ」

「冷たいなぁ晴明。それが姉貴分に対する言葉？」

　晴明にも師し匠しようとか先輩とかいたんだ……意外というか想像できない……と光は思った。

　賀茂保憲が、光をちらりと見て、「ふうん」と破顔した。

「そっちの坊ぼうやが源氏の君ね。なかなかかわいい顔をしているんだね……ねえねえ、お姉さんと一いつ緒しよに鮎あゆでも食べない？」

「ああ、鮎。いいですねえ」

「ダメだ光！　キミはすぐに屋敷へ帰れ！」

「えーどうしてだよ晴明？」

　賀茂保憲は光の頭のてっぺんからつまさきまで、舐なめるように凝ぎよう視ししはじめた。

　はるかな遠国から来たという噂の源氏の君に好こう奇き心しんを抱いだいているらしい。

「ところで源氏の君。お姉さんの胸は大きいほうが好き？　それとも平らなほうが好き？」

　重ねて言うが、賀茂保憲は、年上のお姉さん特有の眩まぶしい肢し体たいの持ち主である。

　平安時代の貴族とは思えぬ発育のよさ、しなやかなひきしまった身体、長い赤あか髪がみ。

　一言で言えば、はちきれそうなフェロモン臭しゆうに溢あふれていた。

　それでいて、爽さわやかで、世間ずれしたところがなく、お姫さまらしい清潔感も持っている。

　現代日本では絶対に巡めぐり会えない、なかなか得がたい逸いつ材ざいと言えよう。

　光はつい、鼻を押さえて緊きん張ちようしてしまう。

「ええと、どうでしょう。あまり大きすぎる胸を望むのは現実が見えていないお子さまの証しよう拠こだと言いますし、かといって小さすぎる胸を望むと卑ひ屈くつな男だと言われますし、ましてやまっ平らな胸が好きだと言えば変態のそしりをうけますし……」

「大は小を兼かねるというよ？　ちなみにあたしの胸は晴明のそれの三倍の重さを誇るのよね」

「そ、そうなんですかあ。それは、葵さんよりすごいかも」

「霊れい剣けん造りだって、あたしが手伝えばすぐに終わっちゃうから」

「ほ、ほんとですか？」

「うん。あたしは陰陽道よりも刀剣のほうが好きなの。あたしが晴明を手伝えば、霊剣完成までたぶん十日もかからないよ」

「そ、それは助かります！　なんて親切な人なんだ！」

　ぴくっ、と晴明の狐耳が痙けい攣れんしたが、光は見み逃のがしている。

「でさ。源氏の君。お年とし頃ごろのあたしは、そろそろ婿むこ取とりを考えているのよね」

「婿取りですか」

「だって子供を産むなら若いうちのほうがいいもの。それも早ければ早いほど。そして源氏の君、あたしはきみのような年下の少年が趣しゆ味みなの」

「年下の少年属性、つまり現代語で言えばショタコンですねわかります」

「源氏の君は、お姉さんと妹、どっちが好き？」

「ええと。どっちを選んでもいわゆるシスコンですが、妹を選ぶとロリコンの悪名までついてくるので、ここはお姉さんと答えておきます」

「よかった！　あたしは天文博士に昇しよう進しんすれば恋こいに走ってよい、とつねづね父に言われていたの。そのあたしが恋れん愛あい解禁されたその日にこうして巡り会うとは。これは運命の出会いかもね、源氏の君」

「えっ？　いや男の子なら藤原くんとかいろいろいますけどっ？」

「あいつは恋愛経験豊富だから却きやつ下か。あたしはこう見えてうぶなので、奥手そうなきみのほうが理想的」

「はあ、まあ」

「というわけでお近づきの印に、抱っこさせて！」

「す、ストレートな人だなあ……ひねくれ曲がった晴明とはまさに好対照……」

　げしっ。

　切れぎみの晴明が、なんと、光ではなく賀茂保憲の膝ひざを思いっきり蹴けっていた。

　ひええ、と光が悲鳴をあげた。

「おい保憲、光はやらんぞ！」

　だが賀茂保憲はけろりとしている。

「そう妬やかないの後輩。晴明はもう胸の大きさであたしに完敗しているのだからあきらめれば？」

「黙だまれ！　わ、私にはとっておきの狐耳と狐きつね尻尾しつぽがあるっ！」

「ふうん。あたしにはまるで見えないけど」

「光、私はこいつと話をつけておくからキミは先に帰るのだ。帰ったら部屋の四よ隅すみに晴明紋もんの呪じゆ符ふを貼はって、この女が勝手に入ってこられぬよう結界を作っておくのだぞっ」

「結界？」

「私は鍛冶場に入ったら食事も自由にはならない。今こ宵よいは稲荷いなり寿ず司しをいつもよりたくさん買っておくように」

「食いだめしたら太るよ？」

　ぱたぱたぱたぱた。

　さんざん晴明の尻尾ではたかれた光は、（賀茂保憲さんが手伝ってくれれば霊剣完成に十日もかからないのか。よかったよかった）とお気楽なことを考えながら、朱雀院を立ち去ろうとした。

　だが、思いがけない事態が起きた。




　朱雀帝の使いの者に、光一人が、呼び出されたのだ。
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　狭せまい別室に招かれた光は、朱雀帝と向かい合って座っている。

　縁えん側がわの向こうに、広い庭園が見える。

　なぜか、あちこちに古びた巨きよ石せきがごろごろと転がっていて、一種異様な風景だった。

「あの巨石どもはな、磐いわ座くらだ」

「磐座？」

「この国の先住民たちが祀まつっていた霊岩だぜ。平安京とその周囲には、こういうのがごろごろある」

「へえ……ところで二人きりで話したいことがあるって、どういうことだい朱雀くん。じゃなかった、帝みかど」

「水みず臭くさいな。俺と二人きりの時は朱雀でいい。源氏」

「帝とか主上おかみとお呼びしないと、各方面から叱しかられると思うんだよね」

「ハッ。帝なんぞただのお飾かざりさ。この国のまつりごとを仕切っているのは、藤原家だ。右大臣家と左大臣家が不仲なのは、いわば、一種の目くらましだぜ。ガチで武士団を煽あおって互たがいに殺しあうつもりなんて、どちらにもねえんだよ」

「プロレスということですねわかります」

「ぷろれすってのは知らないが、あいつらの対立は茶番だ。ああして藤原家が左右に分ぶん裂れつしていれば、一見、藤原家が朝ちよう廷ていの権力を独どく占せんしているように見えないだろうが」

　朱雀帝はまだ若いけど、おそろしく頭が切れる人物だなあ、と光は少し薄うす気き味み悪くなった。

　ありていに言えば、独裁者タイプ。

　もっと言えば、とことん中二病をこじらせている少年だった。

「でも、これからは右大臣家が権力を独占していくんじゃないの？　朱雀のお母さんが皇こう太たい后ごうになったわけだし」

「源氏。俺は、俺による俺のための俺の親政を目もく論ろんでいる。藤原家が荘しよう園えんと富を独占している今のこの国のかたちを、もっとまともなものに、四民平等なものに変えていきたい。右大臣家に肩かた入いれするつもりなど、ない」

「うーん。理想が高くても、極きよく端たんすぎる政治はどうかと思うよ」

「右大臣家の専横を抑おさえるためには、左大臣家に潰つぶれてもらっては困る。安倍晴明に霊剣を造らせることにしたのも、晴明の官位を進めるためだ」

　まだ少年である朱雀帝は、甘酒を飲みながら庭園の巨石群を眺ながめていた。

　瞳が、ぎらぎらと輝かがやいている。

「なあ源氏。俺は錆さびた剣で菅かん公こうを調ちよう伏ぶくしようとしたが、あれは芝しば居いだぜ」

「芝居？」

「菅公が暴れだした時に閃ひらめいたのさ。俺の評判をあげて帝てい位いに就つくための大芝居さ。あんな霊気の抜ぬけた剣で、あれほどの大怨おん霊りようを調伏できるわけがねえだろう。ハッ」

「へええ。たいしたものだなあ」

「ああいうものを調伏するためにはよ。超ちよう一いち流りゆうの術士と、ほんものの霊剣が必要だ」

「晴明が失われた霊剣を新たに造れば、大おお手て柄がらになるわけだね」

「そこでだ、源氏。お前にも、極ごく秘ひ任務を依い頼らいしたい」

　極秘任務！

　ちゅ、中二病台詞せりふだ！

　光は（うわあ勇者ライト時代を思いだして恥はずかしい）と悶もだえながら、「なんなりと」とうなずいた。

「北野の社やしろの神官どもを詰きつ問もんしたところ、平安京に気を供給している御ご霊りようは、かの早さわ良ら親しん王のうやこのたび暴れた菅公だけではないらしい」

「他ほかにも、怨霊を御霊として封ふうじている社があるってことだね？」

「ああ。だが、誰だれもその御霊がどこに祀られているか、知らないのさ」

「誰も知らない？」

「そうだ。北野の神官どもすら知らない。その御霊はなにものかの手によって平安京の近くのどこかに秘密裏りに祀られ、そのまま放置されているらしい」

「誰にも知らされず、放置されている？　どうして、そんなことに？」

「さあな。公おおやけにできない怨霊を封じたんじゃないか？」

「いったい誰が？」

「神官どもによると、空うつ蝉せみとかいう正体不明の術者がやったらしい」

　空蝉。

　安倍晴明の過去を知っているという、術士。

　光は、「縁えん」を感じた。

　縁があれば、空蝉のほうから僕の前に現れる──。

「源氏。お前には、式しき神がみとしての嗅きゆう覚かくを活いかしてこの謎なぞの御霊を捜さがしだし、掘ほり出してもらいたい」

「でも御霊はご神体に封じている限り、放置していても割れないのでは？」

　甘酒を飲みながら、朱雀帝が「ハッ」とカン高い声で笑った。

「源氏。たとえばこいつが芦あし屋や道どう満まんなどの手に渡わたったらどうする。すぐには割られないとしても、厄やつ介かいだぜ」

「あっ」

「芦屋道満も、北野の菅公はもうあきらめているだろう。六条御息所と晴明が協力して結界を厳重に張り直したからな。次に道満が狙ねらうとすれば、誰も存在すら知らない秘密の御霊だぜ。源氏」

「わかった……道満よりも先に、僕が捜しだすよ」

「一日も早く、ひそかにに回収したい。誰にも漏もらすな。安倍晴明にもだ」

「晴明にも？」

「そうだ。霊れい剣けん造りに集中させるためだ」

「晴明が霊剣を完成させるまでに謎の御霊を見つけろってこと？」

「晴明が御霊捜しに乗り出せば、芦屋道満も動くだろう。その前に源氏、お前がぶらぶらと遊び歩いているふりをしながら御霊を掘り出してくれれば理想的だ」

　光は、うなずいた。

「でも朱雀。きみは菅公の御霊の秘密を僕に教えてくれたり、公にされていない御霊を捜せと僕に命じたり。どうして、僕なんだい？」

「ふん。お前が彼方かなたの国から来たからだよ。この国の常識に染まっていないお前は、俺の言葉を素す直なおに聞いてくれるだろう？」

「ま、まあね」

「なあ、源氏。いずれ藤原家を駆く逐ちくして権力を独占するという俺の野望に、乗るか？」

「……それはさすがに……あまり性急にものごとを運ぶと、反動が来るものだよ朱雀。野望を抱いだくのはいいことだけど、もっと穏おん便びんにやったほうがいいよ」

「そうか。なら、重ねて問うまい。謎の御霊を捜す極秘任務に集中してくれ」

　朱雀帝の目が、ぎらぎらと輝いている。

　おおお片眼がうずくと叫さけびだしそうだ、と光は思った。

「任せたぞ。重ねて、他言無用だ」
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　朱雀帝の母・弘徽殿の女によう御ごは、ついに皇太后となった。

　しかも先帝──冷泉院は気の優やさしい人であるから、ひとたび帝位を朱雀に譲ゆずった以上はまつりごとに口をはさむことはないだろう。

　弘徽殿とその父・右大臣の時代が到とう来らいしたのだ。

　右大臣が太だい政じよう大だい臣じんになる日も近いだろう。

　しかし弘徽殿と右大臣は、朱雀を帝位につけただけで満足するような性格ではなかった。

「六の君、あなたは朱雀帝の后きさきになるのですよ」

「はい、お姉さま」

　藤原家は、次々と娘むすめを帝や春とう宮ぐうの后として送り込み、帝てい室しつと藤原家の血を絡からめることで権力を握にぎり続けてきた。

　弘徽殿は、末の妹である「六の君」を入じゆ内だいさせ、朱雀帝の后にするという計画をすでに開始していたのだ。

　姉が産んだ子に、妹を妻として嫁とつがせようとする──。

　現代人の光が聞いたら「放送コードにひっかかりそうだし、きょうびギャルゲーでもぎりぎりな設定だよねそれは」と言いだしそうな婚こん姻いん政策だが、この平安時代ではありらしい。

「六の君。なんて艶あでやかでお美しくて、おかわいらしい」

「でも六の君なんて、当家にいたかしら」

「五の君が末っ子だったのでは」

　弘徽殿に仕える女によ官かんたちがあれこれささやいているが、弘徽殿は、

「六の君は当家が誇ほこる最後の切り札、帝の后となるべき貴人としてひそかにに準備していた隠かくし球だまなのですわよ。文字通りの箱はこ入いり娘としてたいせつに育成してきたのですから、お前たちが知らないのも当然のこと」

　と堂々としたもの。

　右大臣家の末の娘。

　六の君。

　年ねん齢れいは十五、六歳だろうか。

　険しい顔立ちの弘徽殿には似ていない。

　牡ぼ丹たんの花のように艶やかで、明るく、そして童女のように愛らしい。

　六の君は右大臣家の切り札。その存在はこれまで極秘だった。

　これまで、右大臣家の山さん荘そうから出た経験がないという。

　よほど平安京の右大臣の屋や敷しきが珍めずらしいらしく、きょろきょろと瞳ひとみを動かして「わあ」「へえ」「すごい」とあどけない声をあげている。

「あなたはいずれ帝のもとに女御として入内する予定なのですよ、六の君。軽はずみな行動は慎つつしむよう」

「はい、わかっていますわ。お姉さま」

「本来ならば帝ではなく春宮の后に、とお父上はお考えでしたが、帝がまだお若く春宮候補がいない以上、帝の后を目指すのがあなたの役目」

「はい。お任せください、お姉さま。あむあむ」

「これ、はしたない。菓か子しを食べながら話してはなりません！　それでも右大臣家の姫ひめですか」

「だってこのお菓子、美お味いしいんですもの」

　六の君が、小さな丸い和菓子を天てん井じよう近くまで放ほうり投げた。

　ひゅううう……ん。

　ぱくっ。

　見事に、六の君が「あーん」とあけた小さな唇くちびるの狭はざ間まに、落ちてきた和菓子がおさまった。

「あむあむ」

「まったくあなたは。お父上が甘やかしすぎたのかしら」

「女官さんたち。みんなもお食べ」
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「ええっ、よいのですか？」

「いいわよ。こんなにたくさん一人で食べたら、太っちゃうから」

　ぽんぽん、と六の君が和菓子を順番に投げて、女官たちの掌てのひらの上に見事に命中させてみせた。

「ありがとうございます！」

「いただきます！」

　右大臣家の姫というわりには意外と飾かざらないお方ですわね、と女官たちはささやきあっている。

　みな、いかつい弘徽殿とはまるで似ていない快活な六の君に好意を抱いだいたらしい。

　弘徽殿は「ふうやれやれ」とため息をついているが、六の君が右大臣家の娘のうちもっとも美しく若く殿との方がたにとって魅み力りよく的な姫であることは間ま違ちがいない。

「もう少し慎つつましやかになってくれれば、お父上も安心できるのですけれど」

「お姉さま。私、きちんと帝みかどの后になってみせるから。だって都広しといえども私ほど美しい姫はいないもの。心配ないわ」

　その通りですわ、と女官たちがうなずいた。

「美しさだけでは足りません。帝を虜とりこにして男子を産むまでがあなたの使命なのですよ、六の君。帝を夢中にさせるには、教養や芸事なども大事なのよ」

「男子を産む……帝はお姉さまの子供なのに？　私の甥おいにあたるんじゃないの？」

　六の君は大きな目を見開いて、弘徽殿を妙みような生き物でも見るかのように眺ながめている。

「その子を春宮にたて、次の帝とするのです。さすれば右大臣家の権力はますます盤ばん石じやくのものになるのです」

「帝は私に夢中になるわよ、お姉さま。心配ないわ」

「あなたが自ら騒そう動どうを起こさぬ限り、勝ちは間違いないですけれどね」

　弘徽殿は、口うるさくて神経質なのである。

「なにしろ左大臣家の切り札だった葵の君は、すでに源氏の君の許婚いいなずけとなってしまっているのですから。あとはあなたが身を慎むことです」

「源氏の君が次の帝になるということはないのかしら、お姉さま」

「ありえません！　あれはやんごとなき生まれのお方ということになっていますが、正体は安倍晴明が召しよう喚かんした式しき神がみです！　源みなもとの光ひかるを名乗る偽にせ者ものなのです、身分卑いやしき者です！」

「それは良源とやらが言っているだけでしょ」

「いいえ、事実です」

「源氏の君は異国から来られた公達きんだちで、しかもやんごとなき血をひく貴人だから、都中の女人たちが源氏の君に憧あこがれているというわ」

「噂うわさと実物は違います！」

　和菓子をほおばりながら、六の君がくすくすと楽しそうに笑った。

「そうかしら？　あの難物の六条御息所まで屋敷に招いて、一いつ緒しよに書物の整理などをして、それは仲むつまじいとか。左大臣家の姫を許婚にしながら堂々たる態度で浮うわ気き三ざん昧まい。あなどれない殿方だと思わない、お姉さま？」

「お前は実物を見ていないから、噂に惑まどわされるのです。ほんものの源氏の君は、政治力のかけらもない、安倍晴明が飼っている犬のようなものです！」

「ふうん」

　猫ねこよりは犬のほうがかわいげがあるかも……と六の君が楽しそうに瞳をきらきらと輝かがやかせたので、弘徽殿はまたため息をついた。

「源氏の君はもう政治的には終わったも同然です。くれぐれも、入内前に騒さわぎを起こさないように、六の君」

「はい、お任せください。お姉さま」

　六の君が朗ほがらかな笑え顔がおでそう返事するが、右大臣の意向で極秘裏りに育てられてきた妹の六の君とこの日はじめて対面した弘徽殿は、

（左大臣家にはもう、帝に嫁とつがせるべき姫がいない。六の君の存在を隠してきたお父上の戦略は成功したようだけれど、どうもなにか騒動を起こしそうな姫のような……それに、帝はまだお若いからか、女人にまるで興味なさげだし）

　なにやら不安いっぱいなのであった。

　ともあれ、源氏の君──光と六の君を会わせてはならない、なにか厄やつ介かいなことになる、と弘徽殿は光を警けい戒かいしていた。

　すっとぼけた顔をしていつもにこにこ無む邪じや気きに笑っているお子さまのようでありながら、気がつけば、おのこが怖おそれて近寄らなかった大陰おん陽みよう師じの安倍晴明、左大臣家の姫・葵、皇族・兵ひよう部ぶ卿きようの宮みやの娘だという紫むらさきなる幼い姫、そして藤原家に生まれていれば間違いなく中ちゆう宮ぐうにまでのぼりつめていたと言われる才女・六条御息所。

　短期間のうちにずいぶんと大勢の女人を──それも都からよりすぐった美少女ばかりを、屋敷に集めているのである。

　その屋敷すら、自分の屋敷ではなく、なんと安倍晴明の屋敷を乗っ取っているのである。

　都一番の女の子好き・風流人の藤原中将ですら裸足はだしで逃にげ出す女たらしぶりである。

　しかも、その女の子の集め方に、政治的な意図というものがまったくない。

　葵を許婚として与あたえてくれた左大臣家に、なんの遠えん慮りよもしていない。

　いくら恋こいと宴うたげが貴族のたしなみとはいえ、人間としてどこか間違っているのではないか。

（源氏の君は、おそらく六の君にまで手を出そうとする稀き代だいの風流貴公子。絶対に二人を近づけてはならぬ）

　弘徽殿は心中、そう誓ちかうのであった。
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　晴明は、陰陽師としては賀茂保憲の妹弟で子しにあたる。

　幼い晴明が平安京の宮きゆう廷てい陰陽師・賀茂家に住まうようになったのは、何年前のことであったろうか。

　当時の賀茂家の当主は、賀茂忠行という翁おきなだった。

　賀茂忠行の娘むすめが、賀茂保憲だ。

　これはすでに過ぎ去りし過去の話である。

　まだ少女だった保憲はある冬の日の朝、庭園に出た。

「うん？」

　雪に覆おおわれた庭園の片かた隅すみに、兎うさぎのような赤い瞳を持った童女が膝ひざを抱かかえてうずくまっていた。

　おそろしいほどに顔立ちが整っていて、まるで作り物の人形のように美しい童女だった。

　保憲は妙なことに気づいた。

　童女の細い肩かたにも膝ひざ頭がしらにも白い雪が積もっているのに、なぜか、頭の上だけには雪が積もっていない。

　指で頭の上の雪だけをはらったのだろうか？　それにしては、全身雪まみれだ。

　はじめ、賀茂保憲は、物ものの怪け、あやかしの類たぐいが結界を破ってきたのか、と身構えた。

　懐ふところに手を差し入れて、呪じゆ符ふを握にぎりしめた。

　だが、童女はどうも、物の怪ではないような。

　それでいて、やはり物の怪であるかのような。

　あるいは、そのどちらでもないかのような。

　そのどちらでもあるかのような。

　不可思議な気を、小さな身体からだから発していた。

　こちらの顔をじいっとにらみつけながら、寒さにこごえるかのようにふるふると肩を震ふるわせていた。

　なにか用事があるらしいが、童女は素す直なおではないらしく、自分から話しかけてこようとはしない。

　そのくせ、庭園から立ち去ろうとすると、「……あ……」と寂さびしそうに視線で保憲を追いかけてくる。

　しかし、じいっと眺めていると、ぷいっと視線をそらしてしまう。

　賀茂保憲のほうが、折れた。

　赤い瞳ひとみの童女に、声をかけていた。

「お前、迷子なの？」

「……違う」

　拗すねたような声で、童女が答えた。

「物の怪？」

「違う」

「では、賀茂家になんの用で来たの？」

「……こ、ここに来れば」

　童女は口ごもりながら、小さな声で、言った。

「ここに来れば陰陽師になれると聞いて、来てやった」

　怯おびえていた。

　自らの口が発する言霊ことだまに、童女は痛ましいほどに怯えていた。

　怯えながらも、童女は、賀茂保憲から視線をそらさない。

　小さな身体を震わせながらも、自らの運命に向き合っていた。

　よほどの事情があり、よほどの覚かく悟ごをしてきたのだろう、と賀茂保憲は思った。

「よく口にしたわね。偉えらいわ」

　賀茂保憲は童女に近づいて、雪がなぜか積もっていない童女の頭を撫なでていた。

「や、やめろ」

　童女は顔を赤らめて、嫌いやがった。

　普ふ通つうの、子供の頭だった。

　不可思議なところは、なにもない。

　ただ、なぜか雪が降り積もっていないというだけだ。

「頭になにか怪かい異いがあると思ったけど、気のせいだったかな」

「……ふ、ふん」

　頭を撫でられている童女はがっかりしたような、それでいてほっとしたかのような、複雑な表情を浮うかべている。

　不思議な童女だった。

　賀茂保憲は、童女の小さな手をひいて、立たせてあげた。

「あたしは賀茂保憲。賀茂忠行の娘で、一番弟で子しよ。お前の名前は？」

「……信しの太だ丸まる」

「おいで」

「……弟子に……」

「父上の弟子になるのならば、なぜ陰陽師になりたいのか、理由を教えてくれないかな」

「……それは、言えない」

「言えないの？」

「……誰だれにも、秘密……」

　童女は、決して口を割らないだろう。

　なにかたいせつなものを、けんめいに守ろうとしている。

　その赤い瞳には、神こう々ごうしさすら宿っていた。

　やはり、ただの人間の子供でない。

　陰陽師としての修しゆ行ぎようを続けてきた賀茂保憲は、感じることができる。

　雪の精が人の形を取ってこの地におりてきたのかもしれない、と賀茂保憲は思った。

　賀茂保憲は、童女の手をひきながら、屋や敷しきへと向かった。

「そうか。言霊の力が強すぎるから、おそろしくて誰にも言えないのね。お前はよほど強い霊れい力りよくの持ち主なのね」

「…………」

「でも、隠かくし事を抱えていれば、悪あしき陰陽師につけいれられることになる」

「悪しき陰陽師？」

「向こうから見れば、こちらが悪しき陰陽師ということになるけれど。陰いんと陽ようとは、それぞれの立場によって逆転するから」

「…………？」

「この世界には陰と陽があるの。陽が萌もえれば、陰もまた湧わき上がって成長する。信太丸の内側にも陰と陽があり、そして信太丸の外にも陰と陽がある」

　あたしの言霊は、信太丸を守ることができるだろうか、と保憲は祈いのった。

「信太丸。お前はまだ幼く、その力を自在に操あやつって陰と陽を制せい御ぎよすることはできない。どうか気をつけて」

　信太丸は、小さくうなずいた。

　はじめて、笑顔を見せた。

　力及およばずとも、姉となってこの子の笑顔を守っていこう、と保憲は思った。








　第三話　朧月夜




「平へい安あん貴族ってさ、干ひ物ものばかり食べていて栄養不足だよ。やっぱり新しん鮮せんな食材、特にお肉と生野菜と果物くだものをもっとたくさん食べるべきだと思うんだよね」

「さあさあ皆みなさん、夕ゆう餉げの時間ですわ。光ひかるさんのご注文通り、猪しし肉にく、鶏とり肉にく、生魚、柑かん橘きつ、取れたての京野菜などをたくさん仕入れてきましたわよ」

「うわあ、うずらの丸焼きだわ！　ジューシーだね光くん！」

「藤ふじ原わら家ってお金持ちなのね。いただきます」

「良りよう源げんが見たら卒そつ倒とうしそうな殺せつ生しよう食材てんこもりだな。だが光、狐きつねさまは食べてはいかんぞ」

　その日の夕刻。

　晴せい明めい屋敷。

　光はいつもの面々に囲まれて、夕餉を食べていた。

　平へい安あん京きようは、海から遠い盆ぼん地ちにある。

　だから平安貴族の食事は、干物や乾かん物ぶつが中心。

　しかも、仏教思想の影えい響きようで、殺生はよくないとされていたから、おのずと肉の量が減る。

　あまり食べ物にこだわりがない光もさすがに「これじゃビタミン不足になるよ」と音ねをあげ、葵あおいの実家・藤原左大臣家に頼たのみ込んで、思いっきり新鮮な生の食材を各地から取り寄せさせたのだ。

「これこれ。これだよ。柑橘、つまりみかんにはビタミンＣという栄養素が豊富に含ふくまれているから、毎日食べるといいよ。美容にもいいからね。もぐもぐ」

「でも、すっぱいですわね」

「葵さん、みかんを食べるとお肌はだがつやつやになるんだよ。このすっぱい成分がお肌にいいんだ」

「まあ、そうでしたの！」

「食べ終えた後は、皮をお湯に入れて浸つかるのもお勧すすめだね。さらにお肌がつるつるに」

「さすがは風流貴公子の光さん、女の子に美を追究させる数々の術をご存じなのね」

「そういうわけじゃないけど、あまりに平安貴族の食べるものが栄養偏かたよってるので、耐たえきれなくなってさ」

「わたくしは光さんの許婚いいなずけですもの。美容によいものならなんでもいただいて、もっともっと美しさに磨みがきをかけますわ！」

　許婚、という言葉がよくなかったのだろう。

　ずごごごごごご。

　うふふふ大勢でいただく和わ気き藹あい々あいとした夕餉って楽しいのね、と無む邪じや気きに微笑ほほえんでいる六ろく条じようさんの背後に、にわかに黒々とした夜や叉しやの影かげがちらちらと浮かびあがりはじめた。

「六条さん！　生いき霊りよう！　生き霊が出てるから！」

「あら、なんのことかしら源げん氏じの君？　わたしはお屋敷が潰つぶれて行き場を失った哀あわれな身、ご厚意でこの屋敷に住まわせていただいている葵さんと源氏の君に嫉しつ妬とするだなんてはしたない真ま似ねなど……くらっ」

　ずごごごごごごごごごご。

「ああっ？　本体が意識を失って、生き霊のほうが暴走しはじめているう！　晴明、なんとかして！」

「これでは食事が進まぬではないか。生き霊の額に呪じゆ符ふを貼はっておこう」

　ぺたり。

　晴明が油あぶら揚あげをかじりながら、面めん倒どう臭くさそうに六条さんの背後に蠢うごめいている生き霊へと晴明紋もんの呪符を投げた。

　ぺたり。生き霊の額に呪符が貼り付くと。

「はっ？　わたし、なにをしていたのかしら？　一いつ瞬しゆん、意識が」

　六条さんが、意識を回復した。

　最近そういえば物の怪と出会わない。毎日「黒い家」と化したこの晴明屋敷で六条さんの生き霊とばかり戦っている……と光は気づいた。

　都に仇あだなすコワモテの妖よう怪かいどもも、六条さんの生き霊を見かけるとみんな「すんませんでしたあ六条さん！」と泣きながら裸足はだしで逃にげ出してしまうのだ。

　ましてや、嘘うそ吐つき陰おん陽みよう師じの安あ倍べの晴明と平安京最さい凶きようの生き霊力を誇ほこる六条さんがコンビで待ち構えている晴明屋敷などに接近しようとする無む謀ぼうな物ものの怪けなど、皆かい無むといっていい。

「六条ちゃんって、魂たましいを分ぶん離りできるから便利だよねー。わたしも生き霊の術をマスターしたーい」

「紫むらさき、マスターしないでくれお願いだ」

「マスターして、邪じや魔まっけな女の子たちをやっつけたーい。生き霊が犯人ならわたしは無罪だもんね！」

「ご主人さまには、このねこたまがおりますぞ。生き霊のかわりにそれがしがご主人さまの怨おん敵てきを蹴け散ちらしてくれましょうぞ。えいえい」

　紫に飼われている猫ねこの精せい霊れい・ねこたまが、ぷかーと宙に浮きながら、ふにふにの手で六条さんと葵のおでこへ順番に正せい拳けんを叩たたき込んだ。

　ぽむ。

　ぽむ。

　悲しいかな、ふにふにの手なので、威い力りよくがない。

「まあ。とってもかわいいわね」

「おとなしくしていないと、おかずにしますわよ」

「うぬう。さすがは光どのを巡めぐって血で血を洗う抗こう争そうを繰くり広げてきた一いつ騎き当とう千せんの修しゆ羅らども。それがしの鉄拳が通じぬとは」

「ねこたまはじっとしてなさい」

　紫が伸のばしたおはしで頭をはさまれたねこたまが「あいたたた」とうめきながら、紫の肩かたの上に連れ戻もどされる。

「それにしても」

　晴明が狐耳をぴんと立てながら、つぶやいた。

「院の退位があまりにも唐とう突とつすぎる。右大臣家と左大臣家の力の均きん衡こうは崩くずれた。都のまつりごとが混乱しなければよいのだが」
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「あれ。まつりごとに興味ないはずじゃなかった、晴明は」

「光。キミが失しつ脚きやくすることを心配してあげているのだぞ、私は」

「僕が失脚？」

「鈍どん感かんというかなんというか。朱雀すざく帝ていは右大臣の孫。朱雀帝の母である弘こ徽き殿でんはいまや皇こう太たい后ごう。そして右大臣家と組んでいる良源は僧そう兵へい組織を作りはじめている──」

「たいへんなことになりましたわね。光さんがそそうをしでかしたら、一発で失脚させられますわね、晴明さん」

　葵が「光さんが太だ宰ざい府ふに流されてしまったらどうしましょう」と温めた牛の乳をいただきながら不安げにこぼした。

　いまや、葵の父・左大臣にはもうほとんど政治力が残されていないありさまなのだ。

　仮に光が右大臣家に狙ねらい撃うちされた時、今の左大臣家には光をかばう力がない。

　退位した冷れい泉ぜい院いんは光をかばってくれるだろうが、院もまた右大臣家を止められるほどの力を持たない。

「晴明さんが鍛か冶じ場にこもっている隙すきに、光さんに右大臣家の魔ま手しゆが及およばなければよいのですけれど」

「お節せつ介かいな賀か茂もの保やす憲のりが手伝ってくれるから、霊れい剣けん造りは意外と早く片付きそうだ」

「それでも、一日二日で終わるものではないのでしょう晴明さん？」

「うむ。光はぽやぽやしているようで、これで女の子に節操がないところがあるからな……」

　そんなことはないよと光が反論しようとしたが、なぜか口がしびれて動かない。

　ふと前を見ると、微笑んでいる六条さんの背後で、またまた黒い影が暴れていた。

　晴明に呪符を貼られてもなおこれほどの力を振ふるう六条さんの生き霊おそるべし。

「そうだよね晴明ちゃん！　それにこういう逆風の時って、男の子は優やさしくしてくれる女の子にあっさりほだされたりするもんね！」

「そのあたりは、心配ありませんわ。晴明さんが留守のうちにわたくしと光さんが正式に夫婦ふうふになっておけばよいのでしょう？」

「ええい、それがいちばんまずい事態だと言っているのだこの乳牛が！」

「まあ、なぜですのっ!?」

「な、なぜって、それはだな……」

「よもや光さんの嫁よめになるのはこの私だ！　などと仰おつしやるのではありませんわよね晴明さん？」

「ぐぬぬ」

「ご自分が飼っている式しき神がみの嫁になった陰陽師など聞いたことありませんわ」

「そ、そ、そのようなことはだな……くうっ……！」

　ぱたぱたぱた。

　晴明は返答に困った時、狐耳をでたらめに動かす癖くせがあるらしい、と光は気づいた。

「とにかく光クン。私はこの夕餉をいただいたら鍛冶場へ向かうが、私の留守中に無断で他ほかの女の子といちゃついたらお仕置きだぞ」

「晴明？　無断がダメってことは、晴明におうかがいをたててから女の子といちゃいちゃするのはアリなのかな？」

「なしに決まっているだろうが、バカもの！」

「ど、どうしてさ？」

「こほん。き、キミは私の式神だぞ？　式神であるあいだは、いわば私の所有物だ」

「そ、そうか……そうだね……」

　晴明と光はお互たがいに「ぽっ」と照れて、視線をそらしあってしまった。

　光はまだ、晴明の問いかけに返答していないのだ。

　ずっと式神として私のもとにとどまれ。

　晴明の過去をもっと教えてくれるのなら。

　そこで、二人のやりとりは一時停止していた。

　互いにそのことを思いだして、いたたまれない恥はずかしい気持ちになったらしい。

「二人の世界」とでもいうべき甘い空気が、室内を覆おおう。

　六条さんの背後の影がますます巨きよ大だい化し、紫は「うー」と光をにらみつけてくる。

　葵だけは空気を読まず、光のお茶ちや碗わんにご飯をよそってきた。

「さあさあ光さん、たんとめしあがれ。腹が減っては戦いくさはできませんわよ」

「す、朱雀は僕のこと好きみたいだから、別に心配しなくてもいいんじゃないかな」

「まあまあ光さん。帝みかどを呼び捨てだなんて。まさかお若い帝とそういう深い関係にっ？」

「朱雀帝は男の子ではないか！　キミはみさかいがなさすぎるぞ」

「これは薄うすい本ができるよ光くん！」

「いや紫、さすがにその組み合わせで薄い本を創つくったら各方面から叱しかられると思うけど。っていうかそんな意味じゃないよ！」

　光は言いたかった。朱雀帝は北きた野のに封ふう印いんされていた菅かん公こうの御ご霊りようの秘密を僕に教えてくれたし、さらに正体不明の謎なぞの御霊を捜さがしだして掘ほり出せという極ごく秘ひ任務を僕に与あたえてくれたし、ああでも秘密任務だから誰だれにも言えないんだよなあ。

「とにかく、僕と彼は仲がいいんだよ」

　帝とそれほど仲良しだなんてさすがは源氏の君、と笑っている六条さんが、ふと、

「……朱雀帝も源氏の君を狙っているのかしら……だとすれば……今呪のろうべきはもしかして朱雀帝……うふふ」

　と危ないことを言いだしたので、あわてて「そういうんじゃないよ」と光は弁明した。

「ふん。今日もあの男と二人きりで甘酒を飲んでいたらしいな。なにか別の意図があってのことかもしれぬぞ光」

「朱雀、いや朱雀帝は、そんな裏表とかなさそうな性格だと思うけどなあ」

「どうだか。まだ子供だからと油断するな。人間は、物の怪よりも厄やつ介かいな存在だぞ」

「そうかな？」

「道どう満まんの策略で菅公が内だい裏りを焼き、朱雀帝への譲じよう位いが早まり、結果的に右大臣家が権力を独どく占せんする。この流れは、どうも仕組まれた筋書きのような気がする」

「でも晴明。右大臣と朱雀帝ってそれほど仲良くないよ。即そく位い前の朱雀帝は貴族全ぜん般ぱんを嫌きらっていたし、今だって右大臣に肩かた入いれする気はないようだよ」

　さすがに「俺による俺のための俺の親政をやりたい」というすさまじい中二病台詞せりふを朱雀帝が口にしていることまでは言えなかった。

　まあ、あのお年とし頃ごろの男の子はああいう台詞を口にしたがるもの。あと数年もすれば、憑つき物が落ちたようになってオトナになるさ、と光は思っている。

「一見、右大臣と弘徽殿が描えがいた筋書き通りにことが進んでいるように見えるのだが……実際は違ちがう気がする。どうもなにかがひっかかるのだ」

「晴明は心配性しようなんだよ、ははは」

「光。キミはだんだん、藤原中ちゆう将じように似てきたな」

「まだ起きてもいないことで悩なやんでも、しかたがないさ」

「それは、そうかもしれぬが」

　晴明は、眉まゆをひそめながらはしを置いた。

「食べ終えてしまったので、気が進まないが霊剣を鋳ちゆう造ぞうする鍛冶場へ向かうことにする」

「晴明さん、もう夜になりますのよ。明日あしたになされば？」

「いや葵、私は一日も早く霊剣を完成させたいのだ。留守中にみだらな妖怪牛女が私の式神を横取りするかもしれないからな」

「まあまあ。そのようなあやしげな妖怪が、都を徘はい徊かいしているだなんて。おそろしいことですわね」

「ええい。皮肉も通じないのかこの女は！」

　ぴこぴこ。

　狐きつね耳みみを揺ゆらしながら、晴明がゆっくりと立ちあがった。

「光、朱雀帝にはくれぐれも用心しろ。人ひと柄がらに裏表のなかった先代の帝とは違うぞ」

「わかったよ」

　そうか。明日から当分、晴明と会えないのか……。

　光の胸が、きゅっ、と痛んだ。

「私はしばらく相手をしてやれん。私の過去が頭から離はなれないというのなら、空うつ蝉せみを捜すのだな」

「う、うん」

　この時の光の微び妙みような表情を、幼なじみの紫は見み逃のがさなかった。

「うー」

　と不安げに頬ほおをふくらませている。

「まあまあ。晴明さんの過去が頭から離れない、とはどういう意味ですの光さん？」

「うふふ……わたしを放置して、お狐ちゃんの過去なんかを暴あばき出そうだなんて……源氏の君ったら、ほんとに冗じよう談だんばかり言うんだから……」

「葵さんは弓を構えないで！　六条さん、また背後から生いき霊りようが出てきてるから！」

「光くん。空蝉って誰？」

「え、えっと」

「ねえ……まさか光くん、わたしを妹キャラのポジションに押しこんで、晴明ちゃんを奥さんに選ぶだなんて言わないよね……？」

　あああ。紫が泣きそうになっている。

「まあ。よもや許婚いいなずけをぶん投げて赤あかっ恥ぱじをかかせるおつもり、光さん？　そのような屈くつ辱じよく、わたくしは耐たえられませんの。そうだと言うなら、矢で射殺しますわよ」

「……うふふ……どうせわたしなんて、生き霊つきの面めん倒どう臭くさい女だからいずれ捨てられる運命だもの……源氏の君の好きにすればいいんじゃないかしら……」

「六条さん！　生き霊をひっこめてええ！　それ以上巨大化させたら屋や敷しきが潰つぶれる！」

「むっ、ご主人さま！　六条どのの生き霊の額から早くも呪じゆ符ふがはがれていますぞ！　おそるべき霊れい力りよくですぞ！」

「わたしも生き霊ほしいなあー。ねこたまは弱いもんね」

「がーん！　ご主人さま、ねこたまは一足お先に冥めい土どへ旅立たせていただきまする！」

「ねこたまって、ＬＶ２に進化しないのかしら」

「……うふふふふふ……」

　光はもう、生きた心地ここちがしない。

　晴明屋敷の「黒い家」状態は、まだまだ続きそうだった。

　というか、晴明がしばらく留守にすることで、かえって危険度がアップしたかのようであった。







　……

　……

　……

「ふう。やっと生きた心地を取り戻もどせた」

　光は、結局、晴明が屋敷から出てすぐ、徒かちで屋敷を出た。

　一人きりである。

　晴明が屋敷から抜ぬけると、晴明屋敷内の人間関係の微妙なバランスに狂くるいが生じて、いよいよ危険きわまりない空気が漂ただよってきたので、ひとまず散歩と称しようして逃にげ出したのである。

　君くん子し、危あやうきに近寄らずという。

　屋敷の外は、すでに夜になっていた。

　月が、うっすらとかすんで見える。

「紫は、僕がもしも晴明と結ばれたりしたら、大泣きしそうだよな……」

　晴明が危き惧ぐしていた通りの事態になりそうだ、僕は自分では繊せん細さいな性格だと思っていたけれど、意外にも朴ぼく念ねん仁じんだったんだな、とつくづく思った。

　平安京にきてから、わかりはじめたことがある。

「自意識が過か剰じようだということと、他人の心を推おし量ることができるということは、同じではない」

　ということだ。

　自意識とは、自分自身に対する意識だ。

　自意識が多くなればなるほど、他人に向けられる意識の分量は、減ることになる。

　つまり自意識過剰になれば、それだけ他人の気持ちを理解する余よ裕ゆうがなくなる、ということらしい。

　だから光は近ちか頃ごろ、自意識過剰癖ぐせを改めて、風のように、空気のようにただそこにいて余計なことを考えない、という立ち振ふる舞まい方を覚えはじめていた。

　だが。

「うわー！　なにも考えないでぼーっとしていても、やっぱり、女の子の気持ちって複雑でわからないよ！」

　きっとリア充じゆうという人種はさらに一歩進んで、先走って相手の女の子の気持ちを察して行動することができる、超ちよう能のう力りよく者しやみたいな連中なんだ。でも僕には無理だ。僕は超能力者なんかじゃないー。いや「龍りゆう穴けつ結界」という超能力みたいな必殺技わざを会え得とくしているけれど、これはリア充になるためにはむしろ有害かつ不必要な中二病系異能力であって、もんもんもん。

　最近おとなしくなっていたはずの自意識が、もんもんと回転しはじめた。

　まずい。

　僕ってもしかしてバカだったんだろうか？

「そもそも、右大臣と左大臣の勢力を拮きつ抗こうさせてまつりごとを公平にしたいという院の期待にも応こたえられていないよな。朱雀帝ていの狙ねらいはそういうのじゃなくて、『俺さま独裁制』だし……」

　これ以上余計なことを考えていると、落ちこみそうだった。

　光は「考えない考えない」とつぶやきながら、夜の大おお宮みや大おお路じを一人、歩いた。

　右手には、焼け落ちてしまった内裏跡あとが、闇やみの中で痛ましい姿のまま晒さらされている。

　このまま大宮大路を南に進めば、退位したばかりの冷泉院の屋敷があるらしい。

　いずれいちど、ご挨あい拶さつにうかがわないと──。

　藤ふじ壺つぼさんに相談して、機会を設けてもらうのがいいかな。

　それにしても、晴明の過去を知り、謎の御霊にも関かかわっている空蝉という人は、いったいどこにいるんだろう。

　縁えんがあれば会えると晴明は言うけれど、自分から捜さがさなくちゃ出会えるはずがないよね。

　僕の世界では、いつかきっと運命の人と出会って……なんておとぎ話みたいなことを言っているうちに婚こん期きを逃のがした人とか、けっこういるしね。

　ああ、また余計なことを考えている。

　どうやら僕は、いったいなんのために自分がこの平安京に来たのか、いまだにわからないままでいるらしい。

　だから、晴明の式しき神がみとして平安京にとどまるか否いなか、決断しきれないでいるんだ。

　晴明の過去に、こだわってしまうのも。

　僕自身が、自分の立ち位置を、この平安京における自分の役目を、存在意義を、見つけられぬままにいるからなのだろう。

　でも、自分の役目など、ほんとうは、なくてもいいのだ。

　晴明の夢のために、晴明の式神としてともに生きる。

　本心ではそうしたいのに、それでいいのに、晴明は、自分について語ることをしない。

　いつも嘘うそではぐらかされる。

　晴明の目的も、夢も、戦っている意味も、すべて、わからないままなのだ。

　晴明をわかることができないから、僕は、こうして惑まどっているのだ。

　じっとしていられなくなるほどに、もどかしいのだ。

　ぼんやりと、そんなとりとめのないことを考えながら、歩いていると。

　焼け落ちた内だい裏りの門の跡に。

　闇の中に。

　廃はい墟きよの中に。

　ふわり、と黄色い月の光を浴びて輝かがやきながら、軽かろやかに跳とびはねている少女の姿を、見た。

　光よりもやや幼い、十五、六歳ほどの少女だった。

　少女が着ている衣服は、動きやすい軽装である。

　おそろしく整った顔立ちと白い肌はだの持ち主だった。

　どこかのやんごとなき姫ひめのようであるが、町まち娘むすめのような素そ朴ぼくな笑え顔がおを浮うかべていた。

「あのう。内裏はこんなありさまになっていて、危ないですよ」

　光は、少女の身を案じて、声をかけていた。

　少女はかすんだ月を背に、歌を口ずさんだ。




「照りもせず」




　半ば崩くずれた門の上に、軽かろやかに立ちながら。




「くもりもはてぬ、春の夜の」




　光を見下ろしながら、艶あでやかに微笑ほほえみ。




「朧おぼろ月づき夜よに、似るものぞなき」




　歌に託たくして、自分の名を、名乗った。




　光は、少女を見上げながら、つぶやいていた。

「……朧月夜」

　どこかで、会ったことが、あるような。

　この感じは。

　この、艶やかでありながら、ひどく寂さびしそうな笑顔は……。

　だが、どこで出会ったのであろうか。

　光が惑っていると。

　朧月夜が、言った。

「その髪かみの色。あなた、あの噂うわさの源氏の君でしょう？」

　うなずいていた。

「僕は、空蝉という人を捜しているんだ」

　なぜか、そう返事をしてしまっていた。

　朧月夜が、くすくすっ、といたずらっ子のように声をあげて笑い、丸い和わ菓が子しを夜空へ放ほうり投げた。

「ぱくっ」と小さな口の中に和菓子が吸い込まれた。

　美お味いしい、と朧月夜が目を細めてふるふるっと震ふるえた。

「源氏の君。空蝉に会わせてあげてもいいわよ」

　朧月夜。いったいなにものなのだろう。

　やんごとなき身分の姫君のようにも思えるが、まるで飾かざらないところは市し井せいの少女のようでもあった。

　いつの間にか光の正面に、壊こわれた門の上から舞い降りてきた朧月夜が立っている。

「朧月夜。きみはいったいなにものなんだい」

「もちろん朧月夜という名は、通り名よ。真ま名なは秘密よ」

「せめて身分だけでも。名のある貴族の姫ぎみなのだろうけれど」

「そういうところね。実家から、おおっぴらに町を歩くことを禁止されているの」

「高貴な身分の姫なんだね」

「でも私、どうしても気になることがあってじっとしていられないの」

　光は、尋たずねた。

「きみは空蝉を知っているのか？」

「まあね。私、都の怪かい異いについて詳くわしいわ。空蝉はその名の通り、捕とらえようとしても捕らえられない神しん出しゆつ鬼き没ぼつの術師。安倍晴明、芦あし屋や道満と並ぶ最強の力の持ち主よ」

「それほどなのか」

「空蝉にどういう用事があるのか知らないけれど、あなたが独力で捕らえようとしても無理よ」

「空蝉はそれほど厄やつ介かいな相手なのか。良源のようなお坊ぼうさんなのかい？」

　朧月夜は「なにも知らないのね。あなたほんとうに異国から来たのね」と呆あきれたように苦く笑しようした。

「ではないわ。小こ柄がらな、童女らしいわ」

「ふうん……にわかには信じがたいや。ほんとうかなあ」

「あら。晴明ちゃんよりは正直よ、私。それに、高貴な貴族たちが隠かくしたがるこの都の怪異や謎なぞについてとても詳しいの。事情通ってやつね」

「事情通？」

「朱雀帝があなたに、空蝉がどこかに埋うめたという謎の御ご霊りようを捜しだせと命じたことも、もう知っているのよ」

「ええっ？　あの話は、僕と朱雀帝しか知らないはず……」

「だって私は事情通だから。地じ獄ごく耳みみと言ってもいいわよ。うふっ」

　私って隠されている秘密があると、どうしても暴あばきたくなる性格らしいのよね、と朧月夜がいたずらっ子っぽく微笑んだ。

「源氏の君が晴明ちゃんの屋や敷しきで複数の女の子たちと暮らしていることも知っているわよ。女の子好きの風流貴公子さん」

　人々の噂ってきっと実態よりずっと大げさで派手なものになっているんだろうなあと思うと、光は頬ほおを赤らめずにはいられない。

　そういえば、六条さんが書いていたあのヤバい妄もう想そうの産物・敢あえてタイトルをつけるとすれば『源氏物語』は、外部に流出したりしていないよね。

　あれが外部に漏もれたら僕はもう、京の大通りを歩けなくなる。

　この物語は真実じゃなくて六条さんの妄想なんだよと説明しても、この時代の素朴な人々には信じてもらえないだろう。

「そ、それで、空蝉は、どこに？」

「空蝉は特定の住居を持たないらしいの。こちらから会いに行っても無む駄だ。でも、空蝉と会う方法はあるわ」

「教えてくれないかな」

「いいわよ、源氏の君。私も、伝説の空蝉を見てみたいもの」

　ぽん。

　夜空に、朧月夜が小さな和菓子を放り投げた。

「あむっ。美味しい」

　小さな唇くちびるでキャッチして、和菓子をほおばる。

　ほんとうにやんごとなき身分の姫さまなんだろうか？

「朧月夜。空蝉と会う方法とは？」

「手順は単純。平安京近辺のどこかに隠されているという、謎の御霊を見つけるのよ。つまり朱雀帝ていの秘密任務を遂すい行こうすればいいわけ」

「それだけでいいの？」

「そう。朱雀帝が捜している謎の御霊を掘ほり出す。そうすれば、謎の御霊を隠した張本人である空蝉が向こうから現れる」

　朧月夜が目を細めて、語りはじめた。

「平安京が物ものの怪けから人々を守る結界都市だという話は知っているでしょう？　陰おん陽みよう道どうの術による数々の仕し掛かけが、この都には隠されているの」

「うん」

「怨おん霊りようと化したはずの菅かん公こうが御霊とされて北野の社やしろに封ふうじられているのも、平安京を繁はん栄えいさせるためなんだって」

「まあね……」

「空蝉がどこかに埋めた謎の御霊もまた、菅公と同様に平安京のために利用されているわけ。それを発見して掘り出せば、空蝉が現れるわ」

　朧月夜は、胸を張って答えた。

「なぜ謎の御霊を掘り出すと、空蝉が現れるんだい？」

「空蝉が、謎の御霊を守っているからよ。朝ちよう廷ていからもその存在をひた隠しにして。なんらかの理由で、謎の御霊の存在を公おおやけにできないんじゃないかしら」

「そうか。埋めてからも番人役をつとめているのか。でも、空蝉はすごい術師なんだろう。そんなケンカを売るような呼び出し方をしたら、危なくない？」

「あら。源氏の君はとても強いんでしょう。あの芦屋道満と互ご角かくに戦えるとか」

　あんな宇宙から来た超ちよう人じんみたいなスーパー陰おん陽みよう師じとこの僕が互角なわけないじゃないか。噂が一人歩きしてるなあ、と光は思った。

「協力して秘宝を捜さがしましょうよ。私は好こう奇き心しんを満たせるし、あなたは朱雀帝の秘密任務を達成できて空蝉にも会えるし、お互たがいにいいことずくめじゃない？　ふふふっ」

「僕は空蝉に個人的な用があるんだけど、きみは？」

「私はただ、帳面に『空蝉』と名前を書いてもらえればいいの♪　できれば謎に満ちた空蝉の半生と正体についてお話をうかがえれば、最高なのだけれど♪」

　朧月夜は、ちょっと紫に似ているのかもしれない、と光は思った。

「それにね。従者をみだりに動かすと姉上に外出がバレて叱しかられちゃうから、屋や敷しきの外に仲間が必要なの。私のかわりに肉体労働をしてくれる仲間が」

「仲間というかパシリだね」

　これも、空蝉と僕の縁えんというものだろうか。

　複数の縁が、すでに生まれている気がする。

　だから光は、朧月夜と、呪しゆを、結んだ。

「わかった。一いつ緒しよに御霊を捜そう」

「いいわよ源氏の君？　でも、あなたと二人きりで探検するのは、お断わりよ」

「ええ、どうして？」

「だって私って、ほら、あまりにも美しすぎるもの」

　つんっ、と朧月夜がそっぽを向いた。

「……は？」

「みさかいのない女の子好きとして名高い源氏の君と二人で山の中に入ったりしたら、いつ発情されて襲おそわれるかもしれないでしょう？」

「僕はそんな変態王子系キャラじゃないよっ！」

「知らないの？　あなたは平安京はじまって以来の変態貴公子として有名なのよ？」

「えええ？」

「晴明ちゃんの屋敷に居座って、大勢の女の子をかどわかして自分の後こう宮きゆうのように仕立て上げるその辣らつ腕わんぶり、好色ぶり、傍ぼう若じやく無ぶ人じんっぷりが、すべて『源氏物語』という恥はずかしい物語の中で暴ばく露ろされているのよ。あなた、主人公のくせにほんとうに知らないの？」

「いやいや、あの物語は架か空くうのお話なんだよ！」

　光はあわてた。

　いくら「噂は一人歩きする」とはいえ、まさか六条さんが書いた妄想小説『源氏物語』が実録告白小説として貴族たちに読まれているだなんて！

　いったい誰だれがあの本を流出させたんだ？

　六条邸ていが倒とう壊かいした折に、誰かに拾われてしまったのだろうか？

「と、とくに、『若わか紫むらさき』の巻に出てくる紫ちゃんという愛らしい幼子が心配だわ」

「『若紫』？」

　そんな話、六条さん、書いていたっけ？　と光はふと疑問に思った。

「兵ひよう部ぶ卿きようの宮みやの姫ひめ、紫ちゃんという姫を、あなたは力尽ずくで誘ゆう拐かいして晴明屋敷に押しこめて、自分のことを『お兄さま』と呼ばせて添そい寝ねしているんでしょう。信じられないわね。本朝開かい闢びやく以来の変態ね。少女の敵よ」

「僕はそんなロリコンとシスコンの二重苦みたいな残念キャラじゃないよ！」

「あげく、幼くていたいけでかわいい紫ちゃんの面おも影かげの中に、勝手に自分の母親の姿を見いだして一人ではあはあと悶もだえているのだとか。これほどの変態が本朝にいたかしら」

「なんと僕はロリコンとシスコンとマザコンの三重苦だったのか！」

「覚えておいて。『源氏物語』の読者は宮中に大勢いるのよ？　まだおぼこい紫ちゃんに乱暴したら、平安京中の女の子たちがあなたを許さないわよ。源氏の君」

「言っておくけど僕と紫は同い年だから。そもそも『源氏物語』は実話じゃないんだよ。ほぼすべて作者の妄想なんだ」

「あなたが作者なんでしょ？　女の子を押し倒たおした武勇伝をつらつらと書いて、それを女の子たちに読ませて喜んでいるのよね？」

「違ちがうよ！　僕の座右の銘めいは『心静かに暮らす』だ！　そんなことするわけないっ」

「じゃ、ほんものの作者は誰？」

「そ、それは、本人の名めい誉よのために、言えない……」

「ほら。やっぱりあなたが作者だったんじゃないの」

　こつん、と和わ菓が子しを烏え帽ぼ子しにぶつけられた。

「『源氏物語』によれば、あなたは女の子を襲って押し倒す時に『まろは、みな人に許されたれば、召めし寄せたりとも、なんでふことかあらぬ』と豪ごう語ごするらしいわね」

「ごめん。書き言葉は苦手なんだ。しゃべり言葉で言ってくれないと意味がわからない」

「あらそう。じゃあ、あなたの口調を真ま似ねてしゃべってあげる。『オレさまはなにをしても許される天下の好色変態貴公子・光源氏さまだぜ、助けを呼んだって無駄だぜウケケケ』ってところね♪」

「ええー」

「あなたって、身分と権勢をかさにきて少女を食い物にする最低のクズ野や郎ろうだわ♪」

「だんだん罵ののしられるのが楽しくなってきたあ！　じゃなくて、僕はそんなリア充じゆうＤＱＮキャラじゃないってば！」

「伽きや羅ら伽きや羅らってうるさいわね。いいこと、絶対に私に触ふれないでね。あなたに触れられただけで女の子はみんな赤ちゃん産まされちゃうんでしょう♪」

「そんなエロゲーの魔ま王おうみたいな異能力は僕にはないよ！」

「視線も合わせないで。源氏の君と目を合わせただけで、乙女おとめはみな純潔を奪うばわれるんでしょう♪　おそろしいわね～」

「奪わないよっ」

「美しい私の顔を見るの禁止。あなたは地べたを這はいずるおけらでも見てなさい♪」

　光は頭を垂れながら、ずううんと落ちこんだ。

　ああ。世間では、僕はすっかりそういう役所に落ち着いてしまっているのだなあ。

　四人の女の子と一緒に暮らしておいて、「僕たちはいい友達で家族ですから、そんなやましい関係じゃありませんからあはは」と弁明したところで、誰も本気にはしてくれないのだなあ。

　この種のスキャンダルを人々が好んで噂うわさするのは、現代も平安時代も同じである。

「ともかく僕はそんな危険な人間じゃないから。21世紀日本の少年って基本、世紀末モヒカン野郎か、従順でちょっとばかりシャイで女の子に逆らえない草食系少年（ちょいアキバ派）の二択たくだけど、僕はあからさまに後者だよ」

「意味不明の言葉を連ねて私をごまかそうとしているわね。とにかく二人きりの探検は拒きよ否ひよ。連れて来なさい、あの子を」

「あの子？」

　朧月夜が、突とつ然ぜん、真っ白い頬ほおを赤らめて、もじもじと身を揺ゆらしはじめた。

　和菓子をぽんと投げて口でくわえようとするが、和菓子の軌き道どうが外れておでこにこちんと当たってしまった。

「あたた」

「どうしたんだい朧月夜？　厠かわやに行きたいの？」

「違うわよ。あなたの屋や敷しきにいる、あの子を探検隊に入れなさいって言っているの」

「あの子と言われても、うちには女の子が何人もいるからね」

「あの子よ。ほら、とても幼くてかわいらしくて愛らしい、お人形さんのような……そう、まるで花の精かとみまがうばかりの」

「ああ、晴明のことだね」

「違うわよっ!!　あなた、ほんとうにバカなんじゃない!?」

「ううん。よくわからないから、晴明以外全員誘さそってみるよ。晴明は仕事で、しばらく屋敷に戻もどれないんだ」

「……ふん。あの子を連れて来なかったら、探検隊は解散だから」

「まるで紫のような口ぶりだなあ。そもそも平安時代に探検隊なんて単語があっただろうか。紫が持ちこんで定着させたとしか思えない」

「その子よ。紫ちゃんよ。あの子を連れて来なさい、源氏の君」

　朧月夜。都の事情通だという自己紹しよう介かいはほんとうらしいけど、それにしてもずいぶん紫に会いたがっているのだなあ。

　その口ぶり、その挙動不ふ審しんぶり、その興奮ぶり。

　まるで紫の熱ねつ烈れつなファンのように見える。

「あの子は『源氏物語』に登場する姫の中でも一番人気なのよ？　いちど内だい裏りでちらりとほんもののお姿をお見かけして以来、私はあの子に夢中なの。妹にしたいの♪」

　熱烈なファンだった。

（そうだな。六条さんと合流してからというもの、物ものの怪け捜さがしに外出するたびに物の怪のほうが六条さんを怖おそれて逃にげ出す始末で、紫も最近すっかり退たい屈くつしているみたいだし、ちょっとした平安京探検に連れだしてあげると喜ぶかもしれない）

　光は、（紫も異国から来た姫ということですっかり有名人らしいからな）と少し微笑ほほえましく思いながら、うなずいた。

「朧月夜。『探検』と言われれば、来るなと言っても勝手に紫は来るよ」

　この焼けた門の前に集合、と二人は約束を交かわした。

「ただ、紫には空蝉の話は内ない緒しよでお願いしたいんだ。あくまでも謎なぞの御ご霊りようが目的ということにしておいてくれないか」

「あらどうして？」

　空蝉から晴明の過去を聞きたがっている、と紫にばれている以上、光はこれ以上紫を怒おこらせたくはなかった。

　だが、そんな説明を初対面の朧月夜にしても、たぶん「はあ？」といぶかしがられるだろう。

「そうだね。なにしろ秘密任務に関かかわることだからね。紫に明かすのは、謎の御霊を捜す、というところまででお願いするよ」

　この言葉も、嘘うそではない。

　朧月夜が、「そうね」とうなずいた。
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　そして。

　焼けた門の前に、晴明を除く面々が集まっていた。

　晴明はかわいそうに、鍛か冶じ場で霊れい剣けんを造らされている。

　賀茂保憲が手伝ってくれるので、意外とすぐに帰宅できそうなのではあるが、さすがに今日明日中に戻るということはないだろう。

「うーん快晴だわ。紫探検隊、本格始動の時は来た！　のよねっ！」

「ご主人さま、謎の御霊を高く売り飛ばせば大金持ちですぞ」

「ねこたまにも、唐土もろこしから渡わたってきた珍めずらしい品物を買ってあげるね」

「にゃんと。それがしに……お優やさしいですなご主人さま、うるうる」

「なにがいいかな、ねこたま」

「そうですな、首を吊つる縄なわがほしいですな。都の市にはよい品がなくて」

「もう。ねこたまってば、欲よくがないんだからぁ。うふふふ」

「にゅふふふ」

　すでに、紫はやる気まんまん。

　朝からハイテンションで、ねこたまとハイタッチしながらはしゃいでいる。

「全員、徒歩で山登りしますの？　ふう、疲つかれますわねぇ」

　葵は逆に「わたくし体力はありますけれど、馬なし登山は苦手で……」と顔をひきつらせていた。

「それじゃ葵さんは留守番する？」

　光が葵を気き遣づかったが、

「いいえ。光さんがまたまたどこの馬の骨とも知れない女の子を引っ張り込んできた以上、許婚いいなずけとして光さんを監かん視ししなければなりませんの！」

　そういう理由でついてきたらしかった。

「……うふふ……さすがは源氏の君。ふらりと夜中に出かけたかと思ったら、このようなおかわいらしい姫ひめ君ぎみとさっそくお友達になって……さぞあの日の夜はお二人で楽しいことをしていたのでしょうね……」

「六条さん！　鬼おに！　足あし下もとから鬼の影かげが出てきてるから！」

　今日も六条さんは柔やわらかく優しい笑顔を絶やさないが、彼女の生いき霊りようはすでに臨戦態勢に入っているらしい。

　そして。

「紫ちゃんはじめまして。こうして間近で見ると、ほんとうにかわいい子ね。かわいいかわいいかわいい！　きゃああああああああ！」

　遅ち刻こくしてきた朧月夜が、猛もうスピードで紫に突とつ進しんしてきた。

「いやああああ、かわいすぎいいいい！　このままお持ち帰りしたああああい！」

「わあ。光くんを狙ねらう敵がまた増えたと思ってたけど、もしかして朧月夜ちゃんって……いい子なの？　わたしのファンなの？」

「源氏の君のようなぶんぶん虫は、私の眼中にはないわ！　私は紫ちゃんに身も心も捧ささげているのだものっ！」

「そうなんだあ」

「私、内裏でちらりと紫ちゃんをお見かけして以来、すっかり魂たましいを奪われてしまったの！」

「どう、光くん？　わたしもちゃくちゃくと平安京一の美少女アイドルという地位をかためているらしいわね。どやっ！」

　なぜどや顔をするんだろう、と光は不思議に思った。

　朧月夜は、そんな紫にぎゅーと抱だきついて離はなれない。

「紫ちゃん？　お菓か子しをあげる。この日のために自分で作ってきたの！　あーんして」

「わあ、ありがとー。あーん。あむっ」

「……きゃああああああ！　私の指が、紫ちゃんの唇くちびるに触れたわ！　もう、一生手を洗わないと決めちゃうから！」

「それはさすがに不潔なんじゃないかなーおぼろちゃん？」

「お……『おぼろちゃん』……！　私のことを、おぼろちゃん、とかわいい呼び名で呼んでくれたの？　ぶはっ」

　朧月夜が興奮のあまり鼻血を噴ふきだした。

　ねこたまが「いけませんぞ」と朧月夜の後頭部をぽこぽことふにふにの手で叩たたきはじめた。

「鼻血が出てるよ。だいじょうぶ？　おぼろちゃん」
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「きゃあああああ！　ままままた『おぼろちゃん』って呼ばれちゃったあああ！」

「お、朧月夜、紫は逃げないから落ち着いて」

「うるさいわね、ぶんぶん虫！　今いいところなんだから、私に話しかけないでちょうだい！」

　紫に抱きついた朧月夜は心配顔の光を「くわっ」と威い嚇かくし、和菓子をぶん投げてハエのように蹴け散ちらした。

「紫ちゃん。毎晩こんな変態男に言い寄られてたいへんね。むりやりあんなことやこんなことを強制されているのね。かわいそうに……ぐすっ」

「うーん。そういうイベントは残念ながら今のところ発生していないわ。イベントとは、事件って意味の言葉ね」

「そうなの。ああ、よかった！　紫ちゃんの純潔が守られていただなんて！　ありがとう神さま！　仏さま！　お月さま！」

　朧月夜は涙なみだを流して感激している。

「神さま仏さまお月さまがこれからも紫ちゃんをお守りしていただけるのであれば、朧月夜は、よい子になります！」

　紫はそんな朧月夜を面めん倒どう臭くさがるどころか、ますます「どやっ！」と光に威い張ばり散らす。

　さすがは大冒ぼう険けん家、ファンの扱あつかいも手慣れたもの……と光は紫の大人物ぶりに敬服した。

「はじめまして朧月夜さん。六条です」

「はじめまして、わたくしは葵ですわ」

　葵と六条さんは、朧月夜が光を虫けら扱いしていて紫に熱ねつ狂きよう的に懐なついていることに安あん堵どし、ていねいに自己紹介をしようとした。

　だが。

「あらそう。自己紹介、ご苦労様。でもねえ。私は今、紫ちゃんとじっくり二人で語らいたいの。だから邪じや魔ましないでね。妖よう怪かい乳ちち女おんなさんと生なま成なり姫ひめさん」

　朧月夜にとっては、紫以外は全員、ぶんぶん虫らしかった。

　ぞわり。

　わきあいあいとしていたはずの空間に、邪悪な気が、放たれた。

「失礼ですわね、誰だれが妖怪乳女ですのっ!?」

「……わたしの生き霊が暴れだす前に、その減らず口を閉じてくださいます？」

「そもそも、朧月夜さん？　あなたはいったい誰ですの？　わたくしが知らないということは、どうせ下級貴族の姫なんでしょうけど」

「私が誰だろうがどうでもいいでしょう。土掘ほり係をつとめるぶんぶん虫の仲間に教えるつもりなんてないわ」

「……どうも、あやしいわね。うふふ……」

　葵さんはともかく六条さんがブチ切れたらたいへんだ、晴明もいないし！

　光が、あわててフォローする。

「まあまあ二人ともケンカはよくないよ。そろそろ、探検隊の活動開始といこうよ！」

「そうだね光くん。おぼろちゃん、どこに謎の御霊があるの？」

「ああ憧あこがれの紫ちゃんに頼たよられているなんて。私に任せて！」

　朧月夜がやっと紫から離れて、地面の上に地図を広げてみせた。

「これは……神社仏閣の位置が細かく書きこまれている。すごい地図だね～」

　六条さんですらはじめて見る珍しい書物らしい。

　朧月夜は、紫の前ではダメダメで残念な女の子になってしまうらしいが、本気になれば驚おどろくほどに理知的だった。

　地図のあちこちを指さしながら、すらすらと解説する。

「平安京は、陰おん陽みよう道どうでいう四神相応の地。

　東に川、西に道、北に山、南に池。

　平安京はこれらの産うぶ土すな神がみ四柱が東西南北に正しく配置されている土地。

　すなわち神に祝福されている土地というわけ。

　四神のうち東の青せい龍りゆうにあたるのが、上流の賀か茂も川がわから鴨かも川がわにかけての水の流れね。

　西の白びやつ虎こが、山さん陰いん道どう。

　北の玄げん武ぶが、船ふな岡おか山やま。

　南の朱雀すざくが、巨椋おぐら池いけ。

　この自然の結界の中に位置するからこそ、平安京は大地と水と空の気の力に満ちているの」

　大おお真ま面じ目めな顔で紫が「ふむふむ」と帳面に筆でメモを書きこむ。

　この手の話が大好物なのだ。

「でも、これだけではまだ足りない。

　都を繁はん栄えいさせるためには、人工的に結界を強化しなければならないの。

　鬼き門もんにあたる丑うし寅とらの方角に叡えい山ざんを配したのは、鬼門から物ものの怪けが入り込んでくるから。

　碁ご盤ばんの升ます目めのように縦横に道を作ったのは、その道から都の津つ々つ浦うら々うらに、四神の気を流すため。

　気の通り道を龍りゆう脈みやくと言うけれど、平安京の道は人工的に作った龍脈というわけ。

　川から水をひき、用水路を張り巡めぐらせて田畑を潤うるおすのと同じように、山や川や湖や大路から気を採り入れて都にまんべんなく気を流す。

　そうすることではじめて、都が栄えるわけ。

　気を採り入れなければ、都は多すぎる人間たちを養うことができなくなる。

　いたずらに田畑を開かい墾こんすると水が涸かれるように、都に人が増えすぎると気が涸れてしまうの」

　おぼろちゃんって碩せき学がくなのね！　と紫が感激したように声をあげ、朧月夜は「ふらっ」と喜びのあまり失神しそうになったが、ぐっと踏ふみとどまっていよいよ探検隊の目的地についての話に入った。

「ここからは、あまり知られていないお話。

　要は都というものは、そもそも不自然なものなの。

　土地の広さに対して、あまりにも人間の数が多すぎるのね。

　だから都だけでなく、都に気を送る東西南北の四神の地も、いつ気が涸れるかわからないの。

　そのため、四神の地には、人工的に多くの気を供給するための特別な建物を建てなければならないわけなの」

　六条さんが、「それがつまり神社ということなのね」とうなずいた。

「そう。都に供給するために気を増ぞう幅ふくする建物こそが神社。

　その中でも、四神の地に建てられるものが最重要なの。

　たとえば船岡山には、玄武神社。

　玄武の地だから玄武神社。そのまんまでしょう。

　この玄武神社が建てられたのは、平安京が造営されてからのちのことなの。

　都に人が増えて船岡山の気が弱ってきたので、玄武神社が必要とされるようになったのね。

　さらに、朝ちよう廷ていは船岡山と内だい裏りのあいだに、近ちか頃ごろ新たに北野の社やしろを建てたでしょ？

　北野の社を増設することで、北から流れる気をさらに増強したのよ。

　大地から供給される自然な気ではなく、人じん為い的に気を生みだすという方法を用いて」

　紫が「謎なぞはすべて解けた！」と言いたげな恍こう惚こつとした表情で、

「あーっ、そうだわ！　怨おん霊りようになった菅かん公こうを御ご霊りようとして北野に祀まつったのよね！」

　と叫さけんだ。

「さすが紫ちゃんだわ！

　そうなの。大怨霊・菅公は、都に気を供給する御霊にされちゃったわけ。

　御霊から気を供給する神社といえば、平安京遷せん都とのきっかけともなった早さわ良ら親しん王のうを祀る上御霊神社と下御霊神社が元祖よ。

　けれど、時が経たつとともに、早良親王の御霊が放つ気は徐じよ々じよに弱まってしまったみたい。

　そこで新たな御霊として白羽の矢が立てられたのが、今から六十年ほど昔に藤原家の陰いん謀ぼうで太だ宰ざい府ふに流されて怨霊と化していた菅公、すなわち菅すが原わらの道真みちざねだったわけ」

　朧月夜は、和わ菓が子しをぽんと投げて「あむっ」と口の中に放ほうりこむと、話を再開した。

「次は、東の青龍。

　賀茂川と鴨川には、賀か茂も祭まつりで有名な上かみ賀が茂も神社と下しも鴨がも神社。

　この二つの神社はとても古いのだけれど、今のような大きな社が建てられて賀茂祭が勅ちよく祭さいとされたのは、平安京造営後のことなのね。

　西の白虎には、松まつ尾お神社。

　ここは、上賀茂・下鴨神社と並ぶ王城鎮ちん護ごの二大神社よ。

　となると、残る問題は、南の朱雀、巨椋池の方角なんだけれど。

　北に菅公という御霊を新たに祀ったように……。

　本来は、都の南にも菅公に匹ひつ敵てきする強力な御霊が祀られているべきなのよ」

　葵が、首をひねった。

「南の巨椋池の方角に、菅公のような強力な御霊を祀っている神社が？　そんなものがあったかしら六条さん？」

「わたしの先祖が神社を建てまくっていたのは、ずっと昔の話だもの。最近の神社についてはよく知らないわ」

「あらまあ。そうでしたわねえ。没ぼつ落らく貴族って哀あわれね、おーほほほほ」

「うふふ。また生いき霊りように取り憑つかれてみたいの、葵さん？」

　ぞわり。

　六条さんの背後に、黒い闇やみが──。

「待った！　六条さんと葵さん、ちょっと待った！」

　あわてて光が二人のあいだに割って入る。

「都の南に、誰も知らない御霊がひそかに祀られているってことかな、朧月夜？」

「私の目を見ないでよ源氏の君。赤ちゃんができちゃうでしょう」

「できないってば」

「とにかく、結論を言うわね」

　朧月夜の推理は、一気に結論へと達した。

「考えられる結論は二つ。

　一つは、都の南に御霊を祀る神社そのものが隠かくされているという結論。

　もう一つは、神社そのものは隠されていないのだけれど、祀られている御霊だけが隠されているという結論よ。

　正解はたぶん、後者。

　なぜなら、北には物の怪から都を守るために、貴き船ぶね神社と鞍くら馬ま寺でらが造られている。

　どちらも、物の怪の力によって物の怪から都を守るという目的で造営されているわ。

　鞍くら馬ま山やまは天てん狗ぐたちで溢あふれかえった魔まの山だし。

　貴船は鬼き女じよの伝説があり、呪じゆ詛その神社として知られているおそろしいところでしょう。

　と、いうことは。

　南にも、強力な物の怪を祀るおそろしげな神社が実在するはず。

　そしてその神社に、問題の、謎の御霊が隠されているはずよ」

　結論が、出た。

「あとは、その神社がどこかを突つき止めれば、北野の菅公に匹敵する力を持つ謎の御霊を発見できるはずよ」

　光は「なにか間ま違ちがいがあったらおおごとになりそうだなあ」とあわてはじめているが、紫はもう瞳ひとみをきらきらと輝かがやかせている。

「すごいよ！　おぼろちゃんって天才だわ！」

「もっと褒ほめて、紫ちゃん！」

「六条ちゃん、候補地をあげて！」

　六条さんが小首をちょこっと傾かしげて、答えた。

「うーん。都の南にある神社といえば、男おとこ山やまの石いわ清し水みず八はち幡まん宮ぐうかしら？」

「おおー八や幡はた神社。歴史ミステリーものによく出てくる神社だわ。それっぽいわね！」

「平安遷都のあとに、わざわざ九きゆう州しゆうの宇う佐さ神宮より男山に八幡神を遷せん座ざしたのよ～。宇佐はその昔わたしの先祖が暮らしていた土地だから、八幡神にはちょっと詳くわしいの」

「まあ。六条さんは九州の田舎いなか者ものでしたのね。熊くま襲そでしたの、それとも防人さきもり？」

「あらまあ。そういうのではないのよ、葵さん？　西の彼方かなたから海を経へて、さまざまな技術をこの国に持ちこんできてあげたのよ、わたしの先祖は。八幡神はわたしの先祖がこの国に持ちこんだ製鉄技術のちょっとしたなごりみたいなものなの～、うふふ……」

「そんな昔の話をされても証しよう拠こがありませんわ。よくいますのよ、立証できないご先祖自じ慢まんをするしょぼ貴族って。おーほほほ」

「西の白虎の要かなめ・嵐あらし山やまの松尾神社だって、わたしの先祖の一族が建てたんだよ～。それにひきかえ、あなたたち藤原家はご自分のためにしか銭ぜにを使わないものね、うふふふ」

「そんな大昔のこと、定さだかではありませんもの。なんとでも言えますわよね、おほほ」

　ずごごごごごご。

「ストップ！　六条さん、生き霊が漏もれてる！　葵さんも挑ちよう発はつしない！」

「光くん。おぼろちゃん。わたし、もう我が慢まんできないわ！　早く石清水八幡宮を探検しましょう！」

　紫が足をじたばたさせた。

　朧月夜は、涎よだれを垂らしそうな恍惚とした表情で、そんな紫に見入っている。

　よほど紫が好きらしい、と光は思った。

　これが男だったらロリコンの変態ストーカーだが、朧月夜も美少女なので光にはなんとなく微笑ほほえましい光景のように見える。

　いや僕は別に百ゆ合り属性のチャクラが開いたとかそんなんじゃないから、と言い訳しつつ、朧月夜に「じゃあ準備するか」と声をかけた。

　ぱんっ、と頬ほおを朧月夜の平手でぶたれた。

「痛いじゃないか、うわああん！」

「変態貴公子の分際で話しかけないでちょうだい！」

「石清水八幡宮に行こうって言っただけだろ？」

「紫ちゃんの前では言いづらいのだけれど、石清水八幡宮は外れよ」

「……じゃあ、紫に直接言えばいいだろ。なぜ僕が殴なぐられて、ひでぅぐっ？」

　ぱちいん。

「口答えする権利はあなたにはないのよ♪」

　光は、朧月夜から二発目の平手を喰くらった。

「八幡神は外れ？　そうなの、おぼろちゃん？」

「そうなの、紫ちゃん♪　あなたってこの変態男と違って、とてもお利口ね！」

「なんなんだよ、この扱あつかいの差……」

「人徳の差だよ光くん。どやっ！」

「石清水八幡宮は平安京の南西に位置する、裏うら鬼き門もんを封ふうじる神社なの。ここは都の北西にあたる鬼門を守護する叡山と対ついになっている施し設せつよ」

「ああそうか。南の朱雀すざくを御霊で補強している神社は、あくまでも北の玄げん武ぶを補強する北野の社と対応していなければならないんだね」

「そういうことよ変態貴公子。地図の上で北野の社と石清水八幡宮の位置を比べてみて。北野に比べると、石清水八幡宮は都から遠すぎるわ」

「御霊は、もっと都に近くなければならないのか！」

　六条さんが、「わかったわ」と手をぽんと叩たたいた。

「平安京の真南に位置する神社、しかも物ものの怪けの香かおりがするところ──伏ふし見み稲荷いなりだよ～」

「まあまあ、六条さん？　またあなたは適当なことを」

「葵さん？　伏見稲荷は大だい富ふ豪ごうだったわたしの先祖が創建した由ゆい緒しよ正ただしい神社なのよ。荘しよう園えん泥どろ棒ぼうの藤原家とは違うの、藤原家とは。うふふふふ」

「まあまあ、なんですってえ？」

　ずごごごごごご。

「光どの、生き霊の影かげがだいだらぼっちのごとく巨きよ大だい化しておりますぞ！　あーれー」

　気がつけば、ねこたまが六条さんの生き霊の影に飲みこまれそうになっていた。

「うわあああ！　二人とも、離はなれて！　いいから、伏見稲荷探検計画を練ろう！」

「伏見稲荷になにがあるのかな？　見たいねー、光くん」

　紫はもう、伏見稲荷の秘宝を掘ほり出す気まんまんだ。

　光は、妙みような胸むな騒さわぎを覚えている。

「伏見稲荷」

　稲荷といえば、狐きつね。

　狐といえば、晴明。

　晴明は稲荷寿ず司しというこの時代にあるはずのない食べ物を好むが、稲荷神社は大だい嫌きらいだと言ってはばからない。

　さらに、伏見稲荷を創建したのが、言霊ことだま遣つかいの一族である六条さんの先祖だという。

　その伏見稲荷に隠された御ご霊りようを守っているのが、まだ見ぬ空蝉。

　晴明の過去を知っているという、謎なぞの術士。

　なにか、偶ぐう然ぜんを越こえた因いん縁ねんめいたものが、伏見稲荷にはありそうな気がしてきた。

「もしも伏見稲荷の謎の御霊が晴明と関かかわりがあるのだとすれば、不用意に暴あばいてはならないんじゃあ……悪い予感がする」

　とはいえ、朱雀帝ていから請うけた秘密任務だ。

　謎の御霊を掘り出さないわけにもいかない。

　不安顔になった光の耳元に、朧月夜がささやいてきた。

「伏見稲荷の主祭神は、宇う迦か之の御み魂たまの大おお神かみ。狐なんか関係ないわ、安心していいわよ」

「光くん？　稲荷神はもともと狐とは無関係で、後世になってから狐と稲荷神が同一視されるようになったらしいわよ？」

　歴史ミステリー好きの紫も、どや顔でそう解説してくれた。

「そうか。ならば、晴明とは関係ないのか」

　光は、安あん堵どのため息をついた。








　第四話　伏見稲荷探検




「暑い。なぜ私がこのような仕事を」

　ぴこぴこ。

　ぴこぴこ。

　晴せい明めいの頭の狐耳が、不ふ機き嫌げんそうに踊おどっていた。

　霊れい剣けんを造るための鍛か冶じ場に、晴明は姉弟で子しの賀か茂もの保やす憲のりと二人でこもっていた。

　鉄を真っ赤に焼いてコキコキと叩いて剣を鋳ちゆう造ぞうしなければならないわけだから、鍛冶場には当然、灼しやく熱ねつ地じ獄ごくのような熱気が充じゆう満まんしている。

「そういらいらしないで晴明。これが宮仕えする者の悲ひ哀あいというやつよ」

「ふん」

「太だ宰ざい府ふあたりへ左さ遷せんされなかっただけよかったんじゃない？　しかもこの優ゆう秀しゆうな姉弟子が手伝ってあげているんだから、霊剣はすぐに完成するわよ」

　晴明は剣を造った経験がない。

　なので、姉弟子・賀茂保憲の指示に従って、汗あせを流しながら働かされている。

　賀茂保憲はひしゃくから水を飲みながら、ああしろこうしろと晴明に指図して自分は働いていない。

「保憲。お前も働け」

「あらあら。お姉さんのことを呼び捨てにするだなんて、信しの太だ丸まるも偉えらくなったのね」

「信太丸と呼ぶな。その名は捨てた」

「あれ、どうして？」

「わ、私の過去を知りたがっているバカな式しき神がみに幼名を知られると困るのだ」

「ふうん。源げん氏じの君のことね」

「ちちちちち違う！」

　ぱたぱたぱたぱた。

　狐耳が暴れはじめたが、保憲には見えない。

　幼い頃ころより百ひやつ鬼き夜や行こうをその目で見る異能力を持ち、天才と呼ばれた保憲にすら、晴明が隠かくしている狐耳は見えないのだ。

「晴明には、なにをやっていたのかわからない謎の時期があるよね」

　と、保憲。

「まず、晴明が賀茂家にやってきて陰おん陽みよう道どうの修しゆ行ぎようをはじめるまでの過去。それまでどこでなにをしていたのか、まるで謎」

「私は幼い頃、四国の讃岐さぬきで混こん飩とんという小麦のお菓か子しを売っていたのだ」

「嘘うそくさいなあ」

「嘘ではない。混飩は高こう野や山さんを開いた僧そう・空くう海かいが唐とうより持ち帰った由ゆい緒しよあるお菓子で、讃岐でさらに改良されて美お味いしくなり、讃岐の一部では『うとん』あるいは『うどん』とも呼ばれている。讃岐人は混飩を茹ゆですぎるので、いつも水不足で苦しんでいるほどだ」

「へええ」

「私は、この混飩を都で売ろうと志して来たのだが、なぜか売れなかったのだ」

　季節は冬、混飩は売れない、寒くて寒くて黄よ泉み路じへ旅立ってしまいそうになって、気がついたらたまたま賀茂家の庭園に迷いこんでいたのだ、と晴明が見てきたような嘘を誠実な表情で語りまくる。

　だが、姉弟子の保憲は、晴明が嘘吐つきだということをよく知っている。

　目を細めながら、楽しそうに晴明をじいっと見ている。

　苦手だ……と晴明は思った。

「じゃあ、そういうことにしておいてあげる」

「う、うむ」

「でも、野良陰おん陽みよう師じの芦あし屋や道どう満まんに誘さそわれてわが賀茂家を飛びだしてふらふらしていた空白の時代は、ほんとうに謎よね」

「……その話は絶対に光ひかるに漏らすな」

「家出していたあいだ、どこでなにをしていたのかなあ」

「秘密だ」

「賀茂家に戻もどってきた時には、名前が変わっていたし。信太丸と名乗っていたはずが、なぜか安あ倍べの晴明というちょっとかっこよすぎて笑っちゃいそうになる名前になっちゃって」

「い、いつまでも子供の名前を名乗るわけにもいくまい」

「しかも、戻って来るなり陰陽師として宮仕えしたいと言いだすなんて驚おどろきよね。晴明は一生、宮仕えなんて堅かた苦くるしい真ま似ねはしないと思っていたけど」

「ふ、ふん。流る浪ろうしているうちに、宮仕えがいちばん収入が安定していて将来も安あん泰たいだと思い知ったのだ」

「あーあ。晴明ちゃんが戻ってこなければ、宮きゆう廷てい陰陽師の全権をあたしが掌しよう握あくできるはずだったのになあ。霊力勝負ではさすがに勝てないものね」

「保憲。私は物の怪の調ちよう伏ぶく以外に興味はない。勝手に掌握でもなんでもするがよい」

「行方ゆくえ不明になっていた時代になにかあったわけね晴明ちゃん」

「なにもないっ」

　ぱたぱたぱたぱた。

　お尻しりの狐きつね尻尾しつぽが躍おどっているのは、晴明が狼ろう狽ばいしているからだろうか。

「保憲。叡えい山ざんの良りよう源げんが、私の過去を嗅かぎ回っている。別に良源などどうでもいいのだが、光にまで漏もれると面めん倒どうになる。だから秘密だ」

「道教だけでなく密教の呪じゆ法ほうをも平然と用いる陰陽師を、仏教の商売敵がたきだと思って憎にくんでいるみたいだものね。良源は」

「……都は陰いん謀ぼうに満ちている。私がこうして留守をしているうちに、光がまた余計な呪しゆを作って騒そう動どうに巻きこまれる気がするのだ」

「そうかもねぇ。でも、あたしがいれば霊剣はすぐに完成するから。だいじょうぶよ」

「どうして私は空うつ蝉せみの名など口にしてしまったのだろう。ええい、いらいらする」

「ありゃ。空蝉って、あの空蝉？」

「ふん。空蝉が勝手に私の過去を光に漏らすのであれば、私は……」

「覚かく悟ごも緊きん張ちようもしなくても済むものね。でもそれは手て抜ぬきというか逃にげでしょ、晴明ちゃん」

「まさか光が空蝉に会えるとは思えぬが……だが光は、自分から進んで厄やつ介かいな呪を結びたがる男なのだ。優やさしすぎるのか、それともただ単に愚おろか者なのか」

「ふうん」

「信じたいが、信じてしまうのが怖こわい」

　晴明のこのような表情を、保憲ははじめて見たらしい。

「珍めずらしいわね。なにか迷っているのね晴明」

「迷っている。どうしても、判別できないことがあるのだ……嘘か、真実か……」

「いつも嘘を吐いて人を化かすのは晴明の領分じゃなかった？　源氏の君は、嘘を吐ける性格じゃないと思うけど」

「私の心の中のことだ。あれは私の心の迷いが生みだした虚きよ構こうなのか、それとも現実なのか……」

「あれって、なんのこと？」

　晴明が瞳ひとみを潤うるませながら、たどたどしく、語りはじめた。

「……京へ入るよりも前。幼き日のことだ」

「ふむふむ」

「幼くして母を失い、悲しんでいた私のもとに──」

「ほう。これは真ま面じ目めな話のようね」

「──すでに高野山に入にゆう滅めつしたはずの偉い大だいなる密教僧・弘こう法ぼう大だい師し空海が現れて混飩を高々と掲かかげ、『我は滋じ養よう豊富な豆とう腐ふを日ノ本中に伝えて、豆腐の神となる。そなたはこの美味しい混飩を日ノ本中に伝え、混飩の神となるのだ』と言いだしたのだ」

「は、はあ？」

「私が混飩を京で売ろうと決意したのは、あの空海との出会いがきっかけなのだ。あれは夢であったのか、はたまた真実であったのか。まるでわからぬ」

　出た。出たわよ。晴明得意の嘘話が。うーん、嘘の中に微び妙みように真実を交ぜてしゃべられると、どこからが嘘でどこまでがほんとうなのか判断できなくなる。ほんとに化かされたような気分になるわね、と保憲は水を飲みながら思った。

「嘘を吐きすぎて、自分でも自分の記き憶おくが信じられなくなっただけじゃない？」

「そ、そういうことではないのだ」

「晴明？　そうやって嘘ばかり吐いていると、ここ一番のかんじんのところで身動きできなくなっちゃうわよ。源氏の君がたいせつなら、自分に素す直なおにならないと」

「な、なぜそういう話になるのだっ!?」

「あなたもそろそろ婿むこ取とりをしてもいいお年とし頃ごろじゃない？」
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「ううううるさいっ！」

　ぱたぱたぱた。

「あら。なぜか風が吹ふいてきて涼すずしい」




　　　　[image: ほし]




　晴明の予想通り──

　光は、正体不明の朧おぼろ月づき夜よと、呪を結んでしまっていた。

　伏ふし見み稲荷いなりに謎なぞの御ご霊りようを捜さがすという、まことに厄介な呪を。

　下準備にさらに数日を要した紫むらさき探検隊は、この日、牛ぎつ車しやに乗っていよいよ伏見稲荷へと出発していた。

　牛車を動かしている従者は、人間の従者ではなく、ねこたまである。

　牛の頭の上を、ふわふわと漂ただよっている。

「さあさあ牛ども。きりきり進むのですぞ」

「ぶもー」

　こんなんでよく動いてるよなあ、と光はちょっと感心している。

「この牛車は四人乗り。五人で乗るなんて、ちょっと無理がない？」

「小こ柄がらな紫ちゃんをこうして私の膝ひざの上に座らせておけば、ぜんぜん問題ないわ源氏の君」

「座らせ方がおかしいよ。その体勢は『だいしゅきホールド』って言うんだよ？」

「ああ、牛車の中で紫ちゃんとこうして繋つながっているなんて♡」

「繋がっていないし、『頭が沸ふつ騰とうしそうだよう──！』とか叫さけばないように」

「ぐちゃぐちゃうるさいわね、この変態貴公子」

「おぼろちゃん、わたしに抱だきつきすぎ」

「あらごめんなさい紫ちゃん。牛車が揺ゆれるもので。ほら、お菓子をあげるから機き嫌げんなおして」

「あむっ。おぼろちゃんのお菓子はほんとうに美味しいねっ！」

「……なんてかわいいのかしら……」

「ねえねえ？　そろそろ嫉しつ妬としたくなってきた？　光くん？　どやっ！」

「朧月夜って女の子じゃなきゃ完全に変態だよね」

「女の子を見つめただけで妊にん娠しんさせちゃう変態に変態呼ばわりされる筋合いはないわね。ああ、このまま邪じや魔まっけなぶんぶん虫三匹びきを伏見に埋うめて、紫ちゃんをお持ち帰りしたいものね」

　ぶんぶん虫三匹──光・葵あおい・六ろく条じようさんは、紫にもふもふして離はなれない朧月夜をあきれ顔で眺ながめている。

「朧月夜さんが、光さんを狙ねらう女め狐ぎつねでないことはわかりましたけど」

「紫ちゃんへの態度、ちょっと常じよう軌きを逸いつしている気がするよね～」

「まあ女の子同士ですので、別にいいですけど」

「でも、わたしたちを虫けら扱あつかいするのはどうかと思うよ～」

「いちいちうるさいわね。妖よう怪かい雌め牛うしと生なま成なり姫ひめは黙だまってなさい」

　朧月夜にとって、紫だけがもふもふすべき仲間で、あとの三人は全員ぶんぶん虫にすぎないらしいのだ。

「ふ、伏見稲荷って意外と都から近いんだね」

「『特報、あの伏見稲荷に謎の御霊を見た！』。歴史的大発見が迫せまっているよ光くん！」

　牛車は鴨かも川がわ沿いに南へと進み、大和やまと大おお路じに入って伏見稲荷へと近づいている。

　伏見稲荷は、もとは先住の民たみが巨きよ岩がんや巨木などを祀まつっていたいにしえの霊れい山ざん、稲荷山。

　その古い霊山を、渡と来らい人じんである六条さんの先祖が新たな神を祀る社やしろへと造り替かえたのだという。

　過去のお話になると突とつ然ぜん上機嫌になる六条さんは語る。

「もともと祀られていた岩などは、そのまま残してあるのよ。そのような古い巨岩や巨木は、龍りゆう脈みやくを流れる気が萌もえいずる神聖な『龍穴』だから～」

　六条さんの先祖って、とにかく平へい安あん京きようとその周辺に神社を建てまくっていたんだなあ、とその底知れぬ財力に光は驚かされるばかり。

「だから伏見稲荷の神官さんたちは、もとを辿たどればわたしと先祖を同じくする人たちなの」

「そうなんだ。六条さんがいてくれれば、伏見稲荷では道に迷うことないね」

「あら光さん。藤ふじ原わら家だって神社やお寺をガンガン建てていますわよ！　最近はいたるところ藤原家が建こん立りゆうした寺社仏閣ばかりですわ！」

「そ、そうだね葵さん。い、今は藤原家に富が集中しているからね」

「しょせん無知無学な成金・藤原家に建てられるものは形だけ。都の発展になんら関係していない空くう虚きよな建物ばかりだわ。ぷっ」

「六条さん？　あなたとはそろそろ、決着をつけねばならないようですわね」

　ごごごごご。

　牛車内に、暗黒の気が満ちはじめていた。

　ぎしぎし。

　牛車の屋形が、暗黒の邪じや気きに圧あつ迫ぱくされて、きしみはじめている。

　光は、どうにかしてこの場の主導権を握にぎらねばならない。

　みんなを放置しておくと、この探検隊を結成したはずの朧月夜は紫をだいしゅきホールドして他ほかの面々をガン無視し続け、暇ひまをもてあました六条さんと葵が抜ぬき差しならない会話をはじめ、暗黒の影かげが忍しのび寄ってくる。

　こういう暗黒の世界とも言うべき修しゆ羅ら場ばを和なごやかな空気に変えてこそ、僕は真に気配りのできる少年になれるんだ、たとえリア充じゆうだと言われようが構うものか、と光は決意した。

「い、稲荷神っていったいなんなんだろうね、みんな！」

　歴史ミステリー大好きな大冒ぼう険けん家の紫が「はっ!?」と興味を示し、紫がつられたので連動して朧月夜が「そういう話なら都の事情通の私にお任せ♪」と食いついてきた。

　そうなると六条さんが「それはもちろん、わたしのご先祖が祀った神さまだからわたしも詳くわしいわよ～」と微笑ほほえみ、暗黒の邪気は六条さんの足あし下もとに収納され、戦う相手を見失った葵も「そういえば、稲荷神ってなんなのかしらね？」と場の空気を読んで同調してきた。

　光は胸を撫なでおろした。

　僕は今、ちょっとした気配りによってこの一いつ触しよく即そく発はつだった牛車内に平安をもたらした。

　これだよ。

　これこそ、風流貴公子・光源氏の真の使命だよ。

「稲荷神は実際には三柱の神さまを総そう称しようして稲荷神と呼んでいるんだよ、源氏の君。もともとは豊作の神さまだよね～」

　ちなみに稲荷神はのちに五柱に増えるのだが、この頃はまだ三柱である。

「稲荷と書くことからわかるように、稲いねの神さまなのですわよ。わが藤原家の荘しよう園えんから美お味いしいお米が採れるのも、稲荷神さまのおかげなのですわ」

「つまり、六条さんのご先祖が稲いな作さくと一いつ緒しよに持ちこんできた外来の神さまってことか。平安京が消費するお米を作る田んぼに気を送ってくれる神なんだね。でもそれって、狐とぜんぜん関係なさそうだよなあ」

「光くん？　まず、もう言ったと思うけど稲荷神は狐じゃないのよ。狐はあくまでも稲荷神のお使いなの。どやっ！」

「でもさ紫。現代では、稲荷神って狐と完全に同一視されていたよ。狐イコールお稲荷さまだとみんな思ってるよね。どうしてだろう？」

「……それは……どうしてだろうね？　うーむ？　アニメの影えい響きようかなにかじゃない？」

「晴明に聞いてみても、たぶん、嘘うそ八はつ百ぴやくを教えられるだろうしね」

　朧月夜が和わ菓が子しをほおばりながら、くすくすと笑った。

「源氏の君？　堂々と祀られている稲荷神よりも、ひっそり埋められている謎の御霊のほうが重大じゃないかしら。伏見稲荷は平安京のすぐ南に位置していて、都と太くて短い龍脈で繋がっている。御霊を祀るには絶好の場所なわけ。あむっ」

「でもなにかひっかかるんだよな。晴明、狐、伏見稲荷。どう考えても密接な関係があるとしか思えない……伏見稲荷は晴明の過去の秘密にまつわる場所なのかも」

　紫が、ぶーと頬ほおをふくらませてから、ため息をついた。

「もしかして光くんは、謎の御霊を捜しているんじゃなくて、晴明ちゃんのことをもっと知りたくて伏見稲荷を探検するつもりじゃないの？」

　どっきいいいん！

　図星かもしれない！

　光は汗あせまみれになった。

「ええっ？　あ、い、いや、そういうつもりじゃないよ紫？」

「おぼろちゃん、光くんってすっごい浮うわ気きものなのよ。わたしという者がありながら、新しく作った愛人の過去を探さぐるためにわたしをこうしてこき使っている鬼き畜ちくなのよ」

「うう。かわいそうに、紫ちゃん。もうこんな狐好きの変態貴公子のことは忘れて、私と一緒に駆かけ落ちしましょう。あむっ」

　ちなみにこの「あむっ」は朧月夜が紫の唇くちびるをついばんでいるのではなく、和菓子を口に放ほうりこんだ音である。

「そうねぇ、おぼろちゃん。そうしちゃおっかな～（ちらっ、ちらっ）」

「意味ありげな目つきで睨にらんでも僕は女の子同士の友情にヤキモチ焼いたりしないからね、紫」

　むしろ、紫と朧月夜がいちゃいちゃ抱きあっている姿を見ているとうっかり（かわいい女の子同士がいちゃつく光景って意外と……いいものかも）などとときめいてしまう自分が、光は嫌きらいであった。

　よりによって、ときめきすぎて鼻がむずむずしてしまうなんて。

「おぼろちゃんは、どうして謎の御霊を捜さがしているのかしら」

「それはね紫ちゃん！　私が、紫ちゃんと同じ趣しゆ味みの持ち主だからよ！」

「つまり、世界の謎と秘密を探検しまくって解き明かしたいわけね！　大冒険家になりたいのね、おぼろちゃんも！」

「そうなの！　紫ちゃんの弟で子しにして！　私ってそこそこ財産があるし、なにしろ都の事情通だから！　お願い、私を弟子に！」

「うむ！　ねこたまに続く助手二号として雇やとってあげてもいいわよ、おぼろちゃんはかわいいし！　抱き抱き」

「し、幸せだわ！　ああ、頭が沸騰しそう……」

「だから朧月夜、その言葉はＮＧワードだって」

　この間、葵と六条さんは、相手を攻こう撃げきする頃ころ合あいを見計らって笑顔で睨み合っていた。




「つ、着いたよ！」

　稲荷いなり山やまのふもと。

　年代ものの鳥居が立ち、山へと続く長い参道が延びている。

　狛こま犬いぬのかわりに、狐の石像が鳥居の左右に侍はべっていた。

　五人と一匹は、牛車をおりた。

「……ほんとに伏見稲荷の秘宝を掘ほり出せば空蝉さんと会えるんだね、朧月夜」

　光が、ひそひそと朧月夜に耳打ちして、念を押した。

「ええ、私は安倍晴明と違ちがって嘘うそは吐つかないわよ」

「それじゃあ山を登って謎なぞの御ご霊りようを捜すか」

「でも、御霊を掘り当てたとして……菅かん公こうの時のように、ご神体が割れて漏もれてこないかしら？」

　六条さんが、心配そうに疑問を口にした。

「だいじょうぶよ生成り姫。御霊を祀る術を会え得とくしているあなたが黒化して暴走しない限り、ご神体は割れないわよ」

　朧月夜が「あーん」と口をあけた紫に和菓子を与あたえながら、微笑んだ。

　六条さんは「そうかもしれないねぇ」と笑っているが、内心ちょっとむっとしたらしく、ゆらゆらと背後に黒い影が揺れはじめている。

「光くん！　伏見稲荷といえば無数に鳥居が連なる千本鳥居。あれが見当たらないね？」

「そういえば、見当たらないな」

「千本の鳥居？　そういうものはここにはないわ、源氏の君」

「そうなのかい、朧月夜」

　真っ赤な鳥居が無限に連なっている現代の伏見稲荷とは違っていた。

　この時代の伏見稲荷は質素で簡素で、自然そのものを崇すう拝はいする霊山そのものだ、社を建てつつも先住民の聖地をできる限りもとの姿のまま残しているんだ、と光は気づいた。

「伏見稲荷の社は、それぞれ稲荷山の上にあるの。稲荷神は三柱だから、一ノ峰みね、二ノ峰、三ノ峰の三か所にあるのよ」

　と六条さん。

「ふむー。その三か所には、たくさんの人が参拝してくるわよね。謎の御霊が隠かくされているとすれば、それ以外の場所かしら？」

　紫が、眉まゆをぎゅっと寄せて真ま面じ目めな表情を作る。

　探検隊の隊長たるもの、現場ではこういう表情でなければいけないと思っているらしい。

「稲荷山には他にもいくつか峰があるわ。あるとすれば、あまり人が来ない他の峰でしょうね。あむっ」

　和菓子を放り投げて器用に食べながら、朧月夜が探検隊の面々に地図を配った。

「三手に分かれて捜しましょう。私は紫ちゃんとかわいい乙女おとめ二人組。雌め牛うしと生成りの物ものの怪け組。そして変態貴公子・源氏の君は一人で。女の子と山の中で二人きりにしたら、おおごとになるものね」

「だから僕はそういうキャラじゃないと言っているじゃないかー！」

「うーん。わたしは光くんとペアで探検したいんだけど～」

「認めませんわ紫さん。隙すきあらば光さんに襲おそいかかろうとしているのは、あなたですもの！」

「わたしも許可しないわよ、うふふ」

　ゆらゆら、と六条さんの背後の影が形を変え、おぞましい鬼おにのような姿になってきた。

「ぐぬぬ。六条ちゃんが加わってから、わたしの旗色は悪くなる一方だわ。ねこたま」

「ご主人さま、いずれ好機が訪おとずれまする。今は我が慢まんの時ですぞ」

　ねこたまが紫の頭の上に乗って、けんめいに主人を励はげますのであった。

「時は来たわ。さあさあ紫ちゃん、朧月夜のお姉さんがいいことしてあげるから、一緒に山に登りまちょうねー♪」

「おぼろちゃんったら、わたしが好きすぎて周りが見えないのね。いやはや美少女アイドルって辛つらいねえ、光くん。かわいすぎるわたしが悪いんだけど、ふう」

「いいけどさ。紫、朧月夜に襲われないようにね」

「光くんクールすぎ！　もうちょっと心配してほしいのに～。ヤキモチ焼くとか～」

「女の子同士なんだから、ヤキモチもなにもない……って、山からなにか出てきたっ!?」

「えっ？」

「なんですの光さんっ？」

　光は、鼻の感覚が犬のように鋭するどい。

　いちはやく、山から出現した物の怪の気配を、その鼻で感じ取ったのだ。

「六条さん、出てきたよ。いったいなにものだろう？」

「うーん。わからないわ」

「ちっ。早くも来たわね！　紫ちゃん、危ないから私の背後に隠れて！」

　朧月夜だけは、なにかが現れるであろうことを予期していたらしい。

　集団だった。

　無数、と言ってもいい。

　ぞわ、ぞわ、ぞわ。

　人ひと形がただ。

　犬ほどの大きさの人形が、ぞろり、ぞろり、と山のあちこちからおりてきたのだ。

　烏え帽ぼ子しを被かぶった、男お雛びな。

　小こ袖そで姿の、女め雛びな。

　水に濡ぬれて、顔が崩くずれているもの。

　黒くろ髪かみが伸のびて地面にまで垂れ下がっているもの。

　目が飛びだしているもの。

　白い歯を剥むきだしているもの。

　異形の人形たちが、光たち一行へと殺さつ到とうしてきたのだ。

　まるで南米のジャングルに出現する殺人蟻ありの集団のように。

　あたり一面を、人形たちが覆おおい尽つくしていた。

「なななななんだ、どうなっているんだっ!?」

　これほど大勢の物の怪を、光は見たことがない。

　鼻の感覚がおかしくなりそうだった。

　しかも。

　通りかかった不幸な犬が一匹、人形たちの群れの中に包み込まれてしまった。

　ざざざざざざ。

　人形どもが犬にまとわりつき、埋うめ尽くし、そして──あとに残ったものは、哀あわれな犬の骨だけだった。

　この無数の人形どもは、肉を喰くらうらしい。

「うわああああ！　すごいね光くん！　完全に和ホラー映画の一シーンだわ！」

「紫、喜んでいる場合じゃない！　これは殺人蟻やピラニアのような連中だ、たかられたら喰われるぞ！」

「わたくしの弓では対処不可能な数ですわ！　六条さん、生いき霊りようを飛ばして追い散らしてくださいますっ!?」

「葵さん？　生き霊さんは、わたしの思い通りには動かせないのよ？　わたしが憎にくい、呪のろいたい、滅ほろぼしたい、仇あだを為なしたいと激しく嫉しつ妬との炎ほのおに身を焦こがさない限り、生き霊さんは働いてくれないの」

「ああもう、鬱うつ陶とうしいだけで役に立たない女ですわねっ！」

「そうだわ。葵さんが人形たちに食い殺されれば、わたし、悲しみのあまり生き霊さんを繰くりだせるかも？」

「じょじょじょ冗じよう談だんじゃありませんわ！」

　葵と六条さんは「どうぞどうぞ」「いえいえ、どうぞどうぞ」と押し合っている。

「なんというあさましい仲間割れなんだ。僕はにわかに出家したくなってきた」

「そんな厭えん世せい的な台詞せりふを口にしてる場合じゃないよ光くん！　ヒーローらしく戦って！」

「紫。朧月夜がいるじゃないか。この事態をあらかじめ予想していたみたいだし、余よ裕ゆうしゃくしゃくだし、きっと強いよ」

「源氏の君？　私はやんごとなきお姫ひめさまよ？　お菓か子しを投げて一体ずつ倒たおすくらいしかできないわよ」

　朧月夜が、光にすべてをぶん投げた。

「えええええ!?」

「あなた、貴公子づらしているけど安倍晴明の式しき神がみなんでしょう。追い払はらってよ」

「僕がっ？」

「そう。私はそのすきに、紫ちゃんを安全な場所へ誘ゆう導どうするから。こっちよ、紫ちゃん！」

　朧月夜は、和菓子を投げて山道を切り拓ひらくと、紫を背負って山頂へと駆かけ上がっていった。

　どうして危険な山に入っちゃうんだよ、いったん山から離はなれようよ、と光が叫さけんだが、朧月夜は聞いていない。

　紫も「こんな罠わながあるということは、ほんとうにお宝が眠ねむっている山なんだわ！　謎の御霊を目指してＧＯＧＯ！」と退ひくつもりがまるでなかった。

「インディ・ジョーンズの映画だって、お宝の周囲には一〇〇％罠がはられているでしょ！　伏見稲荷に謎の御霊は存在する！　これで確定だわ！」

　ノリノリであった。

　そして朧月夜の足の速さは、異常だった。

　紫を背負ったせいか通常の三倍の速度でぐんぐんと山道を駆け上って、たちまち見えなくなってしまった。

「行っちゃったよ!?　あーもう、しょうがないなあー！」

「光さん、わたくしこのままでは六条さんの生き霊を発動させるための生いけ贄にえにされてしまいますの！　哀れと思おぼし召めしでしたら、お助けになって！」

「葵さん？　さあさあ、どうぞどうぞ。わたしと源氏の君を救うために、人形どもの中へ飛び込んでくれるよね～」

「あーれー。おやめになって、押さないでくださいまし～！」

「どーぞ、どーぞ」

　人形どもも怖こわいけど、透すきとおった笑え顔がおで葵さんの背中を押しまくる六条さんのほうがもっと怖い、と光は思った。

「ここは僕が龍りゆう穴けつ結界を発動させて時間を稼かせぐから、葵さんと六条さんは山の中へ隠れてくれ！」

「山の中へ？　山から立ち去ったほうがよさそうですわよ」

「紫が朧月夜に背負われて山に入っちゃった。連れ戻もどさないといけない。人形どもを振ふり切ったら、山の中で合流しよう」

「わかりましたわ！　光さん、ご無事で！」

「うーん。源氏の君、一人でだいじょうぶ？」

「まあ、なんとかね」

　光は掌てのひらをかざして「龍穴結界」を発動し、人形たちの邪じや気きを次々と吸い取って薙なぎ倒しはじめた。

「ありがとう源氏の君！」

「いちばん高い一ノ峰まで登るのはたいへんそうですわ。三ノ峰で合流しましょう！」

「わかった。さあ、かかってこい物の怪ども！」

　光が空中から邪気を吸っている隙に、葵と六条さんもまたようやく包ほう囲い網もうを脱だつして山中へと隠れることができた。




　一人になった。

　だが光を囲む人形の数は、まるで減らない。

「人形たちに連なる気の流れの根元は太い大河のようになっていて、簡単につかむことができる。でも、これじゃキリがない！」

　人形の数は多いが、どうやら、人形を操あやつっている気の出所は一か所らしい。

　だから、空中に太い龍脈──気の大河が、通っているのだ。

　今、光はその龍脈に手を押し合てて、人形に供給されている気を吸収し続けている。

　気の源流になっている大本を叩たたかないと、果てしなく続くことになりそうだった。

　しかも、人形どもを操る敵の気は、あの芦屋道満に勝まさるとも劣おとらぬ膨ぼう大だいな量を誇ほこっているらしい。

「いてっ!?」

　数体の人形が、光の足あし下もとにしがみついて、歯を立ててきた。

「しまった！」

　足に走った痛みのせいで。

　集中力が、途と切ぎれた。

　光にまとわりついてきた人形どもが、いっせいに怪け鳥ちようの如ごときカン高い奇き声せいをあげた。

「光源氏」

「源氏の君」

「裏切ったな」

「安倍晴明を裏切ったな」

「始末する」

「伏ふし見み稲荷いなりに入り込んだお前を」

「裏切り者とみなす」

「始末する」

「喰らい尽くす」

　口々に、わめいている。

　光には、人形どもがなにを言っているのか、その意味がわからない。

「僕が晴明を裏切った？　なんのことだよ？」

　もしかして、こいつらは晴明の式神なのか？

　いや、晴明は式神に人間や動物を食い殺すような真ま似ねは決してさせない。

　では、この人形たちを操っている者は、はたして誰だれなのか。

　なぜ、僕を「安倍晴明を裏切った」と断じてくるのか。

　なにもかもが、謎なぞだった。

　なぜ、伏見稲荷に来たことが、「安倍晴明を裏切った」ことになるのか。

　伏見稲荷に隠かくされている謎の御ご霊りようと、なにか関係があるのか。

　晴明と伏見稲荷の関係とは。

　狐きつね──？

（でも、稲荷神は狐ではないと朧月夜は言っていた。紫も、狐は稲荷神本体ではなく、稲荷神の使者だと。それに晴明は、稲荷神社が嫌きらいだといつも言っているし──）

　私の前で、稲荷神社の話をするな光。

　何度も、そう言われた記き憶おくがある。

（待てよ。好きの反対は嫌いじゃない。無関心、だ。わざわざ嫌っているということは、晴明と伏見稲荷には過去になんらかの因いん縁ねんが──!?）

　しかし、人ひと形がたどもが吐はいた言葉についてそれ以上考えている暇ひまはなかった。

　物理的な危機が迫せまっていた。

　光は、人形どもに襲おそいかかられ、その重みで押しつぶされそうになっていた。

　もう一度龍脈をつかもうと手を伸ばすが、その手にも無数の人形たちがたかってきて、つかむことができない。

　敵が、強すぎる。

　最近、六条さんのおかげで物ものの怪けがぜんぜん寄りつかなかったから、勘かんが鈍にぶっていたのかもしれない。

　小さな人形ばかりだから、どうにかなる、と考えていた光の計算は間ま違ちがっていたらしい。

　数が多いということは、それだけで有利になるのだ。

　ダメだ。

　抵てい抗こうできない。

　身体からだが押しつぶされる。

　喰われる……！

　ああ。

　晴明がいないところで、また僕は、余計な呪しゆを結んでしまったのだろうか。

　霊れい剣けんを造っている晴明の帰りを、じっと待つ。

　晴明が自ら過去を語ってくれるまで、黙だまって待ち続ける。

　そんな選せん択たく肢しも、あったのではないだろうか。

　僕はどうして、晴明のことになると、冷静ではいられなくなるのだろうか。どうして、これほどにもどかしい気持ちになって、じっとしていられなくなるのだろうか。

　がぶり。

　腕うでに、かみつかれた。

　激痛が走った。

「うわ……うわあああああああ！」

　光は、叫んでいた。

　僕は絶対に晴明を裏切ったりしない。

「僕は晴明の敵じゃない！　空蝉という人に会いたいんだ！」

　その声は、届いたのか、それとも届かなかったのか。

　光の意識はそこで途切れた。




　　　　[image: ほし]




「光くんたち、大だい丈じよう夫ぶかしら？」

　朧月夜に背負われて山を登っていた紫が、心配そうに声をあげた。

「源氏の君がいれば問題ないわ。あむっ」

　和わ菓が子しを口に放ほうり投げながら、朧月夜が微笑ほほえむ。

　朧月夜はやんごとなき姫ひめとは思えぬ脚きやく力りよくで、紫を背負ったまますさまじい速度を出して山道を駆かけ上っていた。

「ほんとに？　光くんって、強いけどツメが甘いのよ？」

「残念ながら、あいつはだいじょうぶよ。むしろ紫ちゃんのほうが危険かも」

「どうして？」

「その源氏の君と離はなれちゃってるからよ」

「あーっ!?」

「でも、だいじょうぶ！　もし空蝉が襲ってきても、私が守ってあげゆ！」

「え、空蝉って誰？」

　しまった。

　愛いとしの紫と二人きりになれた嬉うれしさのあまり、朧月夜はつい口を滑すべらせてしまった。

　そして紫は、全身が好こう奇き心しんのかたまり。

　さっそく質問攻ぜめがはじまった。

「空蝉って聞いたことがある！　晴明ちゃんの過去を知っている人なんでしょう？」

「人じゃなくて物の怪なの？」

「伏見稲荷の御霊を守っている妖よう怪かいかなにかなのっ？」

「ねえ、おぼろちゃん。教えて教えて教えて教えて教えて教えて教えて教えて教えて」

「ねえねえ、おねがーい！」

　背中に抱だきつかれ、さんざんおねだりされてしまうと、朧月夜はもう抵抗できなかった。

　山道を駆け、鼻血をたらたらと流しながら、うっかり白状してしまった。

「う、空蝉は、安倍晴明・芦屋道満と並ぶあやかしの術者なの」

「魔ま界かい都市平安京のビッグスリーなのね！」

「でも空蝉には会おうとしても会えるものではないの」

「ふむふむ。そこまではわたしも知っているわ」

「伏見稲荷に隠されている謎の御霊を掘ほり出せば、空蝉は御霊を守るために出現する。空蝉が御霊を埋うめて盗ぬすまれぬよう見張っているから──だから、この探検隊が結成されたわけ」

「じゃ、御霊発はつ掘くつが目的じゃなくて、空蝉という人に会うのが目的だったの？」

「源氏の君の使命は御霊捜しだけど、空蝉にも会いたがっていたの」

　耳元に紫の甘い息がかかるたびに、朧月夜は「ううううかわいいいい」と全身をしびれさせている。

「光くんが、空蝉に用事？　もしかして空蝉ってまたしても美少女なのっ!?　浮うわ気きなのっ？」

「……う、浮気じゃないだろうけれど。でも、もしかしたら」

「もしかしたら？」

「空蝉は、安倍晴明の過去に詳くわしいから。源氏の君は安倍晴明という女の子に自分でも気づかないままに強く惹ひかれていて、でも安倍晴明は自分の過去を語ろうとしない嘘うそ吐つき娘むすめだし、しかも霊剣造りのためにしばらく会えないから、源氏の君はもどかしさのあまり空蝉に会おうとしているのかも」

「えええええ」

「源氏の君はちょうど、朱雀すざく帝ていから、謎の御霊を見つけて掘り出せという極ごく秘ひ任務を受けているし。それが源氏の君の表の目的で、裏の目的というか彼の本心は、空蝉を通じて安倍晴明の過去に少しでも近づきたいのよ」

　朧月夜は、紫に逆らえないらしい。

　言い当てなくてもいい真相まで、言い当ててしまった。

「そ、それはおぼろちゃんの推理でしょ？」

「そうだけど、でも、源氏の君は空蝉を捜さがしていることをあなたに教えないでほしいって言っていたわ。だからもしかするとそうなんじゃないかって」

　紫が、ぐすっ、と鼻をすすりはじめた。

「うう……光くん……自分は晴明ちゃんとこの都に居残って、わたしだけを現代に帰すつもりなんだわ」

「ま、まさか？」

「そうよ。だって光くんは、現代に帰るつもりがなさそうなんだもん。わたしだけにぶぶ漬づけを出して平安京から追い返すつもりなんだわ……！」

「そんな。私が絶対にそんなことさせないからだいじょうぶよ紫ちゃん！」

「だって、わたし、平安京に来てから脇わき役やくなんだもん。光くんは晴明ちゃんや他ほかの女の子たちと仲良くなっちゃって、私と結けつ婚こんするという将来設計をすっかり忘れてるんだもん。この世界に来てモテるようになった光くんにとって、古なじみのわたしはもう用済みな女なんだわ。ぐすっ……」

「そ、そんなことはないわ！　あの変態貴公子のどこがいいのか私にはぜんぜんわからないけれど、あなたが源氏の君と結ばれたいというのなら協力するわよ紫ちゃん！」

「ほんとに？　ぐすん」

「もちろんよ！　私は紫ちゃんを熱ねつ烈れつに押おし倒たおしたい、いえ、お慕したいしているもの！」

「ありがとう、おぼろちゃん。持つべき者は友達だね、うるうる」

「あなたの敵を排はい除じよしてあげゆ！　源氏の君にまとわりついている安倍晴明、妖よう怪かい雌め牛うし、生なま成なり姫。この三匹びきのぶんぶん虫を闇やみに葬ほうむればいいのね、紫ちゃん！」

「いや闇に葬っちゃダメなんだけどね、おぼろちゃん」

「憎にくい敵たちをかばうだなんて、紫ちゃんってなんて優やさしいのかしら」

　紫にむぎゅーと背後から抱だきしめられた朧月夜は、出血多量で死にそうになっていた。

　でも本人は「……幸せだわ……」と恍こう惚こつの表情で震ふるえているので、これでいいのかもしれない。

「ご主人さま。朧月夜どの。なにか建物がありますぞ」

　二人の頭上を舞まっていたねこたまが、丸い手を振ふりながら声をあげた。

　峰みねへと登りきっていた。

　霊山・稲荷いなり山やまにはいくつかの峰がある。

　三さん位み一体の神を祀まつる社やしろは、一ノ峰・二ノ峰・三ノ峰にそれぞれ建っているという。

　しかしこの峰は、そのどれでもなかった。

「ここは……」

「命みよう婦ぶ峰よ、紫ちゃん」

「命婦峰？」

「そう。本来は、なにも祀られていないはずの峰。地図にも描えがかれていない。でも、やってきてみると、ひっそりと社が建っていた」

「ということは。おぼろちゃん。ここに、謎なぞの御ご霊りようが？」

「ええ。当たりだったみたい」

　紫は、朧月夜の背中からおりた。

　二人で並んで、命婦峰の謎の社へと接近していく。

　ねこたまは、二人に先行して社の周囲をくるくると回りながら、「ぴくぴく」とふにふにの身体を痙けい攣れんさせている。

「むーん。ただならぬ霊気ですぞ、ご主人さま。ご注意あれ」

「伏見稲荷に眠ねむる謎の御霊は実在したのね、ねこたま！」

「霊気は一体ではござらぬ。とてつもない気を持つものが、複数おりまする」

「複数？」

「社の中に神が祀られているだけでなく、社の裏側にもなにかが祀られている模様ですな」

「社そのものが世間には知られていないのに、さらにその裏にも？　それよ、それこそが問題の謎の御霊だわねこたま！　偉えらいっ」

「にゃんと。ご主人さまにほめられました！　もうこのねこたま、この世に未練なし！　ご主人さまの手で地中に埋めていただき即そく身しん成じよう仏ぶつしようと思いまする！」

「ねこたま？　あんたもう死んでるでしょ？」

「紫ちゃん。社の中の神は置いておいて、裏を捜しましょう。きっとそれが謎の御霊よ」

　二人と一いつ匹ぴきは、社の裏側にまわった。

　裏は鬱うつ蒼そうとした森である。

　小さな小さな鳥居が、森の大木の根元に、ぽつん、と建っていた。

　鳥居は、ねこたまがくぐれないほどに小さい。

「おぼろちゃん。この小さな鳥居の下に、謎の御霊が……ごくり」

「たぶんね」

「すさまじい霊気ですぞ。ぶるぶる」

「この御霊を掘り出したら、空蝉が現れるのよね。すると光くんと晴明ちゃんのフラグが成立して、わたしは現代に帰ることに」

「だいじょうぶ紫ちゃん。源氏の君がここに到とう着ちやくする前に、空蝉にぶぶ漬けを出して帰ってもらえばいいのよ」

「そっかあ、そうよね！　それじゃ掘ってみようっ！」

　紫は、水を得た魚のような勢いで発はつ掘くつを開始した。

「すごいわ。怖おそれることを知らないのね、紫ちゃんって。素す敵てきだわ」

「うん！　世界の謎を暴あばくためだもん！　危なくなったら、きっと光くんが助けに来てくれるしね！」

「とんでもない気の量ですぞ。それがしはおそろしくて死んでしまいそうですぞ」

「ねこたまはもう死んでるから、だいじょうぶだってば」

　遠えん慮りよなく全力でざくざくと掘っているうちに……。

　カキン。

　紫が土の中に差し込んだ鍬くわが、なにかに当たった。

「金属の手て応ごたえだわ！」

「紫ちゃん。きっとそれが、正体不明の謎の御霊よ」

「さすがはご主人さま。適当に掘っているかのように見えましたが、たちまち掘り当てましたな」

「これ以上は危ないから、紫ちゃんはさがって。私が掘り起こすわ」

「そう？　危なくないわよ」

「ううん。危ないわ。空蝉が襲おそってくるかもしれない」
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　三ノ峰まで登った葵と六条さんは、光が合流してくるのをしばし待っていた。

　しかし、光は登ってこない。

「……来ませんわね」

「もしかしてあの人ひと形がたたちに苦戦しているのではないかしら」

「まあ。光さんは、平安京最強の式しき神がみですのよ。そのような不ふ手て際ぎわなどありえませんわ」

「弘こう法ぼうも筆の誤り、ということわざもあるし。源氏の君に万一のことがあったら」

「……まさか」

　葵が、にわかにそわそわしはじめて、立ちあがった。

「……行ってみます？」

「そうね。もし源氏の君が苦戦していたら、こんどこそわたしの生いき霊りようを目覚めさせるために生いけ贄にえになってくれる？　うふふ」

「ええ。光さんが苦戦していたら、構いませんわよ」

「あら、本気で言っているのね。さすがね～、葵さん」

「わたくしは光さんの許婚いいなずけですもの、当然ですわよ。おーほほほ！」

「言霊ことだま遣つかいのわたしに対して約束という呪しゆを結んだ以上、もう取り消せないわよ？」

「……と、当然ですわよ、お、ほ……ほ……って、あなたはもしや最初からわたくしを闇に葬るのが目的なのではっ!?」

「そんなことないわよ？」

　二人は、びりびりと睨にらみ合いながら、登ってきた道を下りはじめた。

　山の入り口にまで戻もどってみると。

　光の姿は、見えない。

　いや。

　無数の人形に襲われて、人形の群れの中に埋まい没ぼつしてしまっていた。

「ひ、光さんっ!?」

　葵が、あわてて人形の群れの中に矢を放つ。

　ばんっ。

　十体ほどの人形を吹ふき飛ばしたが、多勢に無勢だった。

　ごくごく一部の人形を祓はらったところで、まるで効いていない。

「ああ、なんてこと。光さんが食べられてしまいましたわ！」

「……葵さん……あなたの生贄は不要になっちゃった……」

　ずごごごごごご。

「殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死死!!」

　衝しよう撃げきと悲しみのあまり、人形の山の前で膝ひざをついてしまった六条さん。

　その背後から、どす黒い鬼おにの影かげが立ちのぼり、光の亡なき骸がらごと人形どもの群れをその暗黒の邪じや気きで侵しん食しよくしようと暴れはじめた──。

「ちょっとお待ちになってええ！　わたくしまで飲みこまれていますわ、あーれー！」

　葵も巻きこまれて暗黒の邪気に襲われているが、光を失ってブチ切れている六条さんには聞こえていない。

　しかし。

　この時。

　人形たちが、いっせいに、カン高い声をあげて叫さけんでいた。

「晴明の血だ」

「この者の身体からだには」

「晴明の血が流れている」

「夢ではなかったのだ」

「夢じゃなかった」

「この者の身体を」

「傷つけてはならぬ」

「命を」

「奪うばってはならぬ」

　ざざざっ……！

　引き潮のように、人形どもが退ひいていく。

　光の身体から、離はなれていく。

「光さん！」

「源氏の君！」

　葵と、正気に戻った白い六条さんが、光のもとへ駆かけつけた。

　光は、生きていた。

　手や足にいくつか噛かまれた傷がつき、赤い血が傷口からわずかに流れていたが、命には別状がないようだ。

「……う……ん……あれ？　僕、生きてる？」

　二人に抱だき起こされた光は、まだ事態を把は握あくできていない。

「なにがどうなってるんだ？」

「ご覧なさい光さん。人形たちが、勝手に退いていきますわ！　きっと藤原家の高貴な姫ひめであるわたくしの矢が効きましたのね！」

「違ちがうよ葵さん？　人形さんたちはわたしの生き霊に恐おそれをなしたのよ」

「わたくしが愛を込こめた矢の勝利ですわっ！」

「わたしの怨おん念ねんに満ちた生き霊の勝利だよ」

「ちょっとちょっと。二人とも、どうしてケンカしてるんだよっ？　人形たちはどこへ向かっているんだっ？」

　光は、退いていく人形たちを追いかけようと立ちあがった。

　全身が痛むが、動けなくなるような致ち命めい傷しようは負っていない。

　人形たちは、口々に叫んでいる。

「命婦峰に辿たどり着かれた」

「ぬかった」

「光源氏は囮おとりだった」

「辿り着かれたのであれば」

「即そつ刻こくに」

「光源氏を始末しなければ」

「それはできない」

「光源氏を傷つけてはならない」

「光源氏を殺してはならない」

「だが」

「もしも命婦峰からあれを掘ほり出されたら」

「どうなるのだ」

「都はどうなるのだ」

「民たみ草くさはどうなるのだ」

「あの者を止めるのだ」

「あれを掘り出そうとしているあの者を止めよ」

「止めるのだ」

　叫びながら、山やま肌はだを登り、どんどん突つき進んでいく。

　光は掌てのひらをかざして「龍りゆう穴けつ結界！」と叫んだが、もう、人形たちとのあいだに距きよ離りがありすぎて気を吸い取れない。

「まあまあ。人形どもが目標を変えたようですわ。いったいどうなっていますの？」

「葵さん、わからない。人形たちは、命婦峰へと向かっている」

「もしかして、紫ちゃんと朧月夜さんが命婦峰に登っているんじゃないかしら？」

　六条さんが、朗ほがらかな笑え顔がおでそう言いだした。

「だって、三ノ峰にはあの二人、来なかったでしょう？」

「そういえば山を登り下りしているあいだ、あの二人に一度も会っていませんわね」

「三ノ峰には登らず、命婦峰のほうに登ったんじゃないかな？」

「だとすると命婦峰にいる紫と朧月夜が危ない！　追いかけて、人形たちを蹴け散ちらそう！」

　三人は、人形の群れを追って、山を登りはじめた。

　人形たちは道を通らない。木と木の間を這はいながら、険しい山肌を直接登っていく。

　光は「あの小さな人形たちを人間の足で追うのは難しい。少し遠回りになるけれど、命婦峰へ連なる山道を通ろう！」と先頭を切って走った。

　人形との戦いでいったんは体力が尽つきた光だが、晴明の血が身体に流れているせいか、それとも紫たちの危機を前にしたせいか、再び体力が戻っている。

「わ、わたくし、山道は苦手ですの……馬、馬がなければ……しくしくしく」

　葵は完全に足に来てしまったらしく、泣きながらけんめいに光のあとを追う。

「ふふ。藤原家のお姫さまはダメだね～。わたしなんてあと四往復くらいできるよ～？」

　余よ裕ゆうの笑みを浮うかべている六条さんはしかし、自分の足で登っているのではなかった。

「六条さん！　あなたは、暗黒の邪気に山肌を這わせて、その邪気の上に座っているだけではありませんか！」

「ん～？　なんのこと～？」

「いつも部屋にひきこもっている運動不足の学者がこの険しい稲荷いなり山やまを平然と登りおりしているなんて、おかしいと思っていたのですわ！　あなた、ほんとうはその鬼みたいな暗黒の邪気を自在に操あやつれるのですわね！」

「そんなことないわよ～？　わたしは白くて純真な罪のない女の子よ？　暗黒邪気を操るだなんて。葵さん、言いがかりはよしてほしいんだけど～」

「いーえ、あやしいですわっ！」

「二人とも、ケンカしている場合じゃないから！」

　駆けながら、光は、やっと気づいた。

　やはり、人形たちの気の大本は、一つである。

　一本の太い龍脈が、稲荷山の山肌から天へと伸のびているのが見えた。

　まるでユグドラシルの樹きのような、太い太い幹のような龍脈だった。

　その巨きよ大だいな龍脈から、枝のように細い無数の流れが、人形たち一体一体へと連なっているのが見えた。

　龍脈の先せん端たんは天空に覆おおわれた雲に隠かくれ、どこから伸びているのかがわからない。

　人ひと形がた遣つかいがどこからか膨ぼう大だいな気を稲荷山へ送って、無数の人形を遠えん隔かく操作しているのだ。

　それにしても。

　なんという、膨大な気の量なのか。

　なんという、精せい緻ちさなのか。

　これほどの気を遠隔地から送り込んで自在に操れる術者は、限られているはずだ。

「そうか。きっとあの人形たちを操っている人形遣いの名が、空蝉なんだ！」

　光は、やっと悟さとった。

「人形遣いの空蝉が、伏見稲荷に埋うめられている謎なぞの御ご霊りようを守っていたんだ」

　空蝉に会うために探検隊を組織した僕のせいで、紫と朧月夜が危機に陥おちいってしまった。

　ただ空蝉にもとの世界への帰り道を尋たずねるためにはじめた探検が、なぜか空蝉さんを怒おこらせ、紫を危地に陥おとしいれてしまったらしい。

　こうしているあいだにも、自じ称しよう大冒ぼう険けん家の紫が無む邪じや気きにはしゃぎながら御霊を掘り起こしている姿が目に浮かぶ。

　朧月夜は和わ菓が子しを投げる以外に戦うすべを持たないお姫さまだし、紫にはねこたましかいない。

　いくら物ものの怪けに懐なつかれる紫でも、人形遣いを無力化するのは無理だ。

　なぜなら空蝉は、ずっと遠くの場所から人形を遠隔操作しているからだ。

　おそらく人形たちは、空蝉の術によって特定の命令を刷り込まれ、その命令に沿って自動的に動いている。

　人形たちは、だから、心を持たない。

　紫の笑顔に懐いてしまうことはない。

「すぐに行く、紫！」




「それに触ふれてはならない」

「封ふう印いんを解けば」

「この国に大いなる災わざわいをもたらす」

「封印を解くな」

「触れてはならない」

「誰だれにも許されない」

　命婦峰で、新たな戦いがはじまっていた。

　光から離れた人形たちが、おそるべき速度で山を登り、地中の御霊を今まさに掘り出そうとしていた紫と朧月夜に襲おそいかかっていたのだ。

　朧月夜は紫を背負い、岩から岩へと飛んで迫せまり来る人形の群れをけんめいに避よけていた。

「紫ちゃん。こいつら、数が多すぎるわ」

「ご主人さま、なんですかこの人形どもは。不気味ですぞ」

「たしかにかわいくない人形ばかりだけど、ねこたま、この子たちを不気味がるのはかわいそうよ」

「にゃんと。ご主人さまはかような物の怪どもにまで慈じ悲ひの心を。お優やさしいですな」

「きっと、子供に飽あきられてこの神社に捨てられた人形たちが、人ひと恋こいしさのあまり魂たましいを持って動きはじめたのよ。悪いのは人形をすてた子供たちなのよ。くすん」

「……付つく喪も神がみでありまするな。もののあはれですなあ、ご主人さま」

「もののあはれよねえ、ねこたま」

「紫ちゃん、こいつらはそういうものじゃないわ！」

「えー。おぼろちゃん、違うの？」

「この岩の上で待っていて。蹴散らしてくる」

　朧月夜は紫を安全な巨きよ岩がんの上に座らせると、続々と這いよってくる無数の人形たちの中へと舞まい降りていた。

「もう遅おそい、手て遅おくれよ空蝉！」

　着地する寸前に、足あし下もとへと呪じゆ符ふを投げつける。

　ばんっ。

　呪符が、爆はぜた。

　爆ばく発はつに巻きこまれた人形たちが蹴散らされ、地表が見えた。

　朧月夜が、ふわり、とその地表の上に小さな足をおろした。

「いくら数を揃そろえても、あなた自身がこの場にいないのであれば、人形など木こっ端ぱ同然よ」

　その表情は自信に満ちている。

　紫は驚おどろいた。

　強い。

　和菓子を投げることしかできないと言っていたはずの朧月夜が、迫り来る人形たちをまったく寄せ付けない。

　朧月夜に近づいた人形は、瞬しゆん時じに焼け焦こげて灰になってしまう。

　まるで朧月夜が自らの身体からだの周囲に、雷かみなりの結界を張り巡めぐらせたかのようだった──。

　だが。

「封印を破る力を持つ者は」

「この者ではない」

「磐いわ座くらの上に座る、あの娘むすめか」

「あの娘を喰くらうか」

「喰らおう」

　人形たちは朧月夜を捨てて、巨岩の上にちょこんと座って「見て！　すごいわ、ねこたま！　この場にケータイさえあれば動画をアップできるのに！」と騒さわいでいる紫へと襲いかかろうとしていた。

「しまった。紫ちゃんを背負っておくべきだったわ！」

　朧月夜は、紫の身を案じるあまり、致ち命めい的てきなミスを犯おかしていた。

　紫を戦いに巻きこみたくないあまり、紫と距離を取ってしまったのだ。

　朧月夜が張った結界は、紫にまでは及およんでいない。

「紫ちゃん！」

「来ちゃダメ！　これは罠わなよ、おぼろちゃん！」

　朧月夜が、再び跳とんだ。

　紫のもとへ。

　罠だろうがなんだろうが、朧月夜には関係がなかった。

　その瞬間、朧月夜は自分の身を守る結界を解除しなければならなかった。

「今だ」

「今だ」

「今だ」

　紫が座っている巨岩を登っていた人形たちが、宙を跳ぶ朧月夜へといっせいに反転して歯を剥むき、襲いかかってくる。

「くっ!?」

　ばんっ！

　爆ぜた。

　空中で、朧月夜と人形の群れが激げき突とつし、爆発が起きた。

　人形どもが自爆したのだ。

「おぼろちゃん!?」

「……う……」

　爆風を浴びてぼろぼろになった朧月夜が、地面に激突した。

　高貴な姫ひめぎみらしい着物が、焼け焦げて破れてしまっている。

　だが、爆発した人形の数は、数十体にすぎない。

　まだ数百いや数千もの人形が、倒たおれ伏ふした朧月夜の周囲に蠢うごめいている。

「とどめを」

「とどめを」

「とどめを」

　紫にはどうすることもできない。

　人形たちには、自分の意思も魂もなかった。

　文字通りの、操り人形なのだ。

　しかも、人形の主人マスターはこの場にはいないらしい。

　人形たちは言霊プログラムによって自動操作されているようだった。

「おぼろちゃん！」

　朧月夜が、人形の群れに飲みこまれようとしていた。

「光くん、早く来て！　おぼろちゃんを守って！」

　紫の声が──。




　届いた。

　光のもとに。

「紫！　無事か！」

　光が、命みよう婦ぶ峰みねに到とう着ちやくしたのだ。

「おお。来ましたぞ、ご主人さま！」

「さすが光くんだね！　お願い、おぼろちゃんを守って！」

「わかった！」

「わたしを守るために、やられちゃったの！」

「これは照れている場合じゃないな──行け！　あらぶれ、オレの龍りゆう穴けつ結界！」

　一いつ緒しよに山道を登ってきた葵が弓で、六条さんが生いき霊りようのようなまがまがしいなにかで、光を背後から援えん護ごしてくれている。

　光は、掌てのひらをかざして片かたっ端ぱしから人形の背中から伸のびている龍脈の枝を刈かり取り、人形の波の中を突とつ破ぱした。

「朧月夜！　だいじょうぶか!?」

　朧月夜の身体を抱だきあげる。

「……紫ちゃんは……」

「無事だ。きみが守ってくれたおかげだよ、ありがとう」

「……そう……よかった」

　常人ならば生きていられないほどのダメージを、朧月夜は負っていた。

　光は朧月夜をかばいながら、掌を天空へと向けてかざした──空を覆おおう雲の海から地上へ向かって伸びている、宇宙樹ユグドラシルの如ごとき太い気の幹へと。

　太い。

　信じがたいほどに太く、長い気のかたまり。

　伏ふし見み稲荷いなりの御ご霊りようを守護する者が放つ、信じがたいほどの巨きよ大だいな気。

「このままじゃらちがあかない。人ひと形がたたちに気を送っているあの幹を涸かれさせる！」

「……やめなさい。あれは。空蝉は、人間の手に負えないわ」

「だが。やらなければ、きみも紫も助からない！　行け、『龍穴結界』！」

　光が叫さけび、ユグドラシルの如き気の幹に狙ねらいを定め、虚こ空くうへの吸収を試みた。

　流れてきた。

　膨ぼう大だいな量の気だった。

　芦屋道満以上かもしれなかった。

「光くん、無理しちゃダメよ！」

「光さん……」

「さすがだわ源氏の君」

　本体の幹が龍穴結界に吸い寄せられて、流れが崩くずれ乱れていく中。

　細い糸のような根で幹に繋つながっていた人形たちが、その根がちぎられると同時に吹ふき飛ばされていく。

　光の掌がすさまじい速度で幹から気を吸い込む中、命婦峰に突とつ風ぷうが巻き起こっている。

「空蝉！　僕たちは戦いに来たんじゃない！　なぜ僕たちを襲うのか、理由があるのならば教えてくれ！」

　光は、内心で叫んでいた。

　うわあ。

　僕の右目から、なぜか、血の涙なみだが溢あふれてきた。

　これは、まずい。

　吸い込むにも気の量が多すぎる。

　空蝉はどうも、いわゆる普ふ通つうの人間ではないらしい。

　こういう時にどうすればいいかって？

　もっともっと空蝉の気を吸い取ってしまうしかない！

　どこか遠くの地にいる空蝉の本体が音をあげるまで！

「眠ねむっているのか、空蝉？　目を覚まして、出てきてくれ！」

「もういいから、やめなさい源氏の君！」

　片かた腕うでで抱かれていた朧月夜が、光の首にしがみついて、止めようとした。

「空蝉が襲おそってくることを知りながら御霊を掘ほろうとしたのは私なの！」

「朧月夜一人が悪いんじゃない。空蝉にもっとも会いたがっていたのは僕だ。僕たちは同じ紫探検隊の仲間だろう」

「……源氏の君。違ちがうの。私は……」

「きみはそんなにぼろぼろになるまで、紫を守ってくれたじゃないか。だから僕もきみを守るよ」

　右の目め尻じりから鮮せん血けつをしたたらせながら、光が言った。

　朧月夜は、声を詰つまらせて、返事ができないでいる。

　そして。

　人形の群れの中から。

　ついに、空蝉がその姿を現した。

　空蝉は。

　ボロを着た、小こ柄がらな童女だった。




「われてしまうよ、われてしまうよ」




「きみは……!?」




　その声、そのボロを着た小さな身体。

　光は平安京に来てから何度か、会ったことがある。

　この、あやしの童女に。




　　　　[image: ほし]




「──急きゆう々きゆう如によ律りつ令りよう。これで、護ご身しん剣けんと破は敵てき剣けん。それぞれに霊れい気きを吹き込めた」

　晴明は片かた肌はだを脱ぬいで、鍛か冶じ場の隅すみっこに座りこんでいた。

　暑くて、汗あせをかきすぎて、我が慢まんできなくなったのだ。

　見ている者は、姉弟で子しの賀茂保憲しかいない。

　この鍛冶場に、晴明と保憲は二人きりで十日ほども泊とまり込んでいる。

「少々急ぎ足だったが、私にできる仕事はここまでだ。保憲」

「ご苦労さま、晴明。剣を武具として完成させる仕事は、あたし一人でもやれるよ。がんばるね」

「……お前は、今までなにもしていないではないか」

「そう睨にらまないの晴明。早く源氏の君のもとへあなたを帰してあげたい一心で、あなたの作業を急がせていたんだから」

　ここまで晴明に指図をしているだけの保憲は、まことに涼すずしげ。

　けろりとしている。

「気が気でない様子だったものね。ふふ」

「う、うるさい」

「そろそろ、嘘うそを吐つくのをやめないと、源氏の君を失ったりして」

「……な、なにが言いたいのだ」

「晴明は自分の心だか記き憶おくだかを信じるべきか否いなか迷っているらしいけど、それって言霊ことだまの力をはばかりすぎて自分の本心すら見えなくなっているだけなんじゃないかなあ。もっと簡単に考えればいいんじゃないの？」

　保憲が椿つばき餅もちを「はむ」とくわえながら、晴明の赤い瞳ひとみをじいっと覗のぞきこんできた。

「陰おん陽みよう道どうは、言霊の術。呪しゆを結んでは切っていく術。真しん言ごん密みつ教きようの陀だ羅ら尼にも、道教の呪じゆ文もんも、いかようにも用いる術。神も仏も、すべては人間と天地とのあいだに結ばれた呪の呼び名にすぎない。そう断ずる陰陽道には、信しん仰こうというものがない。それは、人間が天地を操あやつるための純じゆん粋すいな技術」

　保憲が、五ご芒ぼう星せいの呪じゆ符ふを懐ふところから取りだし、ふたふりの霊剣へと投げつけた。

　霊剣の本身に呪符が貼はり付き、鋼はがねの本体の中にその呪符が飲みこまれていった。

「なぜ陰おん陽みよう師じになったのかしら、晴明は」

「……私は」

「あなたはいつか、誰だれかと、呪を結んだのでしょう」

「そうだ。でも」

「でも？」

「先日のことだ。六ろく条じようの御み息やす所どころが『源氏物語』という夢の物語を書いた。六条の言霊の力は、彼女自身も気づかないうちに、この現実の世界を、自らが書いた物語のほうへと引き寄せた。言霊が、現実を書き換かえようとしたのだ」

「ああ。物語の中で、葵の君が生き霊に憑つかれて死ぬ、という言霊を紡つむいだんだっけ。そうしたら、ほんものの葵の君が生き霊にとり殺されそうになったのよね」

「そうだ」

「本家本元の言霊遣つかいは、さすがよねぇ」

「六条の事件に遭そう遇ぐうした時に、私は自分が持つ言霊の力がおそろしくなった。六条ほどの力は私の言霊にはないかもしれないが、自分の記憶を書き換える力くらいならばあるのではないかと──」

　やっぱり入にゆう定じようしたはずの空海と会ったなんてお話は嘘なのね、と保憲が微笑ほほえんだ。

「怖おそれることはないわ晴明。嘘を重ねて逃にげ続けることこそを、怖れなさい」

「呪とは、相手の魂たましいを縛しばることだ。もしも真実であったとしたら、私はあの者を呪で縛ってしまったことに」

「晴明！　それがどうしたというのよ？　勇気を出しなさい。人として生きるということは、他人と呪を紡ぐことなのよ」

　ぱんぱん、と保憲に頭をはたかれた。

「行きなさい晴明。霊剣造りの残りの作業は、あたし一人でだいじょうぶだから。たぶん、もう躊ちゆう躇ちよしている時間はないと思うわ」

「時間が？」

「あなた、上の空だったからまだ気づいていないのね。空蝉が、暴れているみたいよ」

　左右の狐きつね耳みみが、ぴん、と硬こう直ちよくしていた。

　晴明の表情が、一変した。

　ひきしまった凜り々りしい陰陽師の顔になった。

「──しまった！」

　天空の龍りゆう脈みやくが、乱れている。

　あの空蝉の気が、暴れている。

　ふたふりの霊剣が、青白く輝かがやいている。

　空蝉が操っている異様な量の気に、反応しているのだ。

　この鍛冶場には結界が巡めぐらされていて、外界から完全に遮しや断だんされている。

　だから、晴明自身は、空蝉の気の乱れを感知できなかった。

　しかし、霊剣は違うのだ。

　結界内であろうと、外界の気の乱れを感知し呼応することができる。

「空蝉が伏見稲荷に。まずいぞ。たいへんなことになっている！」

　晴明は「あとは頼たのむ」と言い捨てて、急いで立ちあがっていた。

「ねえ晴明。あなたの敵は、あなたに霊剣造りという仕事を与あたえておいて、その隙すきに伏見稲荷に狙いを定めてなにか悪事を企たくらんでいるんじゃない？」

「バカな。霊剣造りを私に命じたのは、朱雀帝ていだぞ」

「だから、朱雀帝。あの男の子が、あやしいと思わない？」

　そうかもしれないが、晴明は今、追いつめられている。

「だが今はそれどころではない。私は伏見稲荷へ向かう」








　第五話　白虹、日を貫けり




「追いつめられて社やしろの中に隠かくれてしまった！　紫むらさきたちは無事なのか!?」

「空うつ蝉せみの狙ねらいはこの掘り起こされたご神体よ。紫ちゃんたちには危害を加えないわ」

「話しあいに応じてくれ、空蝉！」

　伏ふし見み稲荷いなり。

　空蝉が姿を現し、光ひかると朧おぼろ月づき夜よを追いつめてまもなく。

　空蝉に追われた二人は、命みよう婦ぶ峰みねの社の中へと飛び込んでいた。

　光は空蝉と話しあおうとしたが、いつの間にか体力を回復した朧月夜が呪符を投げて空蝉の本体を攻こう撃げきしたので、再び激げき闘とうとなってしまった。

　紫と葵あおい、そして六ろく条じようさんは社には入れず、巨きよ岩がんの上に登って人ひと形がたの群れから身を守るので精せい一いつ杯ぱいらしい。

　そして今。

　社に光と二人きりになっている朧月夜の腕うでの中には、いつの間にか、紫が掘り当てた謎なぞの御ご霊りようが。

　正確に言えば、御霊を封ふうじたご神体が。

　サッカーボール大の球形の金属体が、抱だかれていた。

「われてしまうよ。われてしまうよ」

　ボロを被かぶった空蝉が、社に張り巡らされた結界を破ろうと、社の周囲を飛び回っている。

「ああ。われてしまうよ。われてしまうよ」

　空蝉は、極きよく端たんに言葉が少ない。

　ボロの奥に隠された童女の顔も、陰かげになっていてよく見えなかった。

　ただ、圧あつ倒とう的てきな霊れい力りよくの持ち主であることは間ま違ちがいない。

　しかも、ただ霊力が強いだけでなく、すさまじく精せい妙みような術の遣つかい手でもあった。

　自ら動いている今もなお、無数の人形を自動操作しているのだ。

「空蝉。僕はただ、君と会って晴せい明めいの過去を教えてもらいたかったんだ。このご神体を割ろうだなんて考えはないんだよ」

　光は、宙に浮ういて社の周囲をぐるぐるとまわっている空蝉に声をからして訴うつたえた。

「だめだよ。われてしまうよ。かえして。かえして」

「この御霊をこのままにしていちゃ危険なんだ。朱雀すざくのもとに引き渡わたして安全な場所で厳重に祀まつってもらうよ。決して割ったりはしないから！　約束する」

「かえして。かえして」

　空蝉は言葉が少ないが、会話はどうやら成立しているらしい。

「朧月夜。御霊を空蝉に返そうか。場所がわかっただけで収しゆう穫かくなんだし」

「イヤよ。まだ掘ほり出したばかりなのに、もう返すの？」

「だって。返さないと、きっときみは殺されてしまうよ」

「私はそう簡単には死なないわ。このお菓か子しを食べれば、削けずられた気は回復するんだもの。あむっ」

「ほんとかい？」

「ある程度はね」

　どうも嘘っぽいな、と晴明の嘘に鍛きたえられている光はいぶかしく思った。

「かえすんだよ。かえすんだよ。せいめいが、かなしむよ」

　空蝉の声が、だんだん、哀あい願がんするかのようなものに変化してきている。

　だが、社に張り巡らされた結界は依い然ぜんとして破れない。

（妙みようだな。空蝉ほどの霊力の持ち主が、結界を破るのにこれほど手間取っている。というか、この結界は──）

　あれ？

　そういえば、いつ社に結界が張られたんだ？

　僕と朧月夜が社に逃げ込んだ時には、結界なんて張られていなかったはずだ。

　そして僕には、結界を張る能力はない。

　ということは。

　朧月夜が、張ったのではないか。

「朧月夜？　きみは、いつどうやって結界を張ったんだ!?」

　光が（彼女はいったいなにものなんだ？）と朧月夜の正体に疑問を持ったその時。

「結界が破れる！　限界だわ！」

「えっ!?」

「結界と言ったって私のような素人しろうとが作った結界よ、もうもたないわ！」

「もたない!?」

「このご神体から御霊の気を少しだけ吸い出して、源げん氏じの君！」

「ご、ご神体から？」

「あなた、安あ倍べの晴明の式しき神がみでしょう。『龍穴結界』の遣い手なんだとか。できるはずだわ！」

「しかし、もしもなにかの間違いでご神体が壊こわれたら」

「壊れる心配はないわ。ちょっとだけでいいの。結界を崩くずされないために必要なの！」

「……そんなことをしてもし手違いが起こったら、きみの命が危ないんじゃないか？　空蝉にご神体を返そう」

「ダメよ。返すために結界を解除したら、私、殺されてしまう！」

「空蝉を信じよう」

「無理だわ。だってこれを掘り出してしまったのだもの。殺されるわ！」

　朧月夜が涙なみだを流した。

　綺き麗れいな涙だった。

　朧月夜の瞳ひとみが、悲しみに満ちていた。

　彼女は、自分の正体を隠し続けているけれど、それはきっと決して明かすことが許されない身分の持ち主だから、なのだろう。

　晴明の瞳に、どこか、似ていた。

　謎めいた過去を嘘うその壁かべの向こうに隠して、自分が吐はく言霊ことだまに怯おびえながら生きているあの繊せん細さいすぎる晴明に、とても、似ていた。

　彼女は──朧月夜は嘘偽いつわりで泣いているのではない、と光は理解した。

「源氏の君……」

　光は、「わかった。少しだけ」とうなずいて、ご神体に掌てのひらを重ねた。

　だめだよ、だめだよ、と社の外から空蝉の声が聞こえてくる。

　あと少しだけ結界を持たせるためだ。

　必ず、空蝉と朧月夜を和解させる。

　そのための時間が、ほしかった。

「どうか朧月夜を守ってくれ。『龍穴結界』」

　発動させた。

　その時。

　朧月夜が「いけない、やめて」と小さくつぶやいたような気がした。

　……

　……

　……

　ご神体が、真っ二つに、割れはじめた。

　その中から、ゆっくりと、暗黒の邪じや気きが漏もれはじめていた──。

　光は、声を失っていた。

「御霊を封じたご神体が、どうして、割れて」

「……空の属性を持つ式神は、その主人が張った封ふう印いんを解除できるの」

「そんなはずは。だって菅かん公こうのご神体を破るには、六条さんの霊力が必要なはず……」

「違うわ。このご神体の中身は、御霊ではないの。式神が、この中に入っているの」

「なんだって？」

　光はやっと気づいた。

　この命婦峰には三柱の稲荷神は祀られていないはずなのに、この社があった。

　ということは、公おおやけにその存在を明かされていない伏見稲荷の謎の御霊は、この命婦峰の社の「中」に祀られているのだ。

「式神だって？　式神とは、陰おん陽みよう師じが使し役えきする使い魔まのことだろう!?」

「この中には、安倍晴明の式神が二体。封印を解けるものは、安倍晴明か、晴明の式神だけ。それも、空の属性を持った特別な式神だけよ」

「朧月夜。きみはいったい、なにものなんだ!?　なぜそんなことを知っている？」

「今放たれつつある二体の式神は、安倍晴明にも制せい御ぎよできないの。完全に暗黒の邪気に支配されてしまっているから。式神とは名ばかりの、鬼おになの」

「きみはもしかして、最初から僕にこのご神体の封印を解除させるために」

「……そうよ」

「空の属性を持つ式神ならば紫でも解除できたということか。紫も利用していたのか」

「……違うわ。紫ちゃんには、ただ、探検を楽しんで笑ってほしかっただけ……」

　朧月夜の目め尻じりから、大おお粒つぶの涙が、ぽろぽろとこぼれ落ちている。

　心から、後こう悔かいしているようだった。

「……やっとお友達になれた紫ちゃんを裏切りたくなかった。でも、私はこうするしかなかったの……」

「朧月夜」

「もう止められないわ……！」

　ご神体が、完全に崩ほう壊かいした。

「どんどん黒い霧きりのようなものが漏れてくる！　僕には封じられないのか!?」

「……無理よ。もう、晴明にすら封じられない。この霧の正体は『前鬼』と『後鬼』。本朝最強の鬼なの。晴明にも制御不可能なの。この国を、朝ちよう廷ていを、ことごとく破は壊かいするまで……前鬼と後鬼は、もう止まらないわ」

　この僕が、破は滅めつを防ぐために晴明が施ほどこしていた鬼の封印を解いてしまったのか、と光は自分のうかつさを悔くいた。

『我を、起こすな──』

『我らを、侵おかすな──』

『安倍晴明よ、我らを解き放つか──』

『平へい安あん京きようを祝福する天てん龍りゆう、地龍、海龍のことごとくを駆かれと言うか──』

『夢は、しょせん夢であったか。安倍晴明よ──』

　黒い霧が、言葉を、発していた。

　脳の中に直接、言葉が響ひびいてくるのだ。

　前鬼。後鬼。

　二体の式神、いや、本朝最強の鬼ども。

　形容しがたい、破滅への意志に充みち満ちた、なにものか。

　光の全身の毛が、逆立っていた。

　このままにしておけば、平安京ばかりではなく、この国そのものが終わらされてしまう。

　理り屈くつではない。

　生物としての本能が、そう告げていた。

「『龍穴結界』!!　この邪気を吸い尽つくせ！」

「ダメよ、吸い尽くせるはずがないわ！　死んじゃうわよ！」

　光は、まだ式神の姿を取っていない二体分の邪気を、掌で吸収しようとした。

　しかし、一体分だけでも信じがたい量の邪気だった。

　二体分を吸い尽くすなど、できるはずもなかった。

　いくらかを吸ったところで、全身から力が抜ぬけていくのがわかった。

「……しまった……逃にげられる……！」

　光は痙けい攣れんしながら、床ゆかの上に倒たおれていた。

　板の隙すき間まから、格こう子しから、黒い霧が抜けて外へ出ていくのが見えた。

　だが、邪気が全身の血管に入り込んでしまった光は、立ちあがれない。

　体内に晴明の血が流れていなければ、即そく死ししていたかもしれない。

「や、社やしろの外に逃げられてしまう……紫たちが、社の外には」

「空蝉があの式神たちを引きつけて、紫ちゃんたちを守ってくれるわ。でも、前鬼と後鬼は空蝉をも振ふり切って、播はり磨まへ向かう」

「播磨？」

「完全体になるためよ。播磨は陰陽師の本ほん拠きよ地ちなの。前鬼と後鬼が播磨に着いて完全体になってしまったら、もう空蝉も晴明も、誰だれも前鬼と後鬼に勝てなくなる。この国は滅ほろびてしまうわ。生きとし生けるものすべてが絶えた、死の島になってしまう」

　朧月夜がそう言った時にはもう──。

　黒い霧は、社の外へとすべて抜け去ってしまっていた。

　光は、まだ動けない。

「やっとわかってきた。空蝉は、晴明とともに伏ふし見み稲荷いなりに封印した式神が誰かの手で掘ほり返されないよう、人ひと形がたたちを稲荷山に配置して監かん視ししていたんだね」

「ええ。晴明と空蝉が協力して、あの二体の鬼を稲荷山に封ふうじたのよ」

「だから僕たちは空蝉に襲おそわれたのか。朧月夜」

「怒おこらないの？　私、あなたを利用して裏切ったのよ。最初から、こうするつもりで」

「でもきみの涙は、まがいものじゃない。なにか理由があるんだね朧月夜」

「……ごめんなさい。私は、あなたを騙だますために接近したの」

「教えてくれないか。どういう理由があるんだい？」

　朧月夜が、身体からだの力を抜いて、床の上にあおむけに寝ね転ころがっていた光の胸にもたれかかってきた。

　朧月夜の着物は空蝉との戦いで傷いたんでいてあちこちが破れているから、半ばはだけかかっていた。

　まるで、逢おう瀬せの一場面だった。

「朧月夜？」

「源氏の君。私のもう一つの名は、右大臣の末の娘むすめ、六の君なの」

「きみは、右大臣家の姫ひめだったのか!?」

「ええ。私の父上はあなたの政敵なの、源氏の君」

「どうして右大臣家の姫が、こんなことを」

「私、ほんとうは朱雀帝ていのもとに嫁とつぐ予定だったの」

「えっ!?　それじゃ、こんなきわどい場面を誰かに見られたらきみの立場は」

「そうね。私も破滅するけれど、あなたも破滅してしまうわね……」

　朧月夜から身体を離はなそうとするが、光はまだ動けなかった。

　そして。




　ギイイイ……。

　社の扉とびらが開いた。

　外側から、開かれたのだ。

　あれ？　社を閉とざしていた結界はどこへ？　と光が疑問に思う暇ひまもなかった。

「ああ。ああ。あなたはなんということをしでかしてくれたのですか、源氏の君！」

　夜や叉しやの如ごとく怒いかり狂くるってまなじりをつりあげている、弘こ徽き殿でん。

「帝みかどに嫁がせるはずのわが娘を、奪うばい取りおったな！」

　これまた激げき怒どしている右大臣。

「……右大臣家の勢力を削そぐために、恋こいの道を利用するとは。なかなかやるな源氏。ハッ！」

　そして、朱雀帝。

　絶対にこのようなところを目もく撃げきされてはならない三人が、社の外に立っていたのだ。

　空蝉は？

　紫たちは？

「えええええっ？　どうしてあなたたちがここにっ？」

「わらわたちは、朱雀帝とともに伏ふし見み詣もうでに来たところです。源氏の君、覚かく悟ごしていただきますわよ！」

「六の君がたびたびいなくなるので、妙みようだと思っておったのだ。まさか入じゆ内だい前のたいせつな時期だというのに恋人でも作ったのではないかと……しかしその男が、よりによって源氏の君だとは」

　いや、違うんです。

　誤解なんです。

　朧月夜が右大臣家の六の君だということも、たった今知らされたばかりで。

　それ以前に、僕は皆みなさんが噂うわさしているような風流好色貴公子じゃないんです！

　光が言い訳しようとするが、朧月夜が抱だきついて離れてくれないので、弁明にならない。

　さらに。

「なるほど。『源氏物語』に登場する光源氏の正体は、ほんとうにお前だったわけだ」

　朱雀帝の手には、あの『源氏物語』が握にぎられていた。

　原本ではなく、写しらしい。

　しかも、筆ひつ跡せきが六条さんのものとは異なっていた。

「とてつもなく面おも白しろい物語があるらしいというのでこいつを捜さがして手に入れてみたが、明らかにお前自身が主人公だよな。これは。ハッ」

「なんてことだ。『源氏物語』が朱雀帝のもとにまで出回っていただなんて」

『源氏物語』はそもそも六条さんが個人的願望を書き殴なぐった妄もう想そう日記のようなもので現実の僕とは無関係なんだよと光は言いかけたが、そんな真相を余人に漏もらしたら六条さんが深く傷つく。

　そう気づいて、言葉を飲みこんでしまった。

「朕ちんが手に入れた最新の巻の末まつ尾びは、こうなっている」








[image: ]








　朱雀帝が、『源氏物語』の本文の一部を、朗々と読み上げた。




　尚か侍むの君、いとわびしうおぼされて、やをらゐざり出て給たまふに、おもてのいたう赤みたるを、「なほ悩なやましうおぼさるるにや」と見給ひて、「など御みけしきの例ならぬ。物ものの怪けなどのむつかしきを、修ず法ほうのべさすべかりけり」と宣のたまふに、薄うすふた藍あいなる帯の、御おんぞにまつはれて引き出でられたるを、見つけ給ひて、「あやし」とおぼすに、またたたむ紙の手習いなどしたる、御み几き帳ちようのもとに落ちたりけり。「これはいかなる物どもぞ」と、御心おどろかれて、「かれはたれがぞ。けしきことなる物のさまかな。賜たまへ。それ取りてたがぞと見み侍はべらむ」と宣ふにぞ、うち見かへりて、われも見つけ給へる──




「さっぱりわからないよ。口語の文も読んでくれないとっ」

「しらをきるつもりか源氏。口語の文章はこうなっている」





　尚侍ないしのかみ（朧月夜）は困りながらいざり出て来たが、顔の赤くなっているのを大臣おとどはまだ病気がまったく快よくはなっていないのかと見た。熱があるのであろうと心配したのである。

「なぜあなたはこんな顔色をしているのだろう。しつこい物の怪だからね。修法をもう少しさせておけばよかった」

　こう言っている時に、淡うすお納なん戸ど色の男の帯が尚侍の着物にまといついてきているのを大臣は見つけた。不思議なことであると思っていると、また男の懐中ふところ紙がみにむだ書きのしてあるものが几帳の前に散らかっているのも目にとまった。なんという恐おそろしいことが起こっているのだろうと大臣は驚おどろいた。

「それはだれが書いたものですか、変なものじゃないか。ください。だれの字であるかを私は調べる」

　と言われて振り返った尚侍は自身もそれを見つけた──。






「光源氏と右大臣家の朧月夜との密会を、父親の右大臣が目撃してしまう場面だ。右大臣は不調法な男で、御み簾すをあげて勝手に朧月夜の部屋へ入ってきてしまったのだな。そこに娘と逢おう瀬せをしている最中の光源氏がいた」

「ちょ」

「場所こそ違ちがうが、今のこの状じよう況きようと瓜うり二ふたつではないか。さても大だい胆たん不ふ敵てきなものを書かせたものだ」

　違う。

　六条さんが書いた『源氏物語』には、そんな場面は描えがかれてなかった。

　葵の上がとり殺されるところで、物語は終わっていたはず──。

「それは偽ぎ作さくだよ。誰かが勝手に話を書き足しているんだよ」

「己おのれの恋れん愛あい遍へん歴れきを物語として書かせるとは。しかもこのような形で朕に勝負を挑いどんできた。聞きしに勝まさる遊び人だな源氏は。感服したぞ」

「そうじゃなくて、ほら、僕は例の極ごく秘ひ任務を遂すい行こうするためにだね」

「ああ。あの任務か。だが、任務がてらに六の君を押し倒せと言ったか、朕は？」

「……いやあ、言ってないねぇ」

　朱雀帝が、「あはははは！　源氏、お前はほんとうに面白いやつだ！」と爆ばく笑しようした。

　だが、朱雀帝に嫁がせる予定の六の君を政敵に奪われ、しかもその事実を朱雀帝に知られてしまい取り返しがつかなくなった右大臣と弘徽殿にとっては、笑い事ではない。

　二人とも完全に鬼おにの形相と化している。

「謀む反ほんの噂はほんとうだったのだな、源氏の君。なんという不ふ遜そんな……なにをしても許されると思いあがっておるのか！」

「白はつ虹こう、日を貫つらぬけり。これはもう、左さ遷せんしかありませんわよ！」

「六の君に自分の子をみごもらせ、帝に六の君を押しつけて、自分の子を帝てい位いにつける。そういう算段だったのだな！　おそれおおくもかしこくも帝室を乗っ取るつもりだったのだ！」

「なんという。好色風流貴公子でなければ思いつかないあくどい策略ですこと！」

「朕が手に入れた『源氏物語』に登場する光源氏は、帝の他ほかの女にも手を出して、男子を産ませている。さらにはその男子を帝の子と偽いつわり、帝位につけている。つまりこの物語は源氏、お前が考えた帝位乗っ取りの計画書でもあったわけか。最高だなお前は。ハッ！」

「ええっ？　なんのことだよっ!?」

　おかしい。六条さんが書いた「源氏物語」には、そんなストーリーはなかったはずだ！

「誰だれかが捏ねつ造ぞうしたんだよ。これは陰いん謀ぼうだ。そもそも僕がそんな野心を抱いだいていたとしたら、わざわざ犯行予告を書いて内だい裏りに撒まくわけがないじゃないか」

「言霊ことだまだ。お前はこの物語に宿る言霊の力で、現実を自分の描いた物語の通りに動かそうと企たくらんだのだ。この物語は、源氏、お前がこの世に向けて放った呪しゆだ」

「僕にはそんな力はないよ」

　ああ。六条さんが真の作者だということを打ち明けられれば。光は歯がみした。

「あなたは左遷ですわよ、源氏の君」

　弘徽殿が、金切り声をあげている。

　左遷？

　冗じよう談だんじゃない。

（僕は、たった今封ふう印いんを解いてしまった前鬼と後鬼をどうにかしないといけないんだ！）

　光はようやく上半身を起こすことができた。

　朧月夜は、まだ光の首根っこにしがみついている。

　この国に災わざわいをもたらす前鬼と後鬼を解放してしまった上に、自分自身は醜しゆう聞ぶんの主人公となって失しつ脚きやくしてしまった。

　これではもう、前鬼と後鬼を調ちよう伏ぶくすることすらできない。

　二重の意味で、光は、朧月夜の罠わなに落ちたのだ。

「……ごめんなさい」

　しかし朧月夜は、心から詫わびているようだった。

　彼女に対して、裏切られた怒りのような感情は、湧わいてこなかった。

　なにか深い理由があるようだった。

　晴明に謎なぞめいた過去があるように、朧月夜にも光が知らない過去があるらしい。

　朧月夜もまた、自らの過去という呪に縛しばられて、その呪から逃のがれることができないでいるらしい。

（紫に抱きついてはしゃいでいた時の朧月夜こそが、彼女のほんとうの素す顔がおなんだ。人は誰も、呪に縛られて生きている……晴明が、そうであるように）

　そう思えば、声を詰つまらせて震ふるえている朧月夜を叱しかることなど光にはできなかった。

「だいじょうぶだよ。僕の愚おろかさがいけなかったんだよ。もっと早く、きみを縛っている呪の存在に気づけていれば……」

　朧月夜を抱き寄せて、光はそう小声でささやいていた。

　朧月夜が、言葉では言い表せないような悲しみに満ちた瞳ひとみで、光の顔を見返していた。

「……あなたって……バカだわ……ほんとうに……まだ、わからないの？」

　そうだ。そうかもしれない。

「私はあなたたちの仇きゆう敵てきなのよ！」

　仇敵ならば、そんなふうにぽろぽろと涙なみだをこぼしてくれたりはしない、と光は思った。

「六の君が取り乱していますわ、父上」

「おお。さあ六の君、おいで。こんなところに押しこめられてさぞかし怖こわい思いをしただろう、かわいそうに」

　弘徽殿と右大臣が、光の腕うでの中から朧月夜を奪い取ろうとする。

「帝。源氏の君の叛はん意いは明らか。太だ宰ざい府ふに流しましょう」

「太宰府では生ぬるい。いっそ蝦え夷ぞ地へ」

「そうだな、どうするかな」

　光の流る罪ざいが避さけられなくなったと思われた、その時。




「──式しき神がみの不始末は、私の不始末も同じだ。光。ともに潔いさぎよく都を去ろう。須す磨まに蟄ちつ居きよしよう」




　晴明が、光たちの前に姿を現した。

「安倍晴明？　霊れい剣けん造りはどうなった!?」

　朱雀帝が珍めずらしく声を裏返して、うろたえたように叫さけんでいた。

「つつがなく片が付き、今は最後の仕上げを賀か茂もの保やす憲のりがやっております」

「ふん。なるほど、ずいぶんと急いで片付けてきたのだな」

　朧月夜と晴明が、視線を交かわした。

　晴明は、薄うすい唇くちびるをきりっ、と前歯でかみしめていた。

「そういうことか。私としたことが、してやられたな。朧月夜」

「……あなたがぼんやりしているからよ。もう、手て遅おくれだわ」

　晴明は、悲しげに微笑ほほえんでいた。

「手遅れではない。光の罪は私の罪。ともに官位を朝ちよう廷ていへ返上し、都を遠く離はなれた須磨へただちに向かい、許されるまで無期限に蟄居する。それでよろしいですね、帝みかど」

「なんと、無期限とな」

「太宰府へ流そうと思ったが、安倍晴明まで消えてくれるのであれば好都合。帝、ぜひそのように」

　弘徽殿と右大臣は、左大臣家陣じん営えいの最大の強敵である二人──光と晴明を同時に片付けることができて、手放しで喜んでいた。

　しかし、朱雀帝は浮うかない顔をしている。

「ふん。たしかに須磨は摂せつ津つの西の果てではあるが、目と鼻の先に播はり磨まが……」

「いけない。太宰府に流せば、また菅かん公こうのように怨おん霊りようになるわ。父上、姉上、帝。どうか源氏の君を須磨へ。呼び戻もどさなければ、どこへ流しても同じでしょう！」

　朧月夜が、晴明の言葉を後押しした。

　なぜか朱雀帝が、即そく位い前の春とう宮ぐう時代に戻ったかのように、朧月夜を睨にらみながら舌打ちした。

　晴明は、そんな朧月夜を不思議なものを見るような目で、見ている。

「そうか。それでは須磨へ行くがいい。安倍晴明、そして源氏──この命みよう婦ぶ峰みねに隠かくされた御ご霊りようを発見した源氏の功績により、太宰府へは流さぬことにしてやるさ」

「命婦峰の御霊を発見？　僕が？」

「お前たちが今入り込んでいるその社やしろに、ご神体があるだろう？　それだよ。これだけきちんとした社に祀まつられているならば、捜さがす必要もなかったな。ハッ！」

　朱雀帝が、あの特とく徴ちようのあるカン高い声をあげて笑った。

「そうだった！　この社の中に、謎の御霊が！」

　光は、背後を振ふり向いて、社に祀られているご神体を見た。

　命婦専女神。

　そう、名が記されていた。

　光には読めなかった。

（みょうぶとうめのかみ──）

　朧月夜が、小さな声でささやいた。

　そして。

　ぽろり、と大おお粒つぶの涙を、こぼした。

「……紫ちゃん……さよなら……」










　紫と葵、そして六条さんがその修しゆ羅ら場ばに駆かけつけたのは、晴明が現れたあとのことだった。

「途と中ちゆうから空蝉ちゃんと突とつ然ぜん現れたわけのわからない鬼二匹ひきの戦いになって、それはもう大スペクタクル巨きよ編へんだったわ！」

「はあはあひいひい。わ、わたくしもう、足が……し、死ぬかと思いましたわ……」

「空蝉さんって、わたしたちの敵だったはずなのに、途中から味方になって鬼から守ってくれたよね～」

「六条さん。あなたが生いき霊りようを繰くりだせば片付いたのですわよっ？」

「わたしにはそんな黒い力はないよ～、怖くて怖くて泣いちゃうことしかできなかったよ？　うふふ」

「うふふじゃありませんわっ！」

「……で。光くん？　どうして、社の中でおぼろちゃんと抱だきあってるのかなあ？　もしかして……」

「もしかしなくても浮うわ気きですわね！　しかも帝に右大臣に弘徽殿さんが勢せい揃ぞろいとは、まさか！」

「えーと、源氏の君？　あとでゆっくり、お話ししようね？　うふふ～」

　その場で右大臣が「源氏の君は謀む反ほんの疑いこれあり、本来ならば太宰府流しが順当なところだが帝は慈じ悲ひ深ぶかい方。源氏の君は摂津の片かた田舎いなかでこの時代においては世界の果てとも言うべき須磨へと蟄居することになった。ちなみに安倍晴明も連座して須磨へと同行する」と三人に告げた結果、三人のかしましい姫ひめたちがブチ切れて右大臣を襲しゆう撃げきしようとしたことは言うまでもない。

「晴明さんが着いていくとは、どういうことですのっ!?」

「光くん。晴明ちゃんと二人きりで新しん婚こん旅行に行こうったって、そうはいかないから！」

「うふふ～。わたしも着いていっていいんだよね～？　いいんだよね～？」

　そっち方面でひっかかって激げき怒どするなんてな～、と光は呆あきれた。

　というか、僕は謀反なんか企たくらむキャラじゃないと誰か弁明してくれよ、と。

　帝、右大臣、弘徽殿が、この三人のかしましさに辟へき易えきして、「ああもう女はぴーちくぱーちくとうるさいから嫌きらいだ。朕ちんは本日より晴明と源氏の出仕を禁ずる」「太宰府へ流されたくなければ、須磨へすぐに向かうよう」「都に戻ることは絶対に許しませんよ」と言い残して稲荷いなり山やまからおりていったあと。

　ふと、光は気づいた。

「あれ？　朧月夜が、いない？　さっきまで僕の腕の中に……おかしいな」

「いつの間に消えちゃったのかなあ？」

「朧月夜はどこに行ってしまったんだろう」

「おぼろちゃん……」

　晴明が、無表情のまま告げた。

「空蝉は播磨までは飛べない。前鬼と後鬼の追つい撃げきをあきらめ、いずれ戻って来る。だから朧月夜は逃にげたのさ」

「逃げた？」

「私が見み逃のがしてやっても、空蝉に問答無用で正体を暴あばかれるからさ」

「正体なら、もう知っているよ。右大臣家の姫、六の君だろう？」

「光……キミの愚かさ加減は、底が知れないな……」

　それまでほとんど光の顔を見ようとしなかった晴明が、ちらり、と光のほうを一いち瞥べつした。

　空蝉が言った通りだった──晴明が、悲しんでいる。

　狐きつね耳みみも、尻尾しつぽも、まるで命を失ってしまったかのように、しおれている。

　よくもご神体を割ったな、と罵ののしられない。罵ってもらえない。

　今の晴明には、そのような余力すら、ないようだった。

　これほど晴明がうちひしがれている姿を、光は見たことがない。

　光は、自分が取り返しのつかないことをしてしまったのではないか、という後こう悔かいの念に襲おそわれていた。

「ごめん晴明！　たしかに僕は愚か者だった！　せっかく晴明が封ふう印いんしていた前鬼と後鬼を解放してしまった！　ごめん！」

　光は、晴明に土下座して詫わびた。

「よせ。割ってしまったものは、しかたがない。キミのせいじゃないさ。私の責任さ」

　晴明が、怒ってくれない。

　晴明の触ふれてはいけない過去は、ただの過去ではなかったのだ。

　前鬼と、後鬼。

　この国を滅ほろぼしてしまえるほどの鬼を、晴明は、伏ふし見み稲荷の山の中へ封印していたのだ。

　晴明が、みだりに自分の過去を語れるはずがなかったのだ。

「光、もういい。男が土下座などするな」

「でも、晴明」

「あの前鬼と後鬼は、永遠にこの伏見稲荷に封印されているべきだった。あれは私が賀茂家を飛びだして芦あし屋や道どう満まんとともに流れ陰おん陽みよう師じをやっていた時代に、ある理由で鬼になってしまった人間たちなのだ」

「もとは、人間だったのか？」

「そうだ。二人は人間と、朝廷に従わなかったために人間ではないものとされてしまった古き民たみ・まつろわぬものたちの垣かき根ねを壊こわし、この国に生きるものすべてをひとつにしようという夢のために戦い、そして敗れたのだ。敗れて、鬼になった」

「……敗れた……」

「私は、前鬼と後鬼を、この国の民たちを守護する式神として使し役えきしたかった。怨おん念ねんを増ぞう幅ふくさせられながら社に封印され続ける御霊にはしたくなかったのだ。二人の怨念を、無念を、前向きな方向へ霧む散さんさせたかった。だが芦屋道満は、前鬼と後鬼を思う存分暴れさせろ、それ以外に二人を鎮ちん魂こんする術すべはない、と反対した。私と道満が袂たもとをわかったのは、前鬼と後鬼の誕生がきっかけだったのさ」

　晴明の過去にみだりに立ち入ろうとしていた自分の弱さを、光は悔くいた。

　晴明が心を開いてくれるまで、待つ勇気が、足りなかったのだろうか。

　伏見稲荷を探検すると決まった時に、「そこは晴明と関かかわりがありそうだからやめておこう」と気を配って朧月夜たちを止めるべきだったのだ。

　たとえ朱雀帝から極ごく秘ひ任務を請うけていたとしても、慎しん重ちようにことを運ぶべきだったのだ。

　なぜ、僕は、晴明のことになると──。

「だが私は前鬼と後鬼を自分の式神にできなかった。私が、未熟だったからだ……結局は、御霊のように封ふうじて、空蝉にご神体を掘ほり起こしに来る者からご神体を守ってくれと頼たのむしかなかった。私の罪だ」

「晴明のせいじゃない。きみが鍛か冶じ場にこもっている時にこんなことをしでかしたのは、僕が短たん慮りよだったからだよ。きみと一いつ緒しよに行動していれば、こんなことには」

「私はこの胸に抱いだいていたいくつかの夢を、現実にしようと無理を重ねてきた。そして今、ひとつの夢が、夢のままに終わった。いや、悪夢と化してしまった。それだけのことだ。光、キミはなにも悪くない」

「晴明。僕は、謎なぞの御霊を掘り出せという朱雀の依い頼らいを実行するつもりでここに来たつもりだった。でもほんとうは、晴明の過去を知りたくて、空蝉に会いたくて伏見稲荷に来てしまったのかもしれない。僕は」

「……こうなる前に、怖おそれずにすべてをキミに打ち明けておけばよかったのだ。私の臆おく病びようさが招いたことさ」

「僕は、また、うかつにも呪しゆを結んでしまって」

「ふん。それがキミのいいところだ。心を閉とざして誰だれとも呪を結ぼうとしない光など、光ではない」

「ほんとうに前鬼と後鬼を調ちよう伏ぶくできるのか。晴明」

「キミが力を貸してくれれば、きっとできる」

「必要ならば僕の命を、調伏に使ってくれ！」

「播磨で完全体になられては、すべてが終わる。もう感傷的になっている猶ゆう予よは失われた。完全体になられる前に、前鬼と後鬼を調伏しなければならないな」

　晴明は、なにかを決意したようだった。

「まだだ。まだ、すべての夢が潰ついえたわけではない。私は、もう自分の過去から逃げない」

　狐耳が、ぴん、と立っている。

　赤い瞳ひとみが、凜り々りしく輝かがやいている。

　神こう々ごうしさすら、漂ただよわせていた。

　光は、くしゃみすることすら忘れて、そんな晴明を見つめていた。

（晴明は、強い）

　なにが今の晴明を支えているのだろう。

　僕がこれほど愚おろかな過あやまちをしでかしてしまったというのに、今の晴明はむしろ、前鬼と後鬼が封印を解かれてしまう以前よりも、強く凜々しくなっていた。
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　牛ぎつ車しやで平安京へと戻もどりながら。

　ようやく紫たちも、いったいなにが起きていたのか、これまでの経けい緯いをおぼろげながらに把は握あくすることができた。

　朧月夜の正体は右大臣家の六の君だった。

　彼女は晴明が封印している前鬼と後鬼を、空の属性を持つ晴明の式しき神がみ──光の龍りゆう穴けつ結界の術を用いて解放するために、伏見稲荷に光を連れて来た。

　さらに朧月夜は右大臣の政敵である光を失しつ脚きやくに追いこむために、朱雀帝ていや右大臣、弘徽殿が伏見稲荷を詣もうでる日を狙ねらい、わざわざ朱雀帝たちと鉢はち合あわせして「光と自分が密通している現場」を目もく撃げきさせた。

　これはかなり手が込こんでいる謀ぼう略りやくで、あらかじめ朱雀帝に読ませて光の謀反を疑わせるために、なにものかが『源氏物語』の続きを贋がん作さくしたほどだった。

　敵だと思われていた空蝉は、晴明の古い知人で、強力な人ひと形がた遣つかい。

　人形たちを自動操作して、伏見稲荷の前鬼と後鬼を盗とう掘くつから守っていた。

　前鬼と後鬼は、晴明と道満が放ほう浪ろうしていた時代に、なんらかの理由でこの国に生まれてしまった強大な怨おん霊りようであり鬼である。

　晴明は、両者を式神として制せい御ぎよし、怨念を浄じよう化かさせようとしたが、できなかった。

　だからやむを得ず、空蝉とともに伏見稲荷に封じた──。

　そして今、前鬼と後鬼は、陰陽師の国・播磨へと向かっている。

　完全体になるためだ。

　完全体になれば、もう、誰も前鬼と後鬼を調伏できなくなる──。

「……おぼろちゃん……そんなにわたしが好きだったんだね。光くんが邪じや魔まっけだったので、こんな悪事を働いちゃったんだね……ごめんね、ぐすっ……」

　紫は相変わらず、ちょっとズレた方向で妄もう想そうをたくましくして、朧月夜のために泣いた。

「……もう、おぼろちゃんには会えないのかな……光くん……」

「紫」

「……悪い子じゃなかったわ。きっと人に言えない理由があってしかたなかったんだよ！」

「わかっている」

「こんな別れ方をするなんて……さよならも言えなかったなんて……」

　光は無言で、紫の頭を撫なでた。

　紫は、泣き止やまなかった。

　葵も、六条さんも、紫の頭を撫でて元気づけようとした。

「それにしても、あまりにもすべてができすぎているような気がしますけど。六の君はわざわざ光さんを失脚させるより、ご自分が朱雀帝の寵ちよう愛あいを受けて中ちゆう宮ぐうとなればそれでよかったのではありません？　どうしてこんな自じ爆ばくみたいな真ま似ねを」

「今は、前鬼と後鬼という二体の鬼を完全体にすることを防がなくちゃ～。源氏の君へのお仕置きは、その後だよ～」

「六条さん？　あなたが『源氏物語』なんて頭の沸わいた物語を書いたから、こんなことになったのですわよ！」

「え～？　わたし、源氏の君が帝みかどの女と浮うわ気きするなんて腹立たしい話、書いてないよ～？」

「あなたなら、いかにも書きそうですわよ！　部屋にこもって、いろいろな黒い因いん業ごうめいた妄想を頭の中で培ばい養ようしているヤバい女ですもの！」

「うふふ。源氏の君？　この藤ふじ原わら家の糞くそ生意気な姫ひめをさっさと生いき霊りようにとり殺させていいかしら？」

　六条さんの足あし下もとから、また黒い影かげが。

　六条さんの生き霊がほんとうの本気を出せば、前鬼と後鬼を倒たおせるんじゃないだろうか、と光は思った。

「二人ともケンカしている場合じゃないよ！　僕と晴明は急いで須磨へ行く！　そして、前鬼と後鬼が完全体になる前に調伏しなくっちゃ！」

　光は「いや全部僕が愚かだったせいなんだけどね」とけんめいに謝りながら、（晴明がずいぶん静かだ。晴明が激げき怒どするのは、二人きりになった瞬しゆん間かんなんだろうな）と迫せまり来る避さけられない近い未来を思って深いため息をついた。

「皆みなさん？　過ぎたことを悔やんでいてもしかたがありませんわ。今夜いっぱいで支し度たくをして、明日あしたの朝、須磨へ参りましょう」

「そうだね、元気を出そう！　光くんの新しん婚こん旅行の相手は、このわたしなんだから！」

「ご主人さま。須磨といえば海岸が美しい風ふう光こう明めい媚びなところですぞ。いい雰ふん囲い気きになること請け合いですぞ」

「そうよね、ねこたま！」

「うふふ。『源氏物語』を書いちゃってまんまと右大臣家に利用されてしまったわたしも、源氏の君と一緒に須磨へ流されるべきだよね～。須磨っていったいどんなところかしら。いい物語が思い浮うかびそうだね～」

「ねこたま！　光くんを見張るのよ！　ぜーったいに須磨で浮気するつもりだわ！　浜はま辺べで地元の女の子に声をかけるつもりだわ！」

「合点承知！」

「晴明屋や敷しきはどうするつもりなんだよ、みんな」

　光は、全員が須磨へ着いてくる気まんまんで、誰だれ一人ひとり平安京で留守番をするつもりがないことにも、ため息をついた。つかざるを得なかった。








　第六話　光源氏、須磨へ




「よくやったぞ、朧おぼろ月づき夜よ。いや──芦あし屋や道どう満まん」




　朱雀すざく院いん。

　朱雀帝ていが、庭先に座っている六の君に声をかけた。

　いや。

　六の君は、世を忍しのぶ仮の姿。

　そもそも、はじめから六の君など、この世に存在していなかったのだ。

　右大臣の末の姫・六の君は、芦屋道満であったのだ。

「『源げん氏じ物もの語がたり』の偽ぎ作さくもなかなか出来がよかったぞ。北きた野のに眠ねむる菅かん公こうの解放には失敗したが、お前の働きで伏ふし見み稲荷いなりに隠かくされていた前鬼と後鬼を野に放つことができた。完全体となれば、もはやこの国は滅ほろびる。ハッ！」

「…………」

　六の君の姿のまま、道満は──涙なみだにくれていた。

「道満。なぜ泣く。俺たちの悲願が実現しようとしているのに。人間どもに汚けがされたこの国の浄化。かつて、平たいらの将まさ門かどと藤ふじ原わらの純すみ友ともが外部からこの国を改めようとした戦いは敗北に終わった。あの二人を滅ぼすことに成功した朝ちよう廷ていの貴族どもは、ぼろぼろになったこの国をなにも改めずに己おのれの懐ふところを肥やすことだけに今なお夢中になっている」

「…………」

「だから俺たちは、この国を内側から滅ぼし、人間とまつろわぬ民たみが共存できる新たな国を築こうと誓ちかい合ったのではないか。平将門と藤原純友の夢を継ついだのではないか。まもなく、その悲願が果たされようとしているのだぞ。なのに、なぜ泣く」

「……わからない」

「ふん。女の考えることは俺にはまるでさっぱりだ。ともあれ、今回の計画はすらすらとうまくいったな。やはり、帝位に就ついたのが大きかったな」

　かぶき姿に戻っている朱雀帝が、瑠る璃りの盃さかずきに満たした甘酒を飲みながら、夜空を眺ながめている。

「今こ宵よいの月は、朧月夜だな」

「……朧月夜も六の君も……もう、いないわ」

「道満。お前とて、いつまでも右大臣家の連中に偽にせの記き憶おくを植え付けたままではいられないだろう。いずれ呪しゆは解ける。はじめから存在しない六の君の記憶などは、計画が成じよう就じゆしたその日のうちに早々に消してよかったのだ」

　六の君は、忽こつ然ぜんと、平へい安あん京きようから存在を消していた。

　正確に言えば、道満は弘こ徽き殿でんや右大臣たち、右大臣家の人間の記憶から、自らが呪として植え付けていた六の君という架か空くうの姫にまつわる記憶を削さく除じよしたのだ。

「呪によって生みだした架空の姫を、右大臣の娘むすめとして配置する。右大臣は六の君を得れば、帝となった俺のもとに入じゆ内だいさせると定めて、右大臣家の権力をさらに揺ゆるぎないものにしようと考えるに違ちがいない。事実、そうなった。六ろく条じようの御み息やす所どころが書きはじめた『源氏物語』という言霊ことだまの書には、絶大な力がある」

　むろん、道満ほどの霊れい力りよくの持ち主でなければ、新たに書き足した『源氏物語』の言霊に現実を動かす力を宿らせることはできなかったろう。

「次に、六の君と光ひかる源げん氏じの逢おう瀬せを右大臣たちに目撃させて、光源氏を失脚させる。同時に光源氏の力を利用して、前鬼と後鬼を封ふう印いんから解き放たせた」

　朱雀帝は、ほぼ完かん璧ぺきに計画が成功したことに興奮しているようだった。

「源氏はほんとうは、仲間にしたかったのだがな。そのために源氏の子が帝位に就つくという物語が展開する『源氏物語』も準備させたが、そちらの方向には現実は進まなかった。あいつは強大な力を持っているくせに、欲よくというものがない」

「…………」

「源氏を仲間に引き入れられなかったのは惜おしいが、しかし騙だますのは簡単だった。あいつは人間を疑わない。謎なぞの御ご霊りようを掘ほり出せと頼たのめば、すぐに乗った。晴せい明めいともうまく引き離はなした。そこへ、素す性じようを隠した朧月夜が現れ、謎の御霊を一いつ緒しよに掘り出そうと持ちかける──あとは計画通りにことが運ぶのを見ているだけでよかった」

「……完璧な計画だったわ。朱雀」

「左大臣家の人間はもちろん、親おや父じも母上も、俺とお前が裏で結けつ託たくしてこの国を滅ぼそうとしていることに気づいていない。まさか帝室と藤原家の血をひくこの俺が、春とう宮ぐう時代からこのような野心を抱いだいていたとはわかるまい。ハッ！」

　朱雀帝こそが、かねてより芦屋道満とともに平安京の破は壊かいを目もく論ろむ黒幕だったのだ。

　春宮時代に狂きよう態たいを見せていたのは、野望を気取られぬための演技だったのだ。

　朱雀帝は、まだ若い。子供と言っていい。

　だが、その強きよう靭じんな意志は、藤原右大臣譲ゆずりのものだった。

　そして、純真な子供ゆえのまっすぐな正義感と理想を追い求める心が、朱雀帝というこの強烈な意志力のかたまりのような存在を突つき動かしている。

　藤原家のために、世がある。

　貴族たちのために、国がある。

　平安京とは名ばかりで、羅ら城じよう門もんには鬼と盗とう賊ぞくが満ち、富を持たない庶しよ民みんは死んでも火か葬そうすらしてもらえず、鳥とり部べ野のに無造作に積み上げられている。

　藤原家にあらがうもの、まつろわぬものは、ことごとく排はい除じよする。

　反逆者は死してもなお、御霊として利用し尽つくす。

　そのような国のありかた、世のありかたに、朱雀帝は激しく憤いきどおっていたのだ。

「先住の民たみであったまつろわぬものを駆く逐ちくし、偽ぎ善ぜんと欺ぎ瞞まんに満ちた虚きよ飾しよくの都を造ったこの国の人間どもは、排除されるべきなのだ。四神相応の都も、御霊も、人間どもの欲のために大地の気を涸からし神々を殺していく元げん凶きようなのだ」

　光が聞いたら、「そういう中二病の時期は誰だれにでもあるものなんだよ」と朱雀の肩かたをぽんぽんと叩たたいただろうが、その光はすでに須す磨まへ退去する準備にかかっている。

「朝廷が今後もまつろわぬものたちと共存するつもりがないことは、将門・純友の乱に対して朝廷が行った行こう為いを見れば明らかだ」

　朱雀帝は、叫さけんでいた。

「人間は、大地より奪うばい取りしすべてを大地に還かえさなければならない！」

　朱雀帝は、憤っていた。

　国も民も大地も藤原家の私有物だと思いこんでいる右大臣家も左大臣家も、滅びるがいい。

　藤原家をのさばらせてきた平安京の人間どももみな、藤原家とともに滅びるがいい。

　そう、憤っている。

　朱雀帝は、自らによる親政を目指しているのではない。

　権力をつかもうとしているのではない。

　長年に及およぶ人間たちのいさかいの果てに無数の怨おん念ねんと怨おん霊りようがはびこるこの国のすべてをいったん破壊し尽くして、真っ白な大地に還そうとしているのだ。

　この平安京そのものを、自らの巨きよ大だいな陵りよう墓ぼにするつもりなのだ。

　自らの身体からだに流れる藤原家の血とともに、すべてを終わらせるつもりなのだ。

　途と方ほうもない、情念だった。

　とてつもない、意志の力だった。

　自ら、平安京とともに滅び去ろうとしているのだ。

　純じゆん粋すいな少年でなければ抱けない怒いかりであり、野望だった。

　誰ひとり朱雀帝の野望に気づけなかったのも、無理はない。

「道満。源氏を須磨へ逃のがさず、有う無むを言わせずに官位を剥はく奪だつして太だ宰ざい府ふへ流せば完璧だったのだ。源氏と晴明は前鬼と後鬼を播はり磨ままで追っていくつもりだぞ。なぜ源氏を須磨へ行かせろと言った？」

　道満は、返事をしない。

　朧月夜の下で、顔を小さな手で覆おおって、泣いている。

　泣き続けている。

　なぜ道満が泣いているのか、まだ少年である朱雀帝には理解できなかった。

　紫むらさきを騙し、光を裏切り、紫たちのもとから永久に去らなければならなかった朧月夜の悲しみを、朱雀帝は癒いやすことができなかったのだ。

　朱雀帝にとって、世界はまだ、単純なものだった。

　自分と、それ以外。

　自分が間違っているか、世界が間違っているか。

　朱雀帝の選せん択たく肢しは二択だった。

　しかし道満の、朧月夜の、六の君の悲しみの根源は、もはや当人にさえもわからないほどに複雑なのだった。

　自分が──。

　平安京を呪のろい憎にくむ流れ陰おん陽みよう師じ、芦屋道満なのか。

　紫の友達で、平安京の謎を求めて探検を続ける朧月夜なのか。

　右大臣家の姫ひめとしてたいせつに育てられてきた六の君なのか。

　道満自身すら、もう、わからない。

　朧月夜も。

　六の君も。

　すべては、はかないうたかたの夢にすぎなかったこと。

　それだけは、わかる。

　それがわかってしまった瞬しゆん間かんから。

　道満は、溢あふれてくる涙を抑おさえることが、できなくなったのだ。

「なあ道満。晴明は、なぜお前と顔を合わせながら、お前の正体をあの場で告げなかったのだろうな。俺は肝きもを冷やした。晴明がまさかあんなに早く鍛か冶じ場から出てくるとは予想していなかった。計画は頓とん挫ざしたと思った。なぜ、晴明はお前の正体をみなの前で告げなかったのだろうな──」

　道満は、答えられなかった。
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「晴明は、須磨へ向かう口実がほしかったのだろうか？　お前の正体を暴あばくことよりも、解放されてしまった前鬼と後鬼を調ちよう伏ぶくすることを優先したのだろうか」

　朱雀帝は、道満に向かって質問し続けた。

　道満が流す涙の理由を理解できない己おのれに、朱雀帝は、はじめて不安を抱いていた。

「……晴明はまだ」

　道満が、言葉を、漏もらした。

「夢の続きを、見ているから」

　朱雀帝は、返す言葉を見つけることができない自分に、苛いら立だっていた。
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　光たちは、晴明屋や敷しきから須磨へと旅立とうとしていた。

「源氏の君！　晴明屋敷の管理は、この藤原中ちゆう将じように任せておけ。いやはや、屋敷の女の子を全員須磨まで連れて行くとはさすが風流貴公子だ」

「お兄さま？　そこいらで出会った女の子を連れ込むに都合のいい屋敷が手に入ったとお考えじゃないでしょうね？」

「葵あおい、なにを言いだすんだ。気のせいだぞ」

　葵の兄・藤原中将が、朝から光たちを見送りに来ていた。

　家人たちをずらりと連れて来て、引っ越こし準備を手伝ってくれている。

「藤原くん、僕と親しくしているときみまでとばっちりを喰くうよ」

「源氏の君、そんな小さいこと気にしない気にしない。俺とお前の仲じゃないか」

「うっ。相変わらず、なんていい人なんだ。落ち目の僕に変わらず親しく接してくれるなんて」

「そのうち須磨まで遊びに行くから、待っててくれよ」

「うん、わかった！」

「光さん？　お兄さまはただ、須磨の浜はま辺べで田舎いなか娘むすめと親しくなろうと考えているだけなのですわ！　いい人じゃなくて、女好きなだけですのよ」

　藤原中将は「妹は相変わらずだな。ほんとに連れて行くのか」と葵の気の強さに呆あきれてため息をついている。

「こんなのを連れて行ったら、須磨で遊べなくなるぞ源氏の君」

「まあね……でも、来るなと言っても来るからね……」

「光さん？　なんですのその言い方？　ここは、落ち目の光さんを見捨てずに許婚いいなずけとして須磨まで着いていくわたくしの健けな気げさに感激するところですわよ？」

「もう永遠に都に戻もどれないかもしれないんだよ葵さん？」

「あら。須磨ってどのあたりにあるのか知りませんけれども、一応は人間が住める土地なのでしょう。住めば都ですわよ。おーほほほ！」

「はあ。生きつ粋すいのお姫さまの葵さんが、都の外で暮らせるんだろうか。心配だなあ」

　光は、官位を剥奪されて太宰府へ罪人として流されるところを、晴明の機転で自ら官位を返上して須磨へ進んで蟄ちつ居きよすることでどうにか流る罪ざいを免まぬかれた。

　しかし、須磨へ行く真の目的は、前鬼と後鬼を調伏することにある。

　前鬼と後鬼は、完全体になるために、播磨へ向かったという。

　須磨は摂せつ津つの西の果て。

　すぐ西にし隣どなりには、播磨が広がっている。

　陰陽師の総本山と言われている播磨が。

「源氏の君、須磨にはとてつもなくかわいい女の子がいる気がするぜ！」

「しーっ。葵さんに聞かれたら僕が叱しかられるよ」

「都のすれた女の子より、田舎の純じゆん朴ぼくな女の子のほうがかわいいかもしれないぞ。それに、どういうわけか田舎には時々、信じられないような美人がいたりするもんだ！」

「やれやれ。藤原くんは長生きするよ」

「そう褒ほめるな。はっはっは」

「案外、藤原くんみたいな人がのらりくらりと遊んでいるうちになんとなく政争を生き残って、最終的に朝ちよう廷ていの権力を握にぎっていたりしてね」

「そんな面めん倒どうなもの俺は興味ないね。俺はただ、うるわしい女人との愛を追い求めてこの現世を流離さすらう男さ♪」

「そういえば、捜さがしている女の人は見つかった？」

「見つからない……あー！　俺はやっぱり、愛を求めて生しよう涯がいを流離う運命なんだあ！」

「うわあ。落ち着いて藤原くん！」

「そうだ！　六条御息所に頼たのんで『藤原中将物語』を書いてもらうか！　俺さまの風流伝説を都中にばらまいて源氏の君に対たい抗こうだ！」

　なにも自分から言霊ことだまと噂うわさ話ばなしの地じ獄ごくに足を踏ふみ入れなくても、と光は思った。




　来客は、藤原中将だけではなかった。

「晴明。大物の調伏には、この霊れい剣けんが必要でしょ。持って行きなさい」

　賀か茂もの保やす憲のりが、完成したばかりのふたふりの霊剣をかついで、晴明屋敷を訪おとずれていた。

「私が？　その霊剣は内だい裏りに」

「内裏は焼けちゃったから、まだしばらく再建に時間がかかるでしょ？　それまでのあいだなら、晴明に貸していても問題ないって」

「そうか。すまない」

　晴明は、素す直なおに霊剣を受け取った。

　躊ちゆう躇ちよしている余よ裕ゆうは、もうないのだ。

　前鬼と後鬼が完全体になってしまえば、もはやどうすることもできなくなる。

　それまでに調伏しなければならない。

「しかしバカな連中よね。安あ倍べの晴明がいない平安京がどれだけ剣けん呑のんでおそろしいところになってしまうか、右大臣たちに理解させてあげる必要があるわね」

「おいおい。まだ都には保憲がいるだろう。良りよう源げんもいる」

「あたしは物ものの怪けとの対決とか、そういうの好きじゃないから。晴明の領分よ」

　ちらり、ちらり。

　妙みような視線を感じた晴明は、背後を振ふり返った。

　なぜか、あの良源が双六すごろくの盤ばんを両手に抱かかえて、土ど塀べいの向こうに身をひそめている。

　はあはあはあと息を荒あららげ、いつもの冷静な良源とは別人のように顔を赤らめていた。

「なんだあれは。おい保憲。なんであいつがここにいるのだ」

「愛いとしの若わか紫むらさきの君に双六を贈おくりたいとかなんとか。でも恥はずかしくて出てこられないみたいね」

「なぜか寒気がする……どうも嫌いやな予感がするな……」

「良源よりも晴明。あなたはどうするの」

「どうって」

「なにかを確かめる、って言っていたでしょ？」

　晴明が、空を見上げながら目をしばたたいた。

「……確かめないほうが、いいかもしれぬ。闇やみを照らせば、朧月夜は消えてしまう運命だからな……」

「なんのこと？」

「いや、なんでもない……」

「ふうん。まあいいや。晴明がいらないっていうのなら」

「？」

「ふふふ。源氏の君はあたしがいただくことにするわ。今なら官位も失っていてすっごく格安だしね。かなり落ちこんでるみたいだから、ちょっとお姉さんが優やさしくしてあげれば、たぶん簡単にころりと」

「なにを言いだすのだ。呪じゆ殺さつされたいのか！」

　晴明は、霊剣をひとふり抜ぬいて、保憲を追いかけた。

「ダメでしょ。剣をふるったら呪殺じゃなくて刺し殺さつ、ないしは斬ざん殺さつでしょ晴明！」

「だだだだ黙だまれ！」




　このあと。

　結局、良源は紫に、双六の盤を贈った。

　ただし、直接面と向かって紫に渡わたす度胸がなかったので、

「……しくしくしく……誰だれもわたしを見送りに来てくれない……そうよね、そうよね……わたしは没ぼつ落らく貴族の娘で、しかも屋敷にひきこもっている陰いん気きな子だものね……ぐすん」

　庭に座りこんで落ちこんでいた六条さんに、

「あー。この双六を受け取ってくれ」

　と声をかけたのであった。

「まあ。ありがとう。わたしのことを心配してくれている人間が、都にいてくれただなんて!!」

「黙れ、これはお前のような胸のふくらんだ女に渡すものじゃない！　愛らしい若紫の君に渡してくれと言っているのだ！」

「……うふふ……そうなんだ……やっぱり、誰もわたしを見送りに来てくれないんだ……お友達が少ないのね、わたしって……」

　ゴゴゴゴゴゴ。

「むっ。いかん！　うっかり女と会話したら、またしても鬼おにが出て来た！　悪あく霊りよう退散！」

「うふふ……うふふふ……紫ちゃ～ん……」

　ゆらーり。

　六条さんが重い双六の盤をかついでふらふらと歩きだすと、鬼も一いつ緒しよについていってしまった。

「……あの女の影かげが、鬼の形になっているのか。六条御息所、おそろしいやつ」




　それぞれが別れを惜おしみつつ、時間は流れていく。

　光たちが出発したのは、その日の昼過ぎのことだった。

「ねこたま、行くよー！　鬼退治の旅に！」

「どこまでも着いていきまする、ご主人さま！」

「播磨より吉き備びのほうが鬼退治感が出るんだけど、まぁ、しょうがないねっ！」

「ほほう。吉備はそれほど鬼退治向きの立地なのですか」

「犬も猿さるもキジもいなくて、お供が猫ねこだけってのも微び妙みようだけど、まあいいでしょ！」

「がーん。それがし、お供失格でございましたか！　犬のほうがいいとは……それがし、そろそろお暇いとまをいただいて首を吊つらせていただきたく」

「あー。嘘うそ、嘘。ねこたま、頼たよりにしてるわよ♪」

「合点承知！　むーん。それがし、やる気に満ちてきましたぞ！」

「平安京を救う冒ぼう険けんの旅は今はじまったばかりよ、ねこたま！　そうよ、わたしはこの冒険のために平安京に召しよう喚かんされてやったんだわ！」

　先頭の牛ぎつ車しやは、ねこたまが動かし、紫と葵と六条さんが屋形に乗りこんだ。

　後方の牛車には、牛が繋つながれていない。

　こちらは晴明の牛車である。

　晴明と光の二人きりだった。

「晴明、いってらっしゃい♪」

「須磨でいちばんの美少女を探しておいてくれ、源氏の君！」

「……若紫の君……偽にせ光源氏の浮うわ気き癖へきに巻きこまれて、おいたわしや……この良源、必ずやあなたさまをお守りいたしますぞ……！」

　右大臣家の権勢を怖おそれて見送る者の数は少なかったが、約一名、異常に濃こゆい総そう髪はつの僧そうが混じっていたのでわびしさはかけらもなかった。

　須磨への旅路が、はじまった。
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「ところで空うつ蝉せみはどこへ行ったんだろう、晴明」

「そこにいる」

「えっ？」

　晴明と光が隣となり合って乗りこんだ屋形の中。

　向かいの席に。

　いつの間にか、ボロを着た小さな童女がちょこんと腰こし掛かけていた。

　空蝉だ。

　以前、何度か道ばたで出会ったこともある、あのボロの童女だ。

「……してやられたよ。してやられたよ」

　空蝉は申し訳なさそうに、晴明にそう言った。

　相変わらず、ボロを頭からすっぽりと被かぶっているので、顔は見えない。

「いえ。道満が一枚上手だっただけのことです」

　晴明は、空蝉と旧知の仲らしかった。

　だが、友人という関係とも、違ちがうらしい。

　晴明の口調は、まるで師に対するような言葉遣づかいである。

「この安倍晴明の手て抜ぬかりでした。私がもっと早く決断していれば、このようなことにはならなかったのです」

「せいめい。そのものは。げんじのきみは」

「いや、いいのです。私自身が、確定します」

「それがいいよ。それがいいよ」

「確定って？　晴明、空蝉？　いったいなんの話を……」

「そうあわてるな光。すぐにわかる」

「空蝉。きみの正体はいったい？　この晴明がこんなうやうやしい態度を取るだなんて」

「光、それはいったいどういう意味だ」

「またあおう。またあおう」

　ふぁさっ。

　ボロが、晴明と光の足あし下もとに、落ちた。

　中身は、からっぽだった。

　光が、ボロを拾い上げた。

「晴明？　空蝉が消えたよ!?」

「空蝉の肉体は高こう野や山さんの洞うろに隠かくれていて、容易なことでは動かぬのさ。空蝉は魂たましいだけを飛ばして、われらの前に現れていたのさ」

「そんな術があるのか」

「空蝉は恥ずかしがり屋で人みしりが激しい性格なので、見知らぬ他人と顔を合わせたがらないのさ。だから、ボロの中に魂だけを込こめて、ふわりふわりと現れるのさ」

「人間なの、それとも」

「どうであろう。かつて空くう海かいと名乗っていた頃ころは人だったはずだが、空蝉となってからはむしろ神仏に近い存在になった気がするな」

　あれ？　空海ってどこかで聞いたことがあるけど、誰だっけ？

　待てよ。晴明はまた嘘で僕を煙けむに巻いているんじゃないかなあ。

　晴明はこんどはどんな手品の種を用意して、僕を罠わなにはめようとしているのだろう。

　どういうわけか、ちょっとばかりわくわくしてくる自分が情けないかもしれない。

　晴明の狐きつね耳みみを確かく認にんしてみたが、ぴく、ぴく、と小刻みに震ふるえていて、これはこれで晴明が今なにを考えているのかさっぱりわからない。

「私は空蝉に頼たのんで伏ふし見み稲荷いなりの前鬼と後鬼を守ってもらっていたのだ。だが、ささいな誤解が原因で空蝉はキミを攻こう撃げき目標にして、道満を伏見稲荷に入れてしまった」

「そういえば、いの一番に僕を襲おそってきたね。なぜか途と中ちゆうで僕を放ほうり出して朧月夜を追っていったのだけれど」

「空蝉は、私の式しき神がみであるはずのキミが道満に寝ね返がえった、と誤解してしまったのさ。正確に言えば、空蝉の人ひと形がたたちが、だがな」

「そうか。朧月夜の正体が道満だと気づかずに仲良く探検隊を結成して、一緒に伏見稲荷にのこのこ現れたからか……うーん」

「本来ならば私自身があそこの門番の役目をつとめるべきだったのだが、私は稲荷神社が苦手でな。あそこでは力が発揮できぬのだ」

　晴明の稲荷神社嫌ぎらいは、そうとうなものらしい、と光は思った。

「空蝉は人形たちを遠くから自動操作して、自らは不在でも人形たちが伏見稲荷を守る、そういう結界を構築していた」

「うん」

「あれらの人形たちは生きているものではないが、空蝉から気を与あたえられている。いずれは付つく喪も神がみになり、自らの魂と意思を持つに至る人形も出てくるやもしれないな」

「空蝉ほどの術者なら、ありえることだね。でも、それがどうかしたのかい晴明」

「……もしかしたらキミも……私自身の心が生みだした幻まぼろしかもしれないのだ」

「え？」

　光は、一いつ瞬しゆん、（そうだったのか！）と信じかけた。

　次の瞬間、ぞっとした。

　自分自身の過去の記き憶おくのすべてが、晴明が作りあげた嘘の記憶ではないか、ほんとうはそんな過去など最初からなかったのではないかと想像しただけで、心臓が凍こおりついた。

　しかしもちろん、よく考えれば、いやよく考えなくてもそんなはずはない。

「晴明？　たちの悪い冗じよう談だんはやめてくれよ！」

「この世界では、なぜ言霊ことだまが強きよう烈れつな力を持つか考えたことがあるか、光」

「平安時代だからじゃないの？」

「キミがもし、私が言霊の力で作りだした夢の産物であったなら」

「僕が？　僕は僕だよ？　ちゃんとした実体だよ。僕は、晴明の心の内側すら見ることのできない凡ぼん夫ぷだよ。長年、紫のお尻しりにしかれてきた黒歴史の持ち主だし。残念だけど、晴明とはまるで無関係な世界に生まれ育ったハマっ子だよ」

「…………」

「だからこそ、僕は晴明に囚とらわれて、今回のような愚おろかな失敗をしでかしてしまうんじゃないか。僕が晴明が作った夢の産物ならば、こんなへまはやらかさないし、こんなにもどかしい思いに悩なやまされることなんてなかったよ」

「……光」

「ごめん。なにを言ってるのかな、僕は」

　光はくしゃみを我が慢まんしながら、自分の鼻の頭を押さえた。

　なぜか、感情がひどく乱れている。

「でも今回の僕は最初から最後まで道満に振ふり回されっぱなしで、さんざんだったな。せっかく空蝉に会えたのに、晴明の過去についてなにも聞けなかったし」

　しかしまあ、今はそれどころじゃないからね、と光が頭をかいていると。

「ふん。私の過去をまだ見たいというのなら、私が見せてやる」

「えっ？」

　光はあわてた。へくちんへくちんとくしゃみを連発して、晴明にむっと睨にらまれた。

「晴明？　べ、別にいいよ。僕が晴明の帰りを待たずに空蝉に会おうとしたから、今回のような事態を招いちゃったんだしさ！」

「バカもの。このようなことが二度と起きないよう、もったいぶるのをやめて教えてやると言っているのだ。すべては平安京の治安維い持じのためだ。ただし」

「ただし？」

　晴明が、差しだしてきた。

　式しき王おう子じ魔ま還かん珠じゆ。

　三度目じゃないか、と光は晴明の手抜きに少しばかり憤いきどおった。

「光。この珠たまのほんとうの名前は、少し違う」

「どう違うんだよ？」

「式王子魔ま環かん呪じゆ、これがこの珠のほんとうの名だ」

「ごめん。同音異義語なのかい？　同じにしか聞こえなかった」

「還ではなく環。珠ではなく呪だ」

「やっぱり同じ名前にしか聞こえないんだけど……」

「わが母から授さずかった秘宝だ」

「その台詞せりふも、何度か聞いたような」

「互たがいに呪文を唱え、珠を介かいしてお互いの意識を融ゆう合ごうさせる。キミの意識が私の意識と混ざりあい、キミは私の過去をかいま見ることができる」

「その台詞も、どこかで聞いたような……」

「実に難度が高い術だが、もともと私とキミの気は波長があう。それに、今のキミの身体からだには私の血が流れている。だから、うまくいく確率は高いと思う」

　光は惑まどった。これは、先日の嘘うそとまるで同じ台詞をわざと繰くり返すことで僕がヘンに考えすぎて「こんどこそほんとうなんだろう」と勘かん違ちがいする心理を誘さそうという高度なテクニックなのだろうか？

「あーそれでさ。その先の台詞はこうなんだろう。いちど使えば、成功しようが失敗しようが珠は砕くだけ散って二度と使えなくなる」

「その通りさ。だからこそ、これまではほんとうに使うことをためらってきた」

　晴明の表情が、硬かたくなっていた。

　怯おびえていた。

　狐耳が、ふる、ふる、と小刻みに震えていた。

　不意に。

　光は、（これは冗談でも嘘でもない）と気づいて、姿勢を正していた。

「わが母の形見だ。なまなかなことでは、この珠を砕く真ま似ねはできない。わかるか光」

「もとの世界に帰らぬと誓ちかえばいいんだね、晴明」

「いや。もう誓わなくてもいい」

「どうしてだよ？」

「……キミが珠を操あやつることに成功すれば、嫌いやでも私とのあいだに深い呪しゆを結ぶことになってしまうからさ。だから、これまで使うことをためらっていた」

「呪か。たしかに、晴明の過去を覗のぞき見しておきながら、じゃあこれで満足したんで横よこ浜はまに帰るよとは言いづらくなるだろうけど」

「だがキミが珠を操れなければ、呪は消える。キミにとっては、そちらのほうが正解なのかもしれない」

　失敗すれば、呪が消える？

　どういう意味なのか、光にはわからなかった。

　ただ、晴明がほんとうのことを伝えながら、嘘を言っていることだけは、わかる。

　晴明は、呪を、結びたいのだ。

　それなのに、口では、「呪が消えたほうがいいかもしれない」と言っている。

　心では呪が消えることを怖おそれているから、言葉で先にそう言ってしまうのだろう。

　どういう結果が待っているにせよ、僕は晴明を傷つけたくない、と光は思った。

「晴明」

「な、なんだ？」

「僕と晴明との呪が消えるなんてこと、ありえないと思うよ」

「そ、そうか？」

「僕は水みず原はら光ひかるというどこにでもいるただの人間だけど、それでもきみが僕を平安京に召しよう喚かんした時から、僕は晴明の式神なんだよ。なぜだろう。はじめから、僕は晴明とこういう呪を結ぶ運命だったような気がする」

「後こう悔かいすることになるぞ」

「後悔なんてするはずがない」

「……光」

　屋形の席の上で、隣となり合いながら。

　光が一つ。

　晴明が、もう一つ。

　互いの掌てのひらに、珠を握にぎりしめた。

「晴明。僕が正式に晴明の式神として認められるにはきっと、この儀ぎ式しきが必要なんだね」

「……そういうことだ。私がもっと早く勇気を出していれば、空蝉は道満を阻そ止しできていたはずだ」

「今からでも手て遅おくれじゃないよね、晴明」

「……ああ」

「じゃあ、はじめよう」

「……うむ」

　晴明が、呪を唱えはじめた。

　光は、目を閉じた。
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　目を開くと、光は、晴明屋や敷しきの縁えん側がわに座っていた。

「あれっ？」

　たしかに、住み慣れた晴明屋敷に光はいる。

　しかし。

　目の前に腰こしを下ろして静かに酒を飲んでいる狐顔の貴公子には、見覚えがない。

　貴公子は、笑っているかのような、そうでないかのような。

　整った顔立ちだが、表情に乏とぼしい、若い男の貴族だった。

　どこか、晴明に似ていた。

「おや。これは驚おどろいた。俺の結界を無造作に越こえてくるとは」

　しまった。自己紹しよう介かいする前に、先に口を開かれてしまった。

　本名を口にすべきか、それとも。

「ええと。その。夜分恐おそれ入ります。僕は、安倍晴明の式しき神がみで」

「そうか。陰いん世せいから迷いこんできたか。あの珠を用いたのだな」

「陰世？」

　この貴族は、悪人ではないらしい。

　からかうような口調と皮肉な、どこか狐きつねのような笑え顔がおは、やはり晴明に似ている。

　だが、明らかに、男であった。

「僕は主あるじである安倍晴明の過去を見るつもりで……」

「ほう。主人の過去を。大だい胆たん不ふ敵てきな式神もいたものだな」

「困ったなあ。ここは晴明屋敷に似ているが、微び妙みように違う。僕はいったいどこに来てしまったのでしょうか？」

「難解な言葉を用いればお前には理解できまい。似ているが異なる世界、とでも言っておこうか」

「太陽の裏側にもう一つの地球があるという説を、紫から聞いたことはありますが」

「未熟なものがややこしい術を用いると、ごく希まれに世界の境目が乱れて、両者が一本の道で繋つながってしまうことがある。お前はその道から迷いこんできたのであろうな」

「つまり、僕は迷子ですか？」

「まあ、簡単に言えばそうなる」

　しかも、次元を越えた迷子……!?

　どうしてくれるんだ、晴明いいいいい～！

　いやいや、きっとこの状じよう況きようも全部晴明が準備していた嘘であって、僕はまたまたまた晴明にかつがれているのであって。

　そうだと言ってくれ晴明。

「ふん。あれこれ妄もう想そうをたくましくしているようだが、あいにく嘘ではないぞ」

「ええええええ？　というか、僕の考えていることがわかるんですか？」

「うむ。顔に全部書いておる。顔の皮ひ膚ふに、文字が浮うかびあがっておるぞ」

「ええええええ」

「というのは嘘だ」

　どこかでさんざん体験してきたやりとりのような……光は嫌なデジャヴに襲おそわれた。

「そういうのは次の機会にしてください！　僕は向こうの世界に戻もどらなければならないんです。どうすればいいのでしょう」

「やれやれ。向こうの晴明がやらかした不始末だ、俺が片付けてやらねばなるまいて」

「晴明を知っているんですか？」

「知っているというか……俺も陰おん陽みよう師じのはしくれであるからな」

「陰陽師！」

　貴族は、酒をたしなみながら、目を細めた。

「安倍晴明の過去を知りたいのであれば、陰陽道と安倍晴明の関かかわりをまず知っておかねばならん」

「は、はい」

「陰陽道とは、大陸に遣けん唐とう使しとして渡わたったいにしえの大学者・吉き備びの真まき備びという者が、唐より兵法とともに持ち帰った道教その他の雑多な術を大本として、この国に見合った独特の呪じゆ術じゆつの体系として作りあげたものぞ。安倍晴明の時代より二百年も昔のことぞ」

「はあ」

「その吉備真備は、唐で、阿あ倍べの仲なか麻ま呂ろという日本人の先せん輩ぱいにずいぶんと世話になった。阿倍仲麻呂は日本に帰ることができず唐で生しよう涯がいを終えたのだが、唐で吉備真備に『自分が帰国できなかった時はわが一族を頼たのむ』と頼み事をしたのだそうだ」

「唐で──」

「安倍晴明の父親は、その阿倍仲麻呂の遠い子孫にあたるのだよ。安倍晴明が吉備真備の子孫であり陰陽道の大家だった賀茂家に、すんなり弟で子しとして受け入れられたのは、陰陽道の始祖となった吉備真備が『わが陰陽道は阿倍仲麻呂の子孫の出現をもって完成とする』という予言を残しておったためだそうな」

「その、出現した子孫というのが、安倍晴明なんですか」

「そうだ」

「なぜ、晴明をもって陰陽道を完成とする、と吉備真備は予言したのでしょう？」

「九きゆう尾びの狐さ」

「えっ？　狐？」

「吉備真備は兵法や道教を持ち帰っただけでなく、唐から妖よう狐こ『九尾の狐』を日本に連れ帰ったのだよ」

「狐の妖よう怪かいを!?」

「うむ。吉備真備は一学者でありながら、藤原家を滅ほろぼして朝ちよう廷ていを乗っ取るという野望を抱いだいていた。そのために、唐から戦いくさに必要な最新の知識を摂せつ取しゆしたのだな。唐にその名を轟とどろかせていた大妖怪である九尾の狐の霊れい力りよくも、あてにしていたのであろうよ」

「の、乗っ取りですか!?」

「実際、吉備真備と藤原家は激しい権力闘とう争そうを繰くり広げた。一人目の政敵・藤原広ひろ嗣つぐは太だ宰ざい府ふで兵をあげて吉備真備に倒たおされた。二人目の政敵である藤原仲なか麻ま呂ろは逆に吉備真備を太宰府に左さ遷せんしたが、吉備真備はかえって太宰府を防衛要よう塞さい化して強大になってしまった。追いつめられた仲麻呂は広嗣と同様に反乱軍を興おこし、やはり吉備真備に滅ぼされた」

「そ、そんな話、日本史の授業で聞いた記き憶おくがないんですが……？」

「最終的に政治力に長たけた藤原家が勝ったからさ。吉備真備は帝てい位い簒さん奪だつにあと一歩まで迫せまった盟友の道どう鏡きようを藤原家の謀ぼう略りやくによって左遷され、失しつ脚きやくした。晩年は手足をもがれた鳥のようになって死んだのさ」

「そんなことがあったんですか」

「吉備真備は大学者だ。その頭脳を活いかして兵法や陰陽道を学びこの国で最強の存在となったために、合戦では無敵無敗だった。藤原家はどうしても戦では吉備真備に勝てなかったのだよ」

　陰陽道は都を守るための術だとばかり思っていたが、その成立期にはまるで逆で、戦に勝つための兵法とセットになっていたのだ、と光ははじめて知った。

「そのため藤原家は、二度と学者を大臣の位に出世させるまいと誓ちかったそうだよ。のちに学者でありながら大臣になった菅すが原わらの道真みちざねが左遷されたのも、第二の吉備真備になられては困ると藤原家が警けい戒かいしたからさ。その結果、菅原道真を怨おん霊りようにしてしまったがな」

　これは話がちとそれた。安倍晴明の話であったな、と貴族が微び笑しようを浮かべた。

「阿倍仲麻呂の子孫が陰陽道を完成させるという吉備真備の予言は、阿倍仲麻呂の世話になった恩返しなどではない」

「では、どういう理由で」

「吉備真備がこの国に連れ帰った九尾の狐はな。吉備真備のもとを去ったのち、狐神としてこの国で長い時を過ごした。やがて阿倍仲麻呂の末まつ裔えいである安倍保やす名なという男と恋こいに落ち、人の姿に化けて安倍保名の妻となり、名を葛くずの葉は姫ひめと改め、子を産んだのだそうだ」

「まさか、その子が？」

「そう。安倍晴明だ。晴明の父親は人間だが、母親は狐神なのだ。しかも唐から天てん竺じくを傾かたむけたと噂うわさされる最強の妖怪、九尾の狐だったのだ。ゆえに安倍晴明は、生まれながらに最強の霊力を持つ運命の子。この国を滅ぼそうと思えば、滅ぼすこともできる」

「…………」

「だが、この国の民たみの守護者になろうと思えば、五百年先の未来までこの国を守護することもできる。暗黒の鬼おにとなるか人々を救う神となるかは、安倍晴明の心次し第だい」

「晴明は、それほどに」

「陰陽道を究きわめた吉備真備には、ある程度未来が見えていたのであろう。ゆえに、真備は野望を捨てて、子孫を陰陽師の職に就つかせたのかもしれぬな」

　晴明が背負わされていた呪しゆは、それほどに巨きよ大だいで重いものだったのか。

　光は（容易に語れないはずだ）と唇くちびるを噛かんだ。

「式神よ。お前は珠たまを用いて晴明の過去を見ようとしていたのだな」

「はい」

「ならば、あまり長くはおられぬぞ。時を無む駄だにするな」

　貴族が、自分のひとさし指を薄うすい唇に当てて、呪を一言、唱えた。

「これで道がついた」

「あれ？　一いつ瞬しゆんでしたね？」

「俺ほどの陰陽師ともなれば、呪など形ばかりでよいのさ」

「では、あなたはやはり晴明の親しん戚せきの方でしたか。晴明もそれくらい詠えい唱しようが短ければ、僕も楽なんだけど」

「式神。そちらの世界の晴明を、よろしく頼むぞ。あれは嘘うそばかり吐つくが、嘘は心の弱さの裏返しよ。あれはな、誰だれよりも心が繊せん細さいなのだ」

　貴族が、光に深々と頭をさげてきた。

「はい！」

　迷いなく、返事をしていた。

　光は、再び目を閉じた。

　身体からだが、後方へとひっぱられていく感覚に襲われていた。

「──こんどは道に迷うことなく、安倍晴明の過去へ行くがよい」










　……

　……

　……

　光が目覚めると、薄うす暗ぐらい民家の、土間の上に寝ねていた。

　身体が冷たい。

「僕は……あれ？　今の貴族との会話はなんだったんだ？　また化かされたのか？」

「旅の人。あなたは雪の中に倒れていたんですよ」

　誰かが、囲い炉ろ裏りで鍋なべを煮にている。

　女だった。

　大人の女性だ。

　晴明によく似ている。しかし、もう少し年ねん齢れいを重ねているように見えた。

　光は、気づいた。

　彼女の頭に、一対ついの狐きつね耳みみが生えていた。

　着物のお尻しりのあたりからは、狐尻尾しつぽが飛びだしていた。

　一、二、三。

　数えていると、九本ある。

　九尾の狐!?

　まさか、晴明のお母さんなのだろうか？

「僕を助けてくださったんですね？　僕は光と言います。あなたは？」

「葛葉と申します」

　女が、にこにこ、と笑った。

　邪じや気きのない笑え顔がおだった。

　唐天竺を傾けた大妖怪という触ふれ込みとは、まるで印象が違ちがった。

　子こ煩ぼん悩のうな、ごく普ふ通つうの、母親。

　そう。

　母親、という言葉が、これほど似合う人を、光は知らなかった。

　光は、自分の生母を知らない。

　もしかすると、自分の生母もあるいはこのような女性だったのではないだろうか、と光はわけもなく思った。

　そんな葛葉の膝ひざの上には、童女が座っていた。

「母上。この人、誰？」

「さあ。雪の精さんかもしれませんね」

「そんなふうに見えない」

　紅あかい瞳ひとみを持った童女。

　ぴょこん、と一対の小さな狐耳が頭に乗っている。

　左耳と、右耳。

「光さま。この子は、娘むすめの信しの太だ丸まるです」

「……信太丸だ」

　ぷいっ、と信太丸が顔をそむけて、光の視線から逃のがれようとした。

「少々無愛想で人に懐なつきませんが、心根は優やさしい子ですの」

「あ、いえ。この子は僕の知っている人に似ていて、つい……すみません」

「しらじらしいことを言うな、あやしいやつ。母上は渡さぬぞ」

「まあまあ。信太丸ったら」

「ご安心ください。僕のストライクゾーンは同年代です」

「言葉の意味がわからんぞ」

「今、この国は飢き饉きんに疫えき病びように洪こう水ずいと、未み曾ぞ有うの天災が続いていますの。なので、あまりおもてなしはできませんが……よろしければ鍋をどうぞ」

　光は、身体を起こして、煮物をいただいた。

（どうやら僕は晴明の過去の記憶の世界に、入り込んでいるらしい）

　とても記憶の世界とは思えないほどに明めい瞭りようで、生々しい世界だった。

（この人が唐とうから来た九尾の狐。この国に来て人間の男と恋に落ちたという葛葉姫なのだろう。ということは、この小さな信太丸は、やはり幼い頃ころの晴明）

　葛葉の隣となりでだいこんをかじっている信太丸が「じろじろ見るな」と頬ほおをふくらませた。

　あの晴明にも、こんなにかわいい時代があったのか、と光は衝しよう撃げきを受けた。

　晴明の記憶の世界に僕自身が入り込んでしまっていいのだろうか、さすがの朴ぼく念ねん仁じんの僕もこんな厚かましい真ま似ねをする気はなかった、帰ったほうがいいんじゃないか、とも。

　だが、目を覚ます方法がわからない。

　とはいえ、あまり長い時間はいられない、と途と中ちゆうで出会ったあの貴族は言っていた。

「母上。だいこん、まずい。このおはしを食べていい？」

「この子は、食べ物とそうでないものの区別がつかないらしくて。悪あく食じきとでも言うのでしょうか」

「母上。信太丸は、ねずみが食べたい」

「いけません、信太丸！　はあ。ずっとこうなんですの」

「……信太丸は人ではないから、しかたないのだ……」

「信太丸。あなたは人間ですよ」

　信太丸の小さな狐耳が、しおしおと力なく折れている。

　光は（過去の記き憶おくの中で僕がなにをやっても、もう過去を変えることはできないけれど）と知りながらも、黙だまってはいられなくなった。

「あのう。僕の勘かんでは、こういう子は油あぶら揚あげが好物だと思います」

「まあ。油揚げですか？」

「なんだそれは」

「豆とう腐ふを油であげるんです。豆腐はあります？」

「豆腐ならば、ありますけれど。油は、どうだったかしら」

　葛葉が、どこからか油を持って来た。

　空になった鍋に油を注いで、火で熱した。

「やけどに注意して。この油の中に、薄く切った豆腐を入れてあげるんです」

「変わったお料理ですのね」

「まあこの時代では、そうかもしれません。僕の世界では、ごく普通の料理です」

「母上。こいつあやしいぞ。妙みような術を使って母上をさらうつもりだ」

「信太丸ったら。誰もさらいになど、きませんよ」

「嘘だ。都に必要な気が足りない、このままでは都が滅ほろびる、って役人たちが騒さわいでいる。あいつらはきっと母上を連れ去って社やしろに押しこめるつもりだ」

「心配しすぎですよ、信太丸」

「父上が仕事で遠国へ出かけているすきに、きっと母上をさらいに来る」

　信太丸は怯おびえていた。

「ほら。油揚げができたよ」

　光は、そんな信太丸に一切れ、薄く切ってからりとあげた油揚げをくわえさせた。

「やめろ。こんな不気味なもの食べたくない」

「いいからいいから」

「あむっ……おおー？　こ、こ、これは……!?」

　信太丸の紅い瞳が、うるうると潤うるんだ。

　狐耳が、喜びのあまりぴょんぴょんと跳とびはねている。

「う……うまああああああいっ!?　な、なんなんだこれはあああああ!?」

「よかったわね、信太丸」

「母上。これはうまい！　豆腐から作ったとは思えぬ！　母上も食べるがいい」

「光さん、この子が食べ物の味に喜んだのははじめてです。ありがとうございます」

「いやまあ。狐っ子には油揚げ、というのが僕の世界の常識でして」

　ぴく。

　信太丸が、狐耳をとがらせて、葛葉の背中に隠かくれてしまった。

「お前！　なぜ信太丸が狐っ子だと見破った!?　やはり役人か！」

「えー？　違うよ。見ればわかるじゃないか。その狐耳と狐尻尾を」

「……見えているのかっ!?　嘘をつけ！」

「僕には見えるんだよ」

「嘘だっ！　絶対にあやしい！　母上、こいつを油であげて食べてしまおう！」

「そうかしら。光さんは、嘘を吐くのが苦手そうな方ですけれど」

「僕にはどうも特別な力があるらしくて、信太丸の狐耳が見えるんです」

「嘘だ、信じないっ！　信太丸は完かん璧ぺきに隠してるんだ！」

「誰にも言わないから、だいじょうぶだよ」

「むー！　母上、こいつの言葉は嘘とほんとうが適当に混ざっていて、とてもあやしいぞ！」

　信太丸が、ぶん、ぶん、と丸めた手を振ふり回して襲おそいかかってきたが、まだ童女なので光にダメージを与あたえることはできない。

　光は、信太丸を抱だきとめると、肩かたに担かつぎ上げた。

「しょうがないなあ。じっとしてろ」

「わー！　離はなせー！」

「この尻尾をひっぱるとおとなしくなるんだよね、たしか」
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「ぎゃー！　そこは触さわるなー！　へんたいっ！」

「おや、この時代の信太丸はまだ陰おん陽みよう術じゆつを使えないんだな。現実の世界でさんざんいじめられている分を今、この記憶の世界ではらしてやろうっと。悲しきいじめられっ子のサガってやつだよね」

「なにを意味不明なことを叫さけんでいるのだ貴様はー！」

「ほら。油揚げをやるから、暴れるな」

「おおー。あむあむ……って、信太丸を餌え付づけするなあ！」

「ごめん」

「そもそも油揚げばかり食べてたら脂あぶらっこすぎて、だんだん辛つらくなってきたぞ」

「酢す飯めしを油揚げで巻けば、炭水化物も取れて栄養バランスばっちりになるよ」

「酢飯を、油揚げで巻く？」

「稲荷いなり寿ず司しという神料理だよ」

「ふうむ。イナリズシとはなんだ。稲荷神と関係あるのか？」

「僕も詳しよう細さいはよく知らないけど、油揚げと稲荷寿司は、お稲荷さまの大好物ということになっているんだよ」

「とりあえず、うまそうだな」

「まあ……稲荷……」

　なぜか葛葉の表情が一いつ瞬しゆんくもったが、信太丸が「母上？」と不安げに声をあげると、葛葉は「信太丸が人に懐くなんて、今までなかったこと」と笑えみを浮うかべた。

「まるで信太丸に兄ができたようです」

「はあ。旅の途中ですので、あまり長居はできませんけどね」

「……え……？」

「こら、僕の鼻先で尻尾を振るなよ。くしゃみが出る」

「まあ、それは残念ね。光さんはどこへ向かっておられるのでしょう？」

「それが、わからないんです」

「わからない？」

「はい。なんのために、こうしてさまざまな世界を旅しているのか、いまひとつ自分でも理由がわからないんです。ただ言えることは」

「はい」

「誰だれかと呪しゆを、結ぶために、自ら望んで旅をしている。そういう気がします」

「呪、ですか？」

「縁えん、と言ったほうがわかりやすいかもしれません。僕には家族がいないせいか、この世界に僕を結びつけてくれる縁というものが、欠けているという気がするんです。誰かに必要とされているという感覚がなければ、僕は、どこかへふらふらと流されていってしまう。そんな根無し草のような人間かもしれないのです」

「まあ……」

「紫という僕の妹のような子の存在が、僕をかろうじて繋つなぎとめていてくれたのですが、なぜか僕はそれだけでは不足していたらしいのです。迷いが深かったのか、欲よくがありすぎたのか、それとも僕が生まれてきた世界は本来僕が生きるべき世界ではなかったのか。気がつけば、見知らぬ世界に流されていました。それなのに。もとの世界に帰りたいとも、思えないのです。こうして旅をするのが、僕の運命だったような気がするのです」

「なんて寂さびしそうなお顔」

「母上！　こいつは寂しんぼうなふりをして母上を口説こうとしているのだ！」

「これ信太丸。そのような言い方はいけませんよ。あなたにも、寂しい人の気持ちはわかるでしょうに」

「うー……ごめんなさい……」

　光はそっと信太丸の頭を撫なでた。

　さわるにゃ、と吼ほえられて足で顔面を蹴けられてしまった。

「いててて」

「光さん。それで、あなたを必要としてくれる人とは、出会えましたか？」

「出会えたかもしれませんが、まだ呪を結びきれてはいない気がします。その人はきっと深すぎる過去を背負っていて、今の僕のような子供ではその人の傷ついて閉とざされた心を癒いやすことができないのです。だからこうして、もどかしい思いを抱いだいたままぶしつけな旅をしているような──」

　いくら晴明の過去の記憶というかりそめの世界だからって、僕は葛葉さんに本心をさらけだしすぎている、と光は思った。

　だが、溢あふれてくる言葉を止められない。

「隠いん遁とんして孤こ独どくに生きることこそが真の幸福だと感じる人もいるかもしれませんし、僕自身はもともとそういう種類の人間だという気もします。でも、その人は違ちがうのです。ほんとうは、孤独に倦うんでいるのです。ほんとうは、人と呪を結びたいのです。庭に咲さく梅が綺き麗れいだとか、今こ宵よいの月は美しいとか、そういう素す直なおな自分の感情を伝えることのできる相手がその人には必要なのです。いつも嘘うそばかり吐ついて僕を煙けむに巻いていますが、僕にはなぜかわかるんです」

「紫という方は、あなたにとっては妹であり家族。でも、その方は、光さんにとっては──また違う存在なのですね」

「わかりませんが、たぶん」

「あなたはその人に恋こいをしているのかもしれませんわね。私も、恋をして変わってしまったことが」

「恋？」

「そうです」

「……もしかして……だから僕は、こんなにもどかしいのでしょうか？」

「うー！　にゅー！　尻尾をひっぱるにゃあ！」

「ああ、もどかしいもどかしい。ぎりぎりぎり」

「みゃああああ！　母上助けて～！　こいつ変態だ～！」

「まあ。信太丸ったら。すっかり光さんに懐なついてしまって」

「懐いてない！　さらわれるう！」

「あ。ごめん信太丸。無意識のうちに、尻尾をひっぱっていた」

「放せっ、あほーっ！　食っちまうぞ！」

「僕は若さだけが取り柄えで、霜しも降ふりじゃないし肉も食べるから美お味いしくないよ」

　がりっ、と顔をひっかかれた。

　……

　いつの間にか、夜が、更ふけた。

　葛葉が、油の入った鍋なべを片付けて、立ちあがっていた。

「そろそろ夫が旅から戻もどって来るはずなのですけれど、この大雪で遅おくれているようですわ」

「まさか様子を見に行くとか言うんじゃないでしょうね、葛葉さん」

「ちょっと川の土手まで、様子を見に行きます」

「えーっと。不ふ吉きつな言葉ですよそれは。待ちましょう」

「すぐに戻りますから。信太丸」

「……にゅ……？」

　信太丸は、光の膝ひざの上ですっかり眠ねむっていた。

　眠い目をこすりながら、葛葉を見上げた。

「もし母になにかあれば、京へのぼりなさいね。賀茂家を訪ねるのですよ」

「……母上？」

　光が「悪い予感がします」と何度も止めたが、葛葉は「心配ありません」と微笑ほほえんで、信太丸の頭を撫でたあと──家を出た。

　夜が、しらみはじめる。










　小一時間ほど、二人で稲荷寿司を作りながら葛葉の帰りを待った。

　だが、葛葉は戻らない。

「母上が。母上が、戻ってこない！」

　葛葉がいつまでも戻らないことにしびれを切らした信太丸は、家から飛びだして駆かけていった。

「待て、信太丸。僕も行く！」

　光も、信太丸を追いかけた。

　信しの太だの森を抜ぬけて、川へと走った。

　白い霧きりの中。

　葛葉は、川の向こう岸にいた。

「母上が、行ってしまう！」

　ぼろぼろと泣きながら声をあげている信太丸を、光は後ろから抱だきしめて止めた。

　信太丸が、川へと飛び込もうとしたからだ。

　凍いてつくような寒さ。雪の世界。

　川の水も、凍こおりつきそうなほどに冷えていて、そして流れは激しい。

　落ちれば、信太丸は助からない。

「離せ！　母上！　母上ええええ！」

「落ち着け。川に落ちたら死んでしまう。落ち着け、信太丸」

「母上が行ってしまう！　いやだあああああ！」

「僕が川を渡わたる。だから、ここで待っていてくれ！」

　光が信太丸の頭を撫でながら川を渡る決意をしたのとほぼ同時に、葛葉が口を開いた。

「……信太丸。母は、この死にかけている大地を蘇よみがえらせるために、御ご霊りようにならねばなりません」

　光は、耳を疑った。

　御霊。

　御霊だって？

「母はこれより稲荷いなり山やまへ入り、御霊となり、稲荷神の霊れい力りよくを補うことでこの国の危機を救います。いずれこの時が来れば、このように振ふる舞まうという約束を朝ちよう廷ていと交かわしたゆえに、母は今までこの地で人間として暮らすことを許されていたのです」

「母上……いやだあああああ！」

　まさか。

　稲荷山。

　伏ふし見み稲荷──三柱の稲荷神とは別に祀まつられている、命みよう婦ぶ峰みねの謎なぞの御霊とは──。

　なぜ晴明が、稲荷神社を毛け嫌ぎらいするのか、伏見稲荷では力が出せないのか。

（命婦峰の謎の御霊は、葛葉さんだったのか！）

　光の頭の中で、伏見稲荷と晴明にまつわるパズルが、完成した。

　完成すると同時に、たとえようのない晴明の悲しみが、信太丸の身体からだを通じて光の心の中に流れ込んできた。

　葛葉は、優やさしい声で、川岸の向こうにいる信太丸に言いきかせた。

「人間に汚けがされた大地が、怒おこっているのです。都を守護する天てん龍りゆう、地龍、海龍、すべてが死に絶えようとしています。このままでは、この島に人間が暮らせなくなってしまうのです。今、人々の命を守ることができる者は、この母しかいないのです」

「母上……！」

　ああ。

　僕は、なんということを。

　僕は晴明の心の傷を、暴あばき立ててしまった。

　光は、泣き叫さけぶ信太丸の身体をけんめいに守った。

　川へ飛び込もうとする信太丸を抱きとめて、踏ふん張った。

「信太丸。母は吉備真備という方に乞こわれて、唐とうからこの国に来たのです。はじめは、あの方の野望に力を貸すために来たのですが──」

「母上！」

「母はあなたの父上と出会って、違う生き方を選んだのです。信太丸。あなたと過ごした日々は、信じがたいほどに幸せでした」

「待って！　母上！　信太丸を、ひとりにしないで……！」

「誰かが人々の命を守るために、御霊にならなければならないのです。この国の古き神々はもう、衰おとろえてしまったのですから」

「信太丸が御霊になる！　だから……」

「いいえ。あなたは人間として生まれ、人間として生きるのです、信太丸」

「人間として生きられなくてもいい！」

「いけません。あなたは、長い長い年月を生きなければならないのですよ。一人で生きていくにはあまりにも耐たえがたい、長い年月を」

「母上！　行かないで。村人たちはみんな、信太丸を狐きつねの子だと言って親しくしてくれないのに……信太丸は、人間にはなれない……！」

「孤独は、あなたの心をむしばみます。長い年月を孤独のうちに過ごせば、あなたの心は鬼おにになってしまいます。かつて母が妖よう狐ことなってしまっていた時代のように。信太丸、人とのあいだに縁えんを結んで生きなさい」

　連れ戻す。

　なんとしても、葛葉さんを連れ戻す。

　ただの過去の記き憶おくにすぎない、かりそめの世界だとは知っている。

　それでも、光は葛葉を連れ戻さずには、いられなかった。

「いやだああああ！　いや、いや、いや……！」

「……信太丸」

「お願い、光！　母上を助けて！　連れ戻して！」

「わかった！」

　光は、川へと飛び込もうとした。

　だが、できなかった。

　踏ん張っていたはずの足が、つまさきから、消えはじめていたのだ。

　もう、立っていられなくなった。

　転んでしまった。

「くそっ！　こんな時にっ……！」

　時間切れらしい。

　もうすぐ、目が覚めてしまう。

　この世界から、帰ってしまう。

「光!?　足が……!?」

「あと少し。あと少しだけでいいから、この世界に……僕を、とどまらせてくれ！」

「光まで、消えてしまう……いやだ、いやだ……！」

　信太丸が、光の身体に抱だきついて、泣いた。




「……光さん。どうか信太丸を、お願いします」




　葛葉の姿が、霧の中へと隠かくれていく。

　手が届かなかった。

　行ってしまった。

　連れ戻せなかった。

　せめて、信太丸の引き裂さかれた心を、癒いやしたかった。

（僕にも言霊ことだまが使えるのだろうか）

　光の腕うでの中で、信太丸が、紅あかい涙なみだを流しながら吼ほえていた。

「信太丸は稲荷山を焼き払はらって、母上を助ける……！」

　信太丸の体内の気が、黒くよどみはじめていた。

　葛葉を失った悲しみが、怒いかりに変わっていた。

「人間なんか──！」

「よせ。人間として生きろ、信太丸」

　言霊が使えるのだろうか。

「信太丸は、鬼になる。鬼になって、この人間の世を滅ほろぼしてやる」

「よせ！」

「光、お前も信太丸の前から消えてしまうのだろう！」

「それは」

「一いつ緒しよにいてはくれぬのだろう！」

「それは」

「もう父上も戻もどってこぬ。遠くへ移されてしまったに違ちがいない。信太丸は一人きりになった。なってしまった」

　信太丸を力の限り抱きしめた。

「もうだめだ。鬼になってしまう！」

「落ち着け、信太丸！」

「光。邪じや魔まするなら、お前から食べてやる！」

　肩かたに、信太丸がかみついてきた。

　肉を、噛かみちぎられた。

　光は──。

　腕を放さなかった。

　血の涙を流して泣き叫んでいる信太丸の頭を、撫なで続けた。

「信太丸。また会える。約束する」

「……光」

　信太丸が、我に返った。

　震ふるえながら、光の肩の傷を見ている。

「ごめんなさい。ごめんなさい」

「いいんだよ。僕は、きみの式しき神がみだ」

「式神？」

「きみは鬼にはならない。いつかきみは京の賀茂家に弟で子し入りして、陰おん陽みよう師じになる。そして、僕を式神として召しよう喚かんする」

「嘘うそだ。嘘だ。どうして、そんなことがわかる!?」

「証しよう拠こはある。きみの血を僕の身体に入れても、僕は平気だ」

　信太丸が流している紅い涙を、光は指ですくいとって、自分の肩の傷口に塗ぬり込んだ。

「そんなことをしたら……ダメだ光！」

　信太丸は、いつかどこかで、似たようなことを経験したらしい。

「父上ですら、信太丸の血に触ふれた時には死にかけたのに！」

「だいじょうぶだよ」

　光の肩の傷が。

　信太丸の流した血によって、ふさがっていく。

　傷が、癒えていく。

「……あ……」

「たいていの人間はきみの血をわけられると死んでしまうらしいけど、なぜか僕はむしろ力を与あたえられるらしい。僕はいちど、きみに血をわけてもらって命を救われた。未来のきみに」

　光の腕の中で暴れ狂っていた信太丸が、自分の血が起こした奇き跡せきを目もく撃げきして、おとなしくなった。

「ほら。回復した。傷きず跡あとも残っていない」

「…………」

「信太丸の力だ。この力を、人を傷つけるために使っちゃいけない。そんなことをすれば、信太丸自身が傷つく」

　信太丸は──。

　母・葛葉を失って絶望し、鬼になりかけていた。

　だが今、幼い人間の童女に、戻った。

　目を潤うるませながら、光の顔を見上げている。

「……夢か。光。これは、信太丸が見ている夢か」

「夢だけど、夢じゃない」

「このような都合のいいことが、あるはずがない。きっと信太丸は鬼になりたくなくて、このような夢を見ているのだ」

「いつか必ず、僕はきみの式神になる。約束しよう。呪しゆを結ぼう、信太丸」

「……信じない」

「信じたいと顔に書いてる。まだ嘘をうまく吐つく術すべを身に付けていないな、信太丸は」

「……うぅ……」

「信太丸。現世で、また会おう」

　こくり、と信太丸が小さくうなずいて、光の首に細い手をまわしてきた。

　まだ小さい狐耳が、ぴょんぴょんと跳はねていた。

　光は、目を閉じた。

　……

　……

　……
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　そして、気がつくと目を開いていた。

　牛ぎつ車しやの中で、揺ゆられている。

　正面の席に、晴明が座っていた。

　微笑ほほえんでいる。

　しかし、光を見つめながら、涙を流している。

　泣いているのか、笑っているのか、わからない。

「術は、成功だった」

　光は、珠たまを握にぎっていた掌てのひらを開いた。

　珠はすでに、粉々に砕くだけ散っていた。

「晴明？」

「約束を守ってくれたのだな、光」

「約束？」

「たった今、幼い私と約束したではないか」

「僕は、晴明の記憶の中を旅していたんじゃないのか？」

「違う。きみは、過去の世界へと飛んでいたのだ。わずかな時間。それがその珠の力だ」

「過去へ!?　ほんものの過去の世界へ？」

「私はキミを召喚するまで人間の男に尻尾しつぽを見られたことがないと言っていたな。あれは嘘だったらしい」

　晴明が、白い手で自分の胸むな元もとを押さえた。

　粉々に砕け散った珠が、晴明の掌からこぼれていく。

「私はキミと呪を結んだ記き憶おくを、母を失って絶望した自分の心が生みだした幻まぼろしだと疑ってしまった。あの時のキミの言葉も行動もなにもかも、あまりにも私にとって都合がよすぎて、あまりにも幸福すぎて、夢だとしか思えなかった」

「晴明」

「私はキミを式神として召喚してからもずっと、自分の記憶が真まことであるか偽にせであるかを確かめる勇気を持てなかったのさ。召喚したキミの姿形や口調や態度、なにもかも私自身の記憶の中の光に合がつ致ちしすぎていた。私はキミを召喚した瞬しゆん間かんに、現実に合わせるために記憶の中のキミの姿形をいじったのではないかと──」

「それじゃあ。はじめて出会った時から何度か、珠を持ち出してきたのは」

「確かめようとした。だが、すべてが偽いつわりであったと判明してしまうのが、怖こわかった」

　それでは。

　僕は、過去の世界で、ほんものの晴明と出会っていたのか。

　ほんものの晴明と、呪を結んだのか。

「騙だまされて呪を結ばされた、と怒おこらないのか。光」

　光は、首を横に振ふった。

　そんなことがあるわけがない。

　夢だけど、夢ではなかったのだ。

　僕は、信太丸を──幼い晴明を、鬼おにになる運命から──救うことができたのだ。

「晴明。僕は記憶の世界だろうがほんものの過去の世界だろうが、どちらでもきっと同じことをして、同じ言葉を口にしていたよ……いや、ほんものの世界だと知っていたら恥はずかしくて『呪を結ぼう』なんて言えなかったかもしれないけど……」

「…………」

「でも。やっぱり、同じ言葉を口にしたと思う。記憶の世界であろうが、現実の世界であろうが、僕は晴明をあのままにはしておけなかったと思う」

　晴明は、また、大おお粒つぶの涙をこぼした。

「……光」

　狐きつね耳みみが、ぐったりとしおれていた。

　晴明は、悲しんでいた。

　過去の世界において光と呪を結んでいたことを、ではない。

「前鬼と後鬼が生まれてしまったのは、私がキミとの約束を信じて待ち続けられなかったからかもしれない」

　そう。

　まだだ。

　まだ、晴明の傷は、癒いえていないのだ。

「許してくれ光。私は、臆おく病びようだったのだ」

「僕がきみの前から姿を消し、平安京で再会するまでのあいだに、なにかがあったんだね」

「……ただキミを信じて、自分を信じて、待ち続けていれば……せめてもっと早く、確かめる勇気を持っていれば。空蝉にわが過去を聞けなどと言って逃にげなければ」

「晴明。過去を変えるよりも、未来を変えることのほうが容易たやすい。だって、珠がなくても変えられるんだから」

　光は、晴明の震える手を握りしめていた。

「晴明。僕はきみの式神だよ。このような時のために、式神はいるんじゃないか」

「……光」

「前鬼と後鬼を調ちよう伏ぶくしよう。きみなら、できる」

「できるだろうか」
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「必ずできる。だから僕が呼ばれて、今、ここにいる。晴明の前に」

　晴明はもう、泣かなかった。

「ありがとう、光」

　紅あかい瞳ひとみを潤うるませながら、微笑んだ。

　美しい笑顔だった。

　言葉がでなかった。

　光は、この笑顔を守るためなら僕はなんだってできる、自分がなんのために生まれてきたのかわからないと悩なやむことは、もう永遠にない、と思った。








　あとがき




　ただいま真夏の京都におります。

　というわけで、怪かい談だん話を。

　実はこのお話を書きはじめてから周囲に次々と怪異が起こりまして、春日かすが・担当さん・あとお一人と、実に三人の関係者が病気にかかってしまい、作中で怨おん霊りよう・御ご霊りようを扱あつかっているだけにさすがにこれは偶ぐう然ぜんではないのではないかと戦々恐きよう々きよう。

　先せん輩ぱい作家に相談したところ、「書きはじめる前にお詣まいりに行かなきゃダメだ」と叱しかられまして、真夏の伏ふし見み稲荷いなりへと行ってまいりました……が、奥社までのぼったところでにわかに体調を崩くずし、一いちノの峰みねまで登れずに引き返し、びくびくしながら今あとがきを書いているのです。

　天てん神じんさまお稲荷さまお狐きつねさま晴せい明めいさま、なにとぞお許しください。

　……いや……やっぱり、六ろく条じようさんの祟たたりなのではないでしょうか？

　ぞっとしていただいたところでページが尽つきました。次巻もよろしくお願いいたします。


春日みかげ
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